
lNOl 加速器 Iミぶ 3 53Mn の言叩製

（九応理） 0 柴田誠一・高島良正
（東大物性研）源豆汲、本田雅史

甲潟線王成｀杭栓叩nlぷ、特徴あ 3 斗減期 (3、 7 X ID 6 年）とも--,ことから、中宙に活め 1ミ

非常 1::. 喫味あ 3 校栓 1•• あふ。 この '3Hn と人工的に統絆 Iミ詞製 9 3 ：とと目/1-.)として｀ ：れ

追行ってさ尺 S>c.,. (d) Yl) S'Mn. SI V.(3He'n) 叩>t I ミ 31 !.棟、．t、 ぅ農綿 1司i立ほ幻C (g7%) 

l It)ヽ、た兄（ d ， n) 5lFe 辛冗、(o('p)加 I, ふ＇）史、険忍行った。

ターゲット

濃棉 l司 1立体充，ふ、酸<i::. 7 ロム（（Vぇむ） ？あ）たので‘、 (d, れ）反応 1" I可，、T，ぅ農綿 I可 Ii I卒

宍r と同様lミ、噸為宏 1こより？— T`‘ノトで製.1乍した。酸代 7 口~ (?〇ムと l t /50 m}) 

て糸， 5 ！帝壱<1)朋西箋ナトリウムさ It)いt。金;...,ぼ中 l＂紘棺し‘ こ軋を水 k とかし水落成と

す；；， これど箆i万｀／交喚カラム ({)bWex 虹） WX I?, 1011~.200 mesl,)に庫し， N計を餘（．

得シれた;i\t :t.丸と墜、発乾 I司し、 ｛して再い｀水 1ミとかし合をと～/, s叫（とすふ． この森戒尺

濃成酸~と 1 曲加え 1 要羞）司溶浚とす 3.

亀羞＾際の電汽窓応.: 1 ro... A (c叫も＂．今回 I& 1 <Tl電斎L.,と約 3 峙間ぅ令I,すこと 1 こふ')、 9

- T＂ットホ IV ダ‘- t"あ 3 銅穀上に、 ？ロムタo "'!f (N  ~ale叫）と迦危で＇さ尺。

翌射

照狛 Iふ理；；升の寸 1 ? ＼フト P ンと）司いて行、）、終、射条件 I ふ；尺の血＇） i’ぁふ。

Bo叫9, {)ate 

炉. 3 •7r 

マンガンの分随・料巖

Eo1 

/S-MeV 

Tぷ'J't Th;cknes:s. 

3D "'3-/ c企

Totic/ Dose 

,'-1-mC 

？ロム 9 -ゲ｀．．1)- か 5 のてンがンのか詞・枯裂のフロージートを．図 I Iこ示す，令糀 II

畠＇）王氏約の巧ィ" e'.トしーサーとし、 9 ーゲ'.?)- Iヤ 1くみ粍物と I 1 念iれふマンガンもキ

r') 了一\: L 1 行，た，系青菜 L たマンガンフラ）シ 2 ン）ミ 9 、．て、巧ゎて、t,}王｝放射 I\'.,分

柏ぅ広 I, ふ＇）史営し、 ふた饒量今荀玄 lミふり叫n ／知n 氏さ釆あ．両足の特来ふ＇）珀り口）双

堂とすしあた。

栢果 I又仄乃魚

中，1•了み狂身れI'..私 I丈い‘峻量今硝芳、 I, ふ＇）得 5 小尺．怜来と；尺 1ミ示す。

底巧rMn 均11n ／叫1n 町3Hn”的
（メ 10-3)

It l'-1eV o.'/ 4-エ 0, o 3尺3 2 、認工 0. 06 - r, 2 :t. 0, 3 dr内 26. I エ 6. l d戸

し 1；；●、たて．｀‘‘‘5 ．たかしiぷ L } :t、＼す‘んしふうれ、、す l 了、 1'!, んr，`、ま 1 た 1T
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“分湖0 際の疇 Iぶ～四‘/oず浜，た。 この為令の品＇）生氏砂絆凡 9る、 lるとんど｀令？

冗 C 叫秤）叫"'(Q I也：ー／2 ．g HeV) 反応 9ミふ＇）生成した｛のと乃え 5 中 3 。

印n の比放射殷と ll う、点で‘I~ 、ミ収近行，て芝た咬v- (d,n) 夕3応反応 Iミよ） 2 も．か

な＇）哀 1彗結泉ぶ得られていたが、 絆応／r3Mn の放射梃比 1ミ閲して 1:. r.2.G (d,n) ̀  ·屯00

町T （叫， n) :~6 000 と．粍粋厄 r3H＂の諭起という、E、か 5 ，ぷ． I必’ず l -t希足で｀さるもの

で Id°凡かった。 しかし、今®の mG (d, n), (4, p)反I'(:· 1°'I さ． これ 5 と比較しで～ 3 t非

悌，：哀｀＇枯条ガ汁号 5 れた。 ：小シの関係とすヒあ？ ；尺 0 表 Iミ示す。

Me th叫 恥ゥy 珀＂戸duced 屈·IViり叫0 平ciffc 碕viり

ric"'c d, Yl) e而ch~d1'cr 10 HeV ro drI165mC ~s-ooo 移 df"'か戸n
tlv (3He, n) natu'(aI V 凶

7 Im ~6000 

究‘r （か），（<f.,f) eぷche註Cr IS- 『
/ 9ダ ヘ 3 『

l 1"0V1 Meteorite ~ 0,3drmI_伍 I -o ~ I 

叫の詢製私と L 7. I d'（貶 lこ知（p. "'-).叩(f ,d) 号も穴えられ 3 A‘• 叫／ t）M日の放
拍殷氏という、思 Iてう主 lう L 天遂念、 いず｀れ屯之／ 000 ／こl<t 3 と穴ん 5 水 3 。 それ政． J3Mn の人

工 B覇裂法とし7. 1,. やCr C o<、"'-)'(d..p)反応が非·淫 lて 1隻れて、、ふと締諦す；こと力i‘で 2 3 

6 N H CT..,.eVt>tf. 
Tarfet cr,  soln.. J residue 

con.c, H Cf. 
~oln. 

研On 奴山anfe,

dll. Hef. 
>-solV¥. 

o,/ M TTA 
,. s-olrt. 

奴呼•
J vesid....e 

砂onexckan庄

col'lC. Hぼ (Cv-)

ニ叫（伽）~ Y-e si d u.e 

ぷCOr/, i c acid, 

ethyl ̂cetate 

M"'-ut汎cti ovi 

2 C、ゾ．

呼 acetatく",(。加~) 1, I..,,x t "~e 

□ 5oln. (oヮ．）

so IA. (af.) 

MHｵOH 
ブ soln. 9 れ＇Y\,（祉紅）

di/. Hc1. 

凡加ck gxtra<tioh L̀<oIn. (ori.) 

s-o/ 11, (呼・）→

叩A Y'明池 • 5olV\,・ニfe5 idue conc. Hば'` so/M. 

匹nc.Ha 位）

三onc, H a,  5oln．二立→ Yes i du.e 
2 C, V', 

屈 0 ド evap. ; conc 、 H戊 ev呼•
) 5ol几 yesidue 9 50in. ) yp釦如

「＇ャop (Cr砂↑） I （叫）

図 1 、i℃玲令親＂フロージート
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1N02 陽子照射による Mg安定 1司位体芍の生咸

（東大拘性研） 0仁藤修源生礼亮本田雅健

Al /Q.ndQいん石中の島温鉱詢に見出3 れた酸素 C7I I司祉体比異尊 let呈営 l:::160 I ：：書んt洟＇
如漉入したものとして一応説明Jれていいが．炉刃うな旅府の嵌困や機構Iてついて）J
令くわtJヽ 9 てい b‘ い。炭秦買コンドうイトに見出3札3 ：：：の』うな鳥；昴鉱拘/;1、熟ぃ太島
恥冷却過程て晨初に桁出したものが（保危j仇てい 3 と考えら札てお／）．広 <l司（it（本比 9 ご
要動ど及l"微禍む辟国す3 こと (3原姐太賜系＆翰ず3 上て｀｀重辱て、ある。酸素 l ：：：つい-c''.
マブネシウム(J) I司位偽比にも異営があるかも知軋b｀いヒ言われていた。専突 0.5 ％ど越え
ふ変動 l誼出せ 5‘u、 9 たことと昨丘報白し仁がいその後試料：：J...,て ld0.4%1:- 秘ぶ凌
載がある―ーとが報告汀した。2),3) マプネぅウム0'> l司位印比異椒：：ついて IJ.酸素と l謬間
隔1系がないとj礼、また26Aし（半派期 7.4x10芍．）0)壊妾生灰物（こJ 3 も9 とす 3 解叙し
ぁる。初胆(7)太掲今自稼にJる核反んヽ&ちぇたtざ’マブネシウムの同位斧比に曼島g与
え幻核反応ヒしては 50MeV程度まて‘‘9 渇 3, mrqQtとしてはアルミニウム，ケ丁栗等がち
えら礼ふ合定（長屯涙胴） I司位体も生酎すふ核反応0,励起閑敬と求あること/j希ガス等
につ＼ ＼て一郎行なわれて\ I るのみて｀＇，一蔽（こほとんど行なわ汎ておらず，マグネシウム 1 て
っし＼てしテ‘｀ータ l J b‘l ¥. 

本突、験 93喝 3照射した了 lしミニウム標的芍中に生成したマブネシウムをfしぎ心離し，質
量分析計釦用いて 24Mg、 26Mg, 26Mg t;謬測定することによって各反応仇肋起関敬ど求｀め．
マブネシウム 1司位倍比に‘良殿心及ばす核反応糸件について基旋的検討釘加え，合わやて放
射能到定にJ IJ 22Na, 24No, 26A碍贔誼蘭数についても検討紅0えることと目的とすふ
ものて••ある。視在，下記の』う b‘予涌実験ど行 5‘9 た段陪てあふ
賜5照射 〇． 06c雌籾）ア 1 しミ板 C 99.99%) 20杖，エネ 1しギーモニターとして二、Y 仇し

箔(10炉 5枚t stock とし、東大核研シンクロサ丁フロトロ―ノc:" 2時間 52MeV喝 31: J
這豹実験も行な 7 た。 (I:~0.5~Aj total proton:~2.6)<1016) 

放射能測定 非破壊法（：：J...,て檬的中の生成‘放射能を求めに Nucl QO Y- D,odQ銀 6Q
(L i)検允記（相対苅率 8免）お』び＇堀喝製作所製釦2(L i)検広器（ l司ワ％）, r o24chPHA 

CND-2200) ゎ‘JU''4oq6chPHA (NAIG D-162) 忘用いてがンマ腺芯唄11定した。
堕紅憫臼）定）：：J --,て得らハた 2ワ瓜c p, cx pn)22No ．おJ U'27AQ.C p. 3pn)24NCI 

庫虚卿虹 F「3• I,2に示す。後呑 9 ：：ぢいては二：知町牛3 に』 3 27瓜（ n,a) 反応にJ /1
扁I j灰しfこ 24N0,_が1JDわって＼ I る。未｀めた斬面痕の胞対盾に対する誤差/J士豹 1 らZ と見積ら
れる。賜 5 ェネ Iしギ'-2 '3 MeV以下の照射擁的中には22ぬが生嵌して l ¥ 5‘ し I (71で、 24No.(7)、京
表釘寺って 26AQ,(7)阻I/定も行な，た。
マグネぅウム(7)分離法 月打月札たアルミ板のヒU- ム(7)当汀寸記分(7)みと切斯し虚展に

丹醇アシモニア）K て｀pH4~6 にして了セ和しアセトシークロロホ）しム丹表て＇敬回ア IL ミ
ニウムど抽出すぶ。水祖芯乾国し宍サて曲む熟分酢，0\ち王）K て丈囲し，Jちに 1 N HCQ, 

にとうおさむ・げんし』う仇いす 11 ・ほんだばJたけ
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麟にして喝「オン如冠嘩（ダ｀イや1 オ―/Sktt 1 、
100 へ 200 皿esh)に通しマグネシウム譴維碍冗．
マグネうウム吠量/j配吸光法， I司i誼輝恙放射
麟疇這宜用いて行苔い，了 lしミニウムについては
放射化分析法て凌量した。
同位平直）紅志マプネシウムの疇知I~疇疇

去による冒量分析計と用いて測定することがて‘'謬が，
0炉g以下9 マプネシウムでもシ I) 力化しヒヒもに試料
っィラメント l望存す 3 ことに』，てす分測定が可貶て＇
ぁる。フ 1 うメントにはしニウムと用 l I'AEI社製•MS—ら
抱質量分祈計CR=30cwt)て｀｀二次危 3憎倍菅を用いて測定
した。+o!｀お I司f立待希釈分祈用 spi k廷して'2Vlriched 
26Mg(= 99.42%)謬 l Ir：：。

星今騎照射条f拉｀｀は生献したマグネシウムは最大 1 咆と見菰ちれ3が，ア 1しミ板
中に合JY\. 3 マグネ：：／ウムの量ひら考えて反応 lてJ..,て如わ汀灌と同位f本比o曼動とし
て租II定す 3 に 1店ネ十分てあ/J.質量分祈に以テ｀＇ーヌ Iれ得ら仇て＼屯‘い。現在MARZ9rode
幻 Iしミ板 (0.051 C疇， Mg 0.32 pp爪）も用い．東大医科i恥刀サ17 ロトロシ包用いて
賜耀剃（ 26Mev 最大 10o;;A) 訂行なうこと紅計画して＼ I る。こ札l: J ｀てすか質恥
析紅｀97flI l定し得る量のマグ｀ネシウムが旬紅｀J,特に 27A0( p.()()24Mg Iシついて 0知貝Uゞ
得 b い3 ものヒ思わ札さ。

Table 1. Proton induced 
reaction • in 27 Al 

Reaction Q—value 
(MeV) 

27Al(p,pn)26Al -13.1 
26 (p,2p)Mg -8.3 

(p,p2n)25Al -24.4 

(p,2pn)25Mg -19.4 

(p,oc)24Mg + 1.6 

(p, 2p2n) 24Mg -26. 7 

(p,3pn)24Na -31.4 
22 (p,a:pn)uNa. -22.5 

Fig.. 1 27 Al UJ_辺四）22Na
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逗 1)仁藤修，源芍L亮，本田雅建抑田昭平； 放射f区昇請會~ (1974，｛岨）
2) C.M.G-roy o.nd W~ Con1pston, Naturn, 之社， 4qs c1q74) 
3) T.Lee avid D.A.Po.panastass,ou, GQopviysicol ResQarch Letters,j_,220(1974) 
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1N03 応 rp,n) t%(/)核反応断面積t s9Mしの半戚期測定

（東大判粧研．、立教虹『） ゜源生礼紺、西稟疇”本叫霞＊

lなじめに，長距威期核穂 S切なは、いん石中に亨悩線により生す｀‘る放射性援種として測定
されている，その辛戚頴さ，／ 9ふ／芽に殺告さ以fこ (l) 8 x (0惰心 1値が採用ざれかI る。
この信i li、＄りN.＆ （孔， r）ふ9N,し(J')が愛反応新面絹団測定催を用レ＼ sJco (?1.. r)‘化。臼：：：ク
ー反応‘tレ，>(tJ) I両名の生成放射餞ぷり求めるといういわ疇賛的方法にとリ別足さ A 在
ものである。本文応心呪濱蚤分析虚扉霞 l＇、よリ直奇的にや成期を衣＇めるこし
直‘みfく｀ま疇叫ぴ囃法により測定し19C。(p、九戸切'c. a 祓麟断面積心l足 lこ
ついても同喀 l：検討い｛ ？代．
l ．ダーゲット 懸射拭料 li了ohnson Matt hey社が扇耗虔 c墨 (Smm c/J x 終mm) i:ダ‘
イヤ乏｀／ド・カッダー 1 ／、とリ膚ざ o.!; mm の短用砂 Iて切新しf~ものをアルミ禾ルダ‘-.i- 1て

“支訟べ‘固定した。 Cばな評の池で純特の量 1な原和及光にぷリ衣‘めた (33?fm) 。
2 ．喝在、射．卿戸ワロトロ ‘/r於I,’て， □ Iレゃ'- /7Mev／正埼イオン流 I妙A IJ)
褐”“紅が蒻賢？ fく。積算隈討道 liププラデ｀ー・ガ、ヽ／プ‘I~~,} 求め 0.21 /S C叫oゆ
C /. 36 メ／ 0 17p roton) バ胄られれ。

3 ．化学分稲． C。ターケ‘‘ットバ斤翌射も強く愛 lff讐女0m1 が葬拭 vf`“`4.
渇皮よo'C で 2呼閤裟置し．表面紺 20 ％ を応痣凶叶支．祈らf:. I,こ王水／Om.f.を加え．
Co合］面をとかレ．：：れを瑶殿政•\Iiiく交え餃イオソ文援（ダイヤ｛オゾ SA し00, lら以叫—
西）セ行った。 9f/ H改のシ謬液 I IJテム分を姜、徒須レた後，ジメケルグリオキジム—
GH改迂韓丸｛や、 IN H戊て‘'迩抽広レ 1液t、萎，梵乾 I負， 2M H改で 6易イオァ文堤 (SK1,
sぶ）セ《孔， 1記訊 I ～え，＄幻ム今を、を、紅麟，喬疇 Iく乙がし． 1Kで玲択し 10戒
としfこ．

4 ，い叩慎．知麟揺注ャ＇）ヤ- 1 吋t和と、幻輯麟ヒド＇ 7 ジ‘‘/o．ぐ沿訊
イン乏ニウム 2 ％涌も薇 1 ァ乏:;..むム 0，寇鈴 o 凜合塔遼 2m｛で塔舟レ｀クンを紅7
”8 r、レ［紋．iOmm0 rJ)月筒j丈の‘甚器 r、役レ、ぶ玩A が記凌を 2哨閣淡し．叡釦鋲l
応 Iでい蕎し1:,X線9l足 l<\10碑遣の bO知g/四)..Be 処ndov.r戸are ⑮這I,l f喜
印炉麟ば乙長砧 N尋——社 (/)S尻釦違源を)111,1 tてが，｀｀，｀名遁
叩知叫虚条t彗して｛多頓虔さ知'’るそ忽である。
5 領忍今折、拭疇液にーコfl) 60叡J~,{グを加え、感、内訊レ．蒻属諏を
如丸て乾＼負し相影い鐸］ vに後、 ?-N H改を和え虐従殴逍 l'、史ぇ襲、を装I~ Vにものを賃
魯戸桁沃料と V 衣．賃竜今祈疇外鯰甕盤ぐり賃畢分析釘(AH M露，昨 30⑳ヽ 9o')
t叫t-:。づレグターに l3 ：久蔓 1 噌倍曾を用バベ。シリカゲ‘lレiか吹釦いf 1 魚を急、闘t.,
仁わのいlくに懸喝ざ史和水分印謬じfロゲルをy紅条して）qいた。こ0)酪、 C＾臣（竹／e 心）
の灼善tも全 1一嫁く必‘要があ？ fこ。

11‘ んしとう八ヽす 1う、にしいす｀よくにひこ、ほんだまさfa} 。
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Co pure metal. 
E_=l.7MeV p 
In=l.5庄， 5hr.p 

An1on Bxch四e.

□- D1aion SA井l.00, l.5ml. 

gN HCJ. pass sol.n. 

Sol.vent Extraction 

Dimet切lglyoxime

CHCJ.3, pH 6 

oatio.n Exch皿g2

□aion SK杵l., 5ml. 

2N HCJ. el.ution 
•-—— l 

守m! 
l I 

! A59. 
,. 

•“—~J 

59 
（一fil.)

Pure Ge Detector 

(60Ni 
可古 Measured peak height 

. ratio 

(60Ni 
．｀，克ー）。： Natural peak height 

Ni 
ratio 

A59 : Activity of 59Ni 

N。- :Avogadro number 

/ti'f : Atomic weight of 59Ni 

T令＝
58 m 

0.69う• (よ) - (~. {60Ni )spike·闘・伍
58Ni'm'58Ni'O 

b, 裟威餓測足
得らい攘量スペクト 1\/ 1/)例を図 1

1 く示しt` S8凡、 と‘゜N＆ に対レ．玖9ん、‘%,
‘嘉 I1 10 1含 r絋大している。 ‘°Niのt..° -7 

のうち天然直似韓成によるもの峰1合姐喬
線で系迂ヽ。これぷリ上が加えた ‘DfVl,,(/Jズ I 0ヽ
イ 7 1 ー、対応すも。

”ん Ii “Nしスパイグ(J, I 豆 1 委‘l/90 il) I:::゜ーグ
L して碇武ざムfく。
式 (I) Iズ《足ぃ、お戎翫賃洪されるが、放射
能追叩l足を椅虹し r、):,.で投終的な信を維、各
しfこい。

叫 (1).A. R．翫o気哄oJ.,
,Pny~.'ResJ", ~ I ~q I C図ぢ I)

~ 1. 5℃。(？，れ )59心にミ‘) 1主成レf＾ヽ況
ぉ x じ‘‘°Nしスバイグ ({).Sパ；）を宮ひ鯰訊‘
ねパ貨藁ズペグトル．

101 

60 60 

>.. 

58 「x.10-寸 58 

. 62 62 

xlO xl.O 



1N04 

工序

111 エ几の(t, p)反応によ”限釦峨愛将r左
げ紅哀） 。司慕姿枠枝禍椒厖 溶告成
げ紅知知環い森Ill ぎ、
ぽ天庚荘ク） 烙旧詰？培知：訊、

"孜肴如 Iれ 1司｝碍1本に lま似謹’l外なく？y...おむび'9 災ボ態吋支晏性伸叫fth\’`
記れており｀その町謹 l孔甚ャ凋峨ぁ狂詑惇豆示す。将 1-::I-n. o\‘、声-::. <f-9 z,, あり，核
点立論z:· lかわゆる単一粒紅度か検~1-:::..li}J椅であることや＼＂ l ばしば＇オ訂蘭さ叩V\る。
北托までに A=- 1 o'i, l I I, I I 3, I I 5, l I 7 の Iル同位和壌愛l図式（ま 11 ゞ 8月らかにJ玖
‘‘ね b\‘ 、 A=ll~~!U..t這稚 l~ ついてしな紫泣の）謹釈もあってで覧便将↑虹＼本炸＇明らがで（な
rロ・,,q11-1恥：：ついても 1~4瑾 I喝戸＇扱釈紅娃、瀑紀墳戸叙告力＼’＇ 11 ぐ迅
ぁら A', 1),2)、i如1足て＇‘ミtも相五 1て矛惜叫｀あり、 紺知雌や[T blnM4 細 Z’'ある
ヒの咤応呵紅ヤ叡喝る。こ屈 A=ll, J.、J....l:.の核荏 lす(g, xn) ヤ（叫j)で＇（す
虹輩暉にあ］我鐸叫1 与戒物に疇して雌叫渇 Iく低く不利であつ。本疇
では、疇心I/'ニヒ、坊薯複釦ケ心となどの姜で哨利な光棧反応を送い゜、\02-0釦、

(t', p）疇 Iくよって II "I況11'1. (¥ ~心叫あぶ人‘, 11 q }I叫 2 巫叫澤逝し｀祁訛
和啄坂租恥て環便咋但しら八‘f.::。
JL 路兼
い）鯰鵞魏翌： 目的疇噸身命であいのて'’. i可記L....りかt..して禅業・劇里

l咽珈・痢たもするためのチ矢tしな。克天吸的炒がァ、っク（ておいて、 ターゲゥト・1J
7也（以搾如遷狛1対遵 I＜送り、独術残\'70 巫l"Jなれた化予分箪・測定＾差ま Z’' 必― 5eC.で•
遠送できなよう k ＼た。

(2,)彗： タヴ＇っ卜 1す濃節唸瓜り8'.夕） E 応、 1碍介離妃に距ケと 3 1填化
窃猜、忍れ以外叩騎1讀鳥粒とし、笑v.:'ー恥如 0 0 I\M,~ 1e 沿 rを危A~嘉(ff、 117%)
に包み、瓜製ヵァ如レ (I 、 ocm (j) ,3c血釈）に噸和成。絲射11 E~ =30 1-'¥ll.V, I~== I 0 

西＼ Z＇、 II 砂tI這 l~\む 30wY\., 11H恥用に＼13心ぶ応 Tく。こ＾茶1午乙"(})飽加躇l~
IIq巧仇 b\``o,02-0.2心'/;,<A. 四120Sn, 11"I叫ずをの的1/2 7" あった．
(3) 生主竺： A扉包みの 12.°紅硫化物乞熟叫 lくとかし、 H ュ 0 2. <.涌恥し、 L入
稔I，手珈豆 In*-LfA.ー (OH)3 として、まず尺量(}\$れを茂紅がそ叫支ぅ醐陵存
私百‘オキシン一 7 日 P 芥 lレム 1くよ ~I~°'抽幻行＼＼、挽燥さ屯て岳担体 Iん得源濃
和疇麟叩 I ~ /j[、エえ叫如璃叩 60 %、 Sn＊幻砂桟文（ま初 10％ぁ，fc.
L千）測知醗：鴎麟＼ずさ狂紐＼"Ii( I 2 h ン子）レ・てグ｀ネ町，フ 7 隣幻べ7 I-

0 メーター？）乙＂行っf<。 1し争精佳し乙 1尋碕累沿を用 1A 、 I -1  M.e.. T <11検彦を削足＼応
汀寄 1本、含属粒？ーゲ‘｀っ卜もa まっ、ま F ＼:a: 1ば冷槌 L 紅阜力(…\I\て、 µ¢.c ぃ紅（Li)
食似融 l 000 テ々ン学 IVや HA 菰気アーフ°祝泡装笹い用いて迅也：：：割祀＼衣． o、 I-I 、5
M 可の了貪知I\°7 I-ルも最灌i b,5 kYにわ rてって測足しt~。了謀t.゜ーク（ま計〗料を用パ
がウズーキH苅股碍文迦帆し、t.゜ーク位骨恥‘仄3魚度をギめた。

みとうあさゑ・ふくしJ l ょうそ＂う・む‘ろよしなり•も＇）かわかおる・いわたしろう・
さ＞じまかずひさ
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叫滋衛極(J.. l~ ついて（ま、 ll屡碍釘壌梵 lて
飯'1T 硫政影＼｀‘小さい吹、内卸固競：戸直
森麒すがこと 4)は平利である。こ.,,て＇＇［まれ切籟
比だけを4更ってがとギめ↑く。

言口 j:9：竺
1111 1'\.‘ュ ？．·釦誼

入：瀑菱足数 とすうと
仇ヒ名 P\"平術l口屯 L v:j支（I

唸YL 02='R虎言ど •N厄

Fig. 1 
2 f-Fermi -Kurie Plot of_.'.'.門n p-R苧

(Tｽ= 18 min) . 
゜

件＇．

Em心＝ 2.65MeV

゜ ー
w
 

2 3 
E~ (MeV) 

ゲ＝五． N況
I (l +d.) 

と表わずこと1J\"を｀ 3 、両式より

ふ-=?rパ（ I + ex) 
茄 入gー入m

げら。ィ足って知応り入が』入3, pむ』む／01 E 

かが1む以を決走すること P＼｀できる．
皿話界し汚兒

（ l) 二：矛 I 1ll I含 Lr-:: 11伍丘蒋婢のフェ >10

ルミ・フ°P 、7 ヒよりp¢和長欠叶Jレぎーヒ l て S 

2.65M汀V を得た。こ直 l口原｝＂分系坑咋力＼う
植知れ釘息ヒよく一攻する．
(2)専··911Iり夏雌如＇扉属する 1碍の
囀 1まね恥恥＃臼枷・梵l，いと元ず。森I卜日喪
知よる硝莉締果＼す 111m恥＼本 1 812 ::t. o`63 皿iYI.、 11 f行111.t-a: 2. '18!0.lb叫n となった。
（う）立： A叩知畔隣紐恥這用し乙 11呈I藩届す汀紅尺走げこ。
"冗 0. '3 11, o.~ol,0.~24, 1.06?11.o't2,J.Jb4-. J、/C/0, /,2S-0, /,330 M汀
Ilりi丘 o. 763 、 1, 2. IS-,、 MLT これらを文献 I),2) ヒt::t事たサ窯 l<- 報峙~ 1). 

(4) \tlネ油珈棒： （ 2 ）り入 1(.3) の和ュ名前屯幻式 1遺入 L z 炉1.28の値叩与吋手。
こ＾惟1ざ 11伽1りIT -b＼＇、 M4転衿であると lTくときの理論！直 (l, 『4)5) と非常に虚く、侭
が恥同位伸と同様れら→約砂 M4 転ネタク＼•• Il↑恥 l< も店r:t:.するヒの禿統的浪倫と牙惰しな

Fig. 2 Typical Decay Curves of'(-Peaks 

,un 

1a12 • 0.63 min 

ゃ。レ

。

. 
l l h. 

50 100 150 
lmin-

200 

V 。

1) E. Jao知胚1).1)汗心Y\,Vl. I ~ •恥"1µk 平 (I" ユ） “02
2) S．応研心 dtJ., NIA.必． P牙·碑（ノ 973) 343 

3) ;s．下吐ム如ルJ辺， T江:r.Aが．'R_~. I$ ot。~,~(1 '17s-) ?7 

4) J. Me'[)。厄以以eJ.,巫4. pヤ•四（ I q 74) I3 

5) だ． s ． Ha炉が b,C, ぶJf叫 At()…9C.圧d..巫必辺砂な急f必祐，ム
(I 9 7 3) / 
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1N05 16~])y二重中性手捕獲断面札

（原研） 0関根楼明・馬場広・天野恕

／．旦立 前 l司の放卿悶坦論釦‘は呪の二を中性吋蔚穫断面積につい 1報告した
ヵ:;,今国は 1紐恥の場合l-:. っ＼｀ l報告する．“し恥が‘が生子を1綱l 1 生成 L た柑‘切
には／． 26 分のキ滋期を持っ準守定状態があるが， この礁年足状態び熟中1生チ挿獲新耐責
IB 今まで求められていない． このような準字定状態と甚底状態での熟中1生子柑消［新鋲如ゞ
知られ 1 いるのは鐸ら／Co/ IO“Ru.ずある． これらの断面積値はいずれも淮舟定i犬態砺
が甚底i苅態よ＇）もJo倍以J:.大きい．熙論熟中性刊鞘騎面積lJ棟合核のエ牙 lレギづ洪
鳴叶 Iレや｀ーの近傍にあるか否がで大きくた店されるので，多いのデークから錢計的環
を行なっ1.考寮する必要がある力も澳l足可合tと思われる校種は多くはない．＇‘寓 l1残さ
れていな唯一の枝種と思われる．
2．立立L '“Dyの二重雌這獲によっ 1 訊‘する '“Pyの量 lcf次式l..‘与えられる．

芸＝琴晶ぷ1-e-¼戸(f -e知）］＋叫七翫謁（ 1-四）丸（l-e-叫

＋団一 （e也e―入,,.士）＋ 入ュ入＂ （ e叫 e巧
（入心（入凸） M入凸）（入凸）

十女 (1- e叫｝］ ( l ) 

ここで添~1,2:3,4 はそれぞれ油らり 1応m])か '"~SDy, J 66Dyに対応する．そ l て 入 la
“輝呵蜘躙 NI3時間尤における原璃磯臼麟追紅心的
の IT 変換の割合を表わす．また）監年，写しJ <5"fはそれずれ均（11.， T)必勺）;- J I、，，1)y
(”'r)/b59Dり／“喝(11.,r) /66り'‘叩（n， r)1“砂反応の断醐いい．求める新面積~
腐令＂畔即時闘tに対する（初心／（¢2/V1)の疫 Al:'.から決定されな
3．呈阜 0.o??mgのジ入フ゜ロシウムを含む恥んも藩液Joり4 を蓬ヽ、ポリエチレン
•フィ lレ A ..t. Iこのせ，テ｀シケーター中 1"彰煉 l 1 得た直径約2m仇の塩4ヒジスフ°ロシウ A
詭品をスコ、’Jチ・テーフ゜て頂膜 L 1 ターゲット'I::. L t~.中性子照射la JRR-3原み炉の気送
癌HP-I 1" 3～し〇分間行なった．照射拭科1ま化労的処理と行なうことなく， ORTEC社製の低、
工井 Iレキ｀‘-光チ用 6e(LA‘)検出器t`r線入ペクト Iレむ則史 L た．まず， a ． 35 時間の半藻期の
＇“鶯を測定してから，その栽象を待ち必砂の須I1史を行なった．熟軒虹求毛ニクーと
L 1. i珍箔を甲ヽヽ）標準線源ず較正され履e(U）検出器て‘‘r線スペクト 1レ繹I定し 1199Au
祖穴｀量を得た．照射.}Lのカドミウム比lao92 仇仇厄での金箔を用いたときに1."あった．

せぎねと l あさ・（ま｀ば‘ひろし•あまのひろし
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属‘の計算 I:.1羽いた校デ｀ータは次のようなもの 1万鱈．
枷（＇はmり）＝ I.21, 11t. 3)) 政（呵）＝a． 35 化 1)I T~ UI,‘ら）＝ 8/・タえ 3)ノ
{,.. = 97．夕芦 3)1 行2. =1 790 t l)ノ応＝ / 000 -t..l) 

さ 1 / (I)式（;l.

翠＝心A(t)十叫 B(t)

のよう 1：書けるが．，更 l:
辛 I B(t) 
¢渇扁＝匁＋知応）

と変勅 L て）左逆の量を詔）／A（-t)につい 1 /0ロットすれば、下国のような直緯閉係が舟ら
れる．この直線がら得られた新画棧lユ ・

知＝ 2/00 士 300 -t 

知＝年0士 300 t. 

1.‘｀ある．ここで得られた知の
値は文献 1 バ邑 31(Jo :t 300 tと
哀く一致 L ""t.いると言える．
%'Iの熱中·}生十1綱断鴫

/j硝乎足杖‘懇の方炉｀墓釦灼態．よ
1) も小さがった/J;·, ~のゴ環
訊鼓L 1 これについ 1緯万
る予定であな

10 

8

6

 

(
Z
E
3
0
N
I
O
L
)
(
-
)
<
-
(
 
4

2

 

'
N
 i
s
6
)
/
(

tN
＊
ぺ
）

5
 

10 15 
B(t)/A(t) 

20 

l) S.E 凡叫4メ払． “4']).I．化必a, BNL-325 34 24. u4、 1 (1973). 

i.) A. 8叫恥， H“J. 1)4 4ん必 11 ／ば9 (／叫）．
3) C. M. L必砥ノJ•H. Hぬ石必t必4 I、んム…／丁~ hー Is必ヂむ“｛必．（Jん、
訟今， Al研 Y巫／9¢ f).
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1N06 9伽~讀峠埓糊騎囀

澤研） 0関根俊明・馬ク易弘・天野唸

l．且旦 然中＇性刊譴 l ：おける粒異•I生係生成断面積比は今まず名兒枝につい直）足
されている炉，り和雑環l←が‘1は知られていない．¢和蹂枝の核翼l'ii本生成浙·面積
如冦校のそれに対 L '1質的に臭なるものでばないが，芍VI,.の二重中1生子1菊獲祈面積の
紋l3 この校男性1本生戒新面積比に新たなテ‘‘ークを付I1加えるものと L1嗅疇ヽヽ．碑

3エ‘0和工＂ 1;：芯ふう｀ばに比9竺、溢
±.J....Q._ 2 、 OXIO4Y E+ ,5d 'こするの 11 甚底状態遁獲断面積である．というの
叫 叫／t lま，吻｛から碁底状態へ疇醜l、otに対して準

誼状褪への新鴫IJ alに1ヽさ ~I かっ辛浅iiも
準キ定状態．の方が非席 I:短いので，芍Vじ生戒に対する窃vね礁キ吃状態．の肴手はそ n熟
輝チオ的獲新織が斜程犬さくなパ熊），lヽざいからである．
2．良』文． 千1裔的な笑瞼から／金属二六ずを原手灼照射 L たときに見られる放射概は
l1 とんと＂和純初による 182T4, III,,W であったのず，照射前また 1這射後1：：ニオブ｀の雅製も行
なった曹ここ切追射前に米鰈を行なった喝合につい 1 述べ‘る．
Jふwon M辺伍社製ヂ屯心の全属ニオフ｀・ 170呵と／0 叫ln Iii 7o HF l::/),タ-ml の応C.

H咬ば渚緋 l 1.から， 4 '1'1£のur,u.. H Cl I I 111111) cmc. HN03, 40 叫］が力0 左加え，ナチ IV,1
リフ沖ルケトン 404 1つ湘り出を 3@行なった． この時ニオプl註層に残｀るの1." /I,況e. tf') 
伍C.H脳H を加え水酸化二穴 7‘‘ を茨殿させた，口過 L てから口紙と只に磁裂るっぽ‘虹‘
弦憩して麻“みと L た．

こう L '1碍紅企〇sのうち 30.o mgをア Iレミニウ碍紅つつみ，軒＇生手束モ::.'Jー 1’'あ
る C。 -A¢ 合金線ニッケル箔と哭に 1RR-3 原み炉で2／し時間照射 l た．照射後，数 a l 1 

から二、‘I ケルるっぽ中 1"KOH I: よる融餌を行なった． このとき黒色叫砕物ヵ渭見られ恥
て｀‘:.れを口別 l た．口液の一炉•O よ紅°リエチしン緊叫岸ビ‘ンにt- ,'r線~スペ 7 ト
）レむ則定した．
相対計教効辞Jo分 ORTEt社製叙l~')検出器．1.＂噂'}....~ 7 卜 lレと測史 L '1生成放狛能を
譲 l たが．I その r然の吐稟ェオル手｀ーと強度 IJ'旗 lくつい 1 li 7o2 紅(IOO 係）とg 7/“昴
(/00 fo)祝VI,. I：：っぃ叫霞紅（/oo~)1)1”嗚I::._, い 1 は 236 使eV(25 芦）2）を用辛．
3．旦工 士時間照射 l ノt'鴫後に澳1足したときの閲， 9’噂，吠gNe..のそれぞれ
の生成量は次式で与えられる．

旱：：：：：（ l-eぶり e―入ュ尤 I
N1 釘¢

上＝~) [.>.,.(1-e-入3t)ー入3 (I 一ど）］ e-心＇
N, 町¢:z.入z(入2西）

せぎねと L あさ・［ぷばひろ L. あまのひろ L

、
/
‘
,
’

1

2

 

(( 
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号三六て叫心（1-茫）西(1-e必り｝点 (e-A3:t'-e-入'ft/)

＋虚叫詈：天€叫辛ダ彗翌幸卓）e杵t}ど］
十合ば） ［入ュ（ l-ぎ）古（l- ぎ）］ e-Alft' (3 i 

ここで添年 I, 2, 3, 4-はそれぞれ”砂疇9 ，ら”政'tのVt 1 ：対応する．そ L て）入 11崩複足
数， NI1原手枝の数／ ¢は懇中性手束を麦わす． m，釘う）知［パれぞ｀れ’松（心）巧／¢，
,W-1,. (n, f )951ft尻’'fN奴叩） 9”籾t反応の新御度であJJ.名＝o;;._ /;I (I) 式と（ 2) 式、しか

嗅められ）知=~ 11 飴と (.I)'(~) 式とから決足されなこう L サ得られた新面彰直
は 仁＝ o．t9 土(J. ()3 -t., o'i=/紅士 a以

であった， に＋咋＝ 1r. f土o.“'1 文献 3 の他 I3.9 士 I• バと誤羞．の簾国 1ヽ一致 L て、ヽる．
情られたこ／呼 lこつい1. I H吐色秤と V必心凶四ぷ）の方法による言t篤を試h た．
平叫＃一It' 11 似如とと必況t)による 4邑『＝位を用い↑：：．？滋手遷移
心.,て放出されるは約数伶t 3 から 5 と夜え 1計耳 l r墓泉を TM11こ示す．二れ
よリネ夏合該の又ヒ°ンJe ＝見必＝fヵ靖、最も良<.実験姐J令ぅことが知られた●

Table 1 Isomer ratio of 94Nb(n,y)95Nb reaction 

Experimental value Theoretical value 

JC _=ll/2 JC _=l3/2 

N Y =3 N Y =4 N Y =5 N =3 N =4 N =5 
Y Y Y 

0.040+0.002 

゜
0.045 0.012 

゜ ゜ ゜
I) C.H. Le細11.M.Hぶ胚必MtJ1 I、 F砂し屯， Ta,U,. o-f I~ at叩化‘五以（Jん砿ちり

が狐,.. Ynl, 1?68). 
2) は． M必幻“, JOL -tll-RX(997/). 

3) s. F. Mu..gJ,.td占Mtd P.I. (J,a,必，糾L-32S 3以以． V4. I (99ク'3).

1/-) JR. H呟如界知4 凡四叫互ん“）玲り・脳r' 広，／3砧（I?ヽo) • 

.s) A.~ 四 A. q.ら辺砂ら←，J.鴫f<I·旦／出 (/1 ぷ）、
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1N07 醐l諏繹腿 n．吋輝謡汲

（願） 0畑琥虚 、馬場宏

才l託鴎1化巽蒋詮において軽い醜莉手左入輝野とする核反応砺脹酬莉認
応れる系紺生1こフし）ての市藷的な報吉乏行なった。今国はそn後り樹1によって記出
た結果を報告する。肋起I眼数⑰艮r逗面籟l:l叩る系約狂表わす往噸IIi い広範囲
韻緬認カバーでさるようにする1』．ン欠颯lご変更さd ［た。
最蜀麟巳 I諒紅｀与えられる。

丘似＝ 101[サ船王·C入ts[△~+ SCG)]i" S(At1)-r s (E乞 a- 4-.5一~)) (1) 

珈＝ Bn(lR,加）ー 8p（な， AR)- 0.4Et（在1、加/).. (2) 

△E喝＝ r/.. Ecn-E。 (3) EcM = Em必 -S(- G.) (4-) 

Eo = 10. o--i-S[E~ —S({ i o)] (5) LIEcM = EcM -E。 (6) 

改：： { -0斗60 ん~•oAEcM-r 1.25 AEcn > 3.5 (7) 
1. 0 • EcM~ 3.5" 

ここで s(X.) :ね0 の呼 S(L)=X., X＜〇伽寺 S(X)-=O となる階段鴎X
AM ：血必必心心をそ虚＝const錢線に記て“如剥‘ら逍1つ「差
r。：核斑I\ラナークー に困保する量
入 ：定数 (=k.. 2/2) 
& ：臨⑲紅
a。 ：中厨 1炸放広する屁初位1直
Bl ：翻暉、エネ）げ‘- Bn ：中牲却結合エネ）げ—
Et, E~ :そ瞑恥記しあよびNi罰知応ずる 7ーロン蒋壁
Ema.x.；励起瞑如ピー加位置（墾碍ミ）
注，乙加：そ旺邸残諏紅ひ‘刈那籾原手番号
紐缶 ：対（ぞ'ul桟叡亥およびターゲットげ副餞文

L して定義さulる。以上n経輯Jtこよる言直値と実測直⑰比較碑 11こ示叩．靡中
厨如鵡砂知疇霊、上記帽凶五ん祠閲暉Iコ如呟い如
飢M(J)寄与が無視てきなし）。後者l：ついて 1諒咤莉積迎函揺饂して；1il1ずる力＼｀＇．図
に示し「ゴ君和iなの巧血足心辺⑰九〇寄与も含ゴ軋ている。

1すたけんたろう• I狐ひろし
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図1. (r，訊）紅ぴ（d,双）応討殴閲蒲廂誼T算碩と実訓躇。様軸IJ棲斜亥利芦量薮
たて柚IJ函祠哺碩(mb)。白光I諄T麻値，黒光,r実範直も表印している．
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1N08 皐成款の系統ほ (3) 荷電粒手放出反応

（原廂） 0、馬場広 畑健這p

膚剛知蜻知‘‘示した（少加）釦疇り麟鴫叩虚叡l3、ふか 3 I/,()Ar 
紅遺々q和核を入狛粧テヒする枝反応で未｀められた励加起肉数3基にして かれ誌
のである。現屁）用し 1晶｝ほと人じ＇すべてのデ‘- 7 に対~して角｝があ 3 Jうド担み上1↑・ら
屁苫経験（電ィオ，，，疇 l泊しclず、 I'! ラメータの｛直が‘2 、 3 奨 h Jか‘‘I咀放l扇 I J'
印‘1"応）は、 したが｀ 7 て｀ （t/紅）世今反応 l：討して lが麓皮レたもqしが；豆。
科駆紅｀ n ::.の経蒻式左 1房長して両危消乃ク才文広をも含む一般的詞弱成珪‘め“

りるもバ｀、ある。戎念はこと 1::. 、ぅ見配釦：：コンバイ 1ゾされたデ‘- 9 lJ紐蕨応狐と史
誰の目的げよして紅‘充方であ＆ "-1ず会と 1｀しいためすべてゥ反応型 1こ打し 1 凡ら
一般式た確立するヒニ這l鳴 1 ，、且ヽヽ。本講知‘‘カバーする記即、 9 数3 中栢う以
外疇々 1 ヶゥ荷’術粒戸杖出す 3 麟型l：：厨豆
げ滋〕放埠渭ぅ叶醜灌ぅと 1 遺入う也ふと、がりだ 1丁っ場合I:. l疇(-;_
ね＄訂ヽ桂複箪濯 3 。中柱うのみ 5 放出する及応の場合に ll, (f'n) 反応以外t‘ね
戸型ゥ紅応（ kゅん。必心a必ーを含む）だ｀げて大俸説明が付き｀一方（い）及
心‘は蚊ょ桂度妃心／必型っ知応を付IT加えれば‘哀ぃュとか｀、結給ぅれて、 I J O これlぶ
して，たと幻ぶ（f,仔‘)疇り1i紐，i心伍型の反応t.して（？I た） 1 （いf九（f1 J)
戸っゥ知，t;.,-バの恥して(p,~)麟，最f石 1こム心払ぷ年勺＋
…ち上7'rギ直7.’｀ある(f在）応臼瓢麟E炉応化li`F 5 応。
I I ち、‘ちい遺遺令して乃シ 3 1 ：：ヽ ふ 3 1jべ‘ての反応翌左ーた万底：入れが必柔が＇み
るヒ麟れ~.

9態t出禾 3 釘｀げ簡単 Iこり 3 ため l::. 、和青瘍汀如准うが｀ T-;. ゞ I っ，が加（出
軋て \I ~麟豆遠として訂心釦 3 ．百危粒ナ十｝亨守住汀紅の反応 l::. 対しては、上、
の（正）紅戸鳴的J兄 1 っ 1 っク麟聖 1：：醗L て和恥、 1がすぃ訳であと
、f葎知り恥極心叶｀IV¥‘、- En… l：：ついては、狂＋にぅ恥麟 I二iずして 5 えた
六平の A恥 9 複 lこ（△Br+ eEしr) 左fいするだ‘が｀J,,。たゞし、い戊研妙｝む表ゎ
し、函疇ヶ r （こ町るや名令ェネルギ｀ー，和紐知ネ IV 手｀ー 1: iすすぅ差，迂 11 r 

｀出ぅれa.e和J-戸．障壁、(... mt151J危訳である。
m国（直の｝直~;i：：対しては戸｀＇か叩ll) (4）式fゥ 1/(1+e今48f)し 11)
困｝（ュ小 IJ T”/(r" -tり） l：租含J a) 左 e 2  4BY/(f + €—令△8/") 1'龍｝ ｝免らJ.次｛：：
砕諏9 !ft l：：か＞フていら S(LlM) 這して｀枚七粒ナが、p"'み全みみ S(Llp) Tn 嗅
を付 11 加え卜に｀Jい。たゞし仲 l1 M＝年位尤叶菜 l遁っての企五0 び一夕 っ在）、貞ヵヽ
豆為 2'!> 幻 1叩1屎 1 ふ°, S 疇嘉釦．．足知れた蔭段町教t'ある。
〔雌J このJう l肴鯰叫 l：：：打して疇2 れたん心ーし＾心芯 I：ついて疇験
入な (}/r) 聖ク麟た」同してみiと知訪項知1がい。打｀、げ，『）麟 l こ

ばば‘いうし・ l狂 lfんた砂
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つい<- IJ、アベ'-'ヌーゲ｀、フト牙亥／こ｝ずしてた一んゃ芯 I確全保臼り叶名があjと 1‘
湿果が1身；い。 こq魯甜呆 I• (ol., f)辰応 h`‘ いわりる九ペンハイマー， 7 ィJッ 7゜ス
麟I:.'II和‘、い直蒋過棧とし L嘲和れる二とヒ一致方~.如：：： （ 3He, p)i及!も")占谷 1ニ
はテ`‘- 1 が｀ケじ‘いか‘]身も哀t‘',9肛0 % qた一ぺ立ら疇めら卜るが｀｀伊む筏7.‘`I J
疇 l二｀）、ぅぃ奇与しか誌のられTi"。 （ダ，p)みよび（加，<X)麟 lこみ 1 ＇ては、令i卒と
池し‘` 1均手ク程応‘小んふ＾＾a右入［あ 3 とい）ことに「d‘ .l。 二れ 1亥 L て（戸）み
J 1/ (ol.,以）麟t`‘lJ ←心よぷが｀尺粁分さ占め 1,I るし 1ヽ是戸「i- J。
戸/\..LAよがた1戸＇ I四素 l=- 克た「iい場合に 1-;:、出 I~ な一仔心＾ユ叩

し 1‘ うニヒド「6 i。現たのと＝う、入和粒｝か；クーゲ‘、'7ト枝へっ枝只知訊応 lユついて
叩麟足すべ｀社名泉が1易 S れて,,.}が、、ふ｝ーデ、7 日移か；クオ支｝ぅ l きオ父ぅ疇 1 ュ It]
L t l iたクt`‘在、‘•せ 1 鯰心手ピ碓幻預式し lすえと「る、，か‘‘、一応釘危の型'J I芦 1ニ
虹t｀妃ナ～＾心叶繹 I~
土＝ 27T、穴 eー入(448パQt)、 e -43 s(4EC.t) (1) 

訊lこなゎい。 2 > [`‘ら，入 LIBr, s m紋各11釦：説明口れてい a 息） ［あ a. a.り
“幻 l1 心、放出奴方り約請］1禾すば、如‘｀あ a. 1 らげlり入ロテャネ IVクド・
7‘‘ にイズ“丸約 /1 厄ナ如嗅 4Eet厄そ？庚9 Jーロン叫応｀、あJ.
か講釦 (1）人 l:.含 3 バて 1' た叩A戸が｀クーケ＂ゥI- 9 名典的前面積在手え 1, 、るう
咄して、上り＾., 21'y訊？幻込わか租幻酬t廷9 ヘッり奸知面積を手·Z. ~と見
r; 9 しとがて＇‘うる。巧 2 フの式a は滋、可るとと｛こよ）、 た一ヒ広—たの年応っ
l炉荏虹汎 9月1系が'B腱 1::.1-瞑汀こ。 Fお、必とんぷ砂ら ［滋乃紅店，科怠
杓 I二ら U) と I翫｀m. 井 1 l翫（凸）珪lこついマウI~gi乙 l誌する。
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1N09 唸r→屈"H() ゴ叫。→ぶがい麟濱紐（江）

（約澤泣）。彦豆郎 （東火枯絣）、l対和久、釘｝望浴
(B麺屈）詞笏（力 9 7 ガル叶吠）J. o. R的爪心 sse凡

1 が蒻加閲討餡＼遺潟）て． r重イオンオ；廷 l: t戸Er →ぶI-lo→”61)3 わ‘
i u;、西r→”'lf/o→”l)}'最紅靱墳麒 9砺凡と｛ 7-知薇名した．すケりタ
、（冗 Leサelstr叫ur:て. Grou忍ーノ戸 I- fぷtion a..{ Ba叫疇幻 3 : 

'c."砧した＾‘,そ 9競、 0 あ‘iどり() 9 乎成期、ス C゚ z等'"ヽ‘くつが 9 子札硝す
知ぁった，こ，＂店r99→店H。1に応’゜t、、）卜） I< 中楳刃敦ぷ距‘らげ，？O心
、いか”i籾柊ヽ‘り受畝枝へ 9 渋秒ヽボばす”牧皮過屈t tる 9 て｀．芽味ある亨’更疇〉
｝れ 1 、、 3 可能悦があるぶ、一方、 1 9 J:..め'::.あ環度輝這姐炉、下すこヒ aゞ｀予想
ふい。前町級告む難に— Iレ犬；年 9 竜ィオバ疇知）可ヽヽ'1. 4J？ん安恥｀あ？ E ぷ、
鐸“町 1 クロ戸 ‘/1= tる1'1-75れ('℃／紅）”‘Er 鯰ぉげ、東燐釦 FM ゲ 1
?l;lトロ｀／ 1こよ ~I‘巧（f·ハ）呪o む~,.. t J. それmu“Er わ‘よ11'-ー I”囁，”‘j伶t
穏滋し、イガ｀久的雑,. f屯祖砂§I{t行って沈曳‘＆礼這汎t炉咳羨濱打
る。

2 町O'＝；農扁りれた唸元 9 5 I””「 9 す 1 7 ロト 12 ンりばM切叱対象／わ
”ぶ（叱、戸）立 1`’“Er t紐訳（てそ 9 1)-ecyを G年）応知紐 l た。 Ey
If EC 魯知が‘y知放出｛がり·{.呼r → 1 出→ウ；； 9 痘皮過程9 今01111:J,.
曰曰s,':i,つt y ”‘Er り辛印釈次走、／江庄I｀んと 1‘) 他渭P--. l 力‘l 砂
叫o →ぷp；；心訊応シ呵。 9 ス c• ン 1,ク臥戸り 3 こ'c ;J\•推復＇I t J/¥.-_ 1iにもかかわ
げ、西碕→裔応‘、あ 3 か§ A t゜ン,-r 0 て••あ 3 慈-r,、あリ、したがってがFr ぃシ E¢
鈷のみて‘‘紐 L 'c..、ヽ）易ヽ，ス e ゾ成房、に杭秒 1 る急がなく、 Idめ、：イ釦どン心ァィ
ソベー 9 紅t芳えt‘ぅt 1] かヽ．問匙 lすこりァイソマー 9 芳命て｀あって、もしこクアイ
”ークが行／汚屁茂fあt\... lず ”‘E卜 9 平叩〗℃して／が”,'い Ass1J"'す 3 こヒ I3 199?  

巧ヽヽ。そこマ‘ヽ、東訊研,FM1 fクロト l2‘／碑ヽヽて、 70閃砂 I60 py SI t 9 ゲ
、7 卜" I -rけm、7 pro炉立／釘問虹がー！、瑾間輝碕ヽ、 160み（戸）以こ
i ̀ )も収する”‘喝あ‘9 V^Iパ9/1() りf岐渭析し． l司か知L;)伍(Li)F iう
戸噸ね喝灸．fントラセン一名止） l= t 5.｢-r l諄甘紋， S;(L,、痕這1, f 

3 履パ？ぃ冴湿悦9‘ うし危ス C° `/9'凸紅 V 紐屑”‘‘んて＂、あスt°ン（スビ｀／ r) りぷ9 J-fo 力‘｀年片令？｀あっ 1.” f月 91Tiか現t乎術’つ，，つて｀‘う:;;も
蔚‘い。いう応、／喝（い）鯰7`‘ t.ぶ L た叫。につそ、がでr→ぶ炉も
心1 翫ゥれケかった 1¢/)l'Groべ紅i^a[ Ba必9 t+ →応麟する紅£ヽ
Ke~ "l ~象‘＾拉鵡 71 .2.. m ；れて｀ J)ecaJしているこしぷ酪麦て砕。 こゥ::.::, 11 、”‘伶 Iこ
11 むりーフ高ス C゚ ァ欣凄りがソマーが‘つあう::..'r.-で乞味、する。以J:. 9 伐泉q --tr違

‘’わた l うう 9 ：：凡‘らかす＂ひ1.. f L 力、 4 9 J、~Iすら． た 1｀シっ'e. t`、 シ••エー．．オー．うスム 7セン／
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lNlO Zう団（ YI 1 2 n) 反応とる 236 p幻壬戌助麟

鯰麟 面犀藩脅、骨゜綽鴫嗣羞雌い

肛呵心鰭紺遺疇知）直町3 0)打なしず燻麟知ぺ久
• jーカが詞、'L) 1利用さ腿紐た。ユう~Pu)す主'l l --Z，杖鵡嘉壮＇↓瞑 l だ崎
の麟和虹岬？＇展追むれ‘・］、、0)喘嵩遠 1,1·11 IてJ: J W1N'p (n I -'2 n ym;v屑
叫四麟）てぶ l)呵u b 疇 Iて 5 す＇~.呵 u 区ペース・、｝ーカ ltl咆知 I 這叩3
際k 9さ、直 l< i 2.) 放輝輝与＇直h 3,13 紅に，： q.23 も？u の号玄て＇~3 巧＇グな
くわ）口而ふ 23評？ q屯中い、鰭f l心；呵I,\.~違…，｝ ~I屯 V 鱗
て',0)打報告紐7.ヽ1.:1'~こ、万"1す．q． b ぁ.r vｷｷ I lf., z M-e. V -z"遺遺を 0 7'·龍パ 3。

輝：
i.りーザ｀ッ惰八
け‘'Jニウム 1 ;t.. -OR ~ L 1＼直縣入 1 1:.iO)を．A吏＼司 l た。このもの 9す．睛汲畔騎

"1.",. ;zぅ 6 p込（寺凶期 2 ヽ 8 ヒヅ) <1)概揮 K 2う" l 寺i緬 2 、 I l/. XI o r.'j)の了
1し乃訳殷qu¥I.l1 3 XI O -3 であフに訂｀｀尋艤謹作碍ア ‘]I 吋ム遺帰L,
叫和 I2うワrJ'p 1' 1しフ↑放雨紺IV..祈‘97X I O令火下のも0)でり一け｀｀ ‘’I | KI て Am l を．
: q、知．東応和狂り和'’r恥小たコ36和 /2l り炉f了 lレフ了］灼t祁＼収可峠祖あ
ぷヽ ’lす升れ以ね'•あ 7 乞
2. 熊年［
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Iし吋・ 1、ぺ 7 |)しむ l) コン麺暉、翌
疇這噸Ilい、2豆 I疇q 1}レ
万如的＼t紅た、九1゜ッニ，ヶ乙、。 1
ーゲ｀｀y l、 1こ函松h，''1'fなI..，函pぃq i絨11を
が1"3 な＼＼'l 3 i1, ~"直呵いを|レー
叩 I<- 入れ，ユ叩／叫r 了）し↑マ波
訊収玄む＼いた。如か叫診暑汎
ァlし＼、 Z りムを料慰 l, 2叩/2ぅ8pu 玖
が呼〖23平 1lし介iぼ麟召尋
。巧厨 lし｝乞'7 l，打、直i支っ了）し

11 `l‘ べり 1、 lレの一倒這 k系す．
叫幻Nf q了 1しフ 7 収 ,1 註い 2 っ0)
ぃしかめたe

毛::::. 1 一反応紅＇、ふ 6, 1 8 d 叫i:,
1 2. o d ジ 2 丁よお 5 心" ｢. 7 5 d 2打l)

かし0\ H絆｀，虻慇佑在ただ＇ちに 1乳＼住し中I吃
｝いか惰。
印．精吼ア）しトニウム碍、吐紺f浪汀 1し

1-,, 、スペ 1 卜 lレ，・照和i.
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紅吼叶釈
i. q. b 叫 V 四（ n ` 2n)れ輝
｛jし認畔キまいか＇・ 2叫／2"f了 Iレブで揺代を↓とにして、Z?6?ぃq繕ぁ
祠t幻， 0 ` l 6 t o ̀  0 2 b 這を。巧6 Nf崩t辰q (E C I P ー）此 I, o 8 さ
＼琳＼ i L2)) 2 2 ̀  5 h 236 Mfマ A yマー'\.C) (n 、 2 n) 刹輯 1.1·, 。,'4-土 0 ` 

0 5 b 'lな 3 。うた息．樟ヽ和＇紅免 1"照射レた｛騒， 2ぅbMf q "奸1 A' yて／が叩
国i.l闘'I沿企 0. i 8 1 0. 0 8 k貌活さ礼2 ヽ＼ )3) 0'\ 7'', ·:直をえq 1 □l ヽ＼）
乙，ュぅ1 Nr し n 、か） q麟譴,i .o, 牛 s b 'Lな 3 。

2. l ll-, 2 M~ V 戸げ． 2 n) 糾麟
l l/...: ?-日バ叩り 23b？いも知雌 ,22, 5 h 叫↑fち知諷お匂●9(n,

2 n))令訂硯も＼叫11 v.: 1 て訊，汁れ 1" ポ． 0 ｷ I'7 -:t. 0 : O 2ｷ. b,. 0 -.ぅ¢ 1 0. 

o~· b, -Aぶが o. 5 ¥ b t t且た。

1) J.L.Parkin and R.F.Coleman, J. Nucl. Energy, ~し， 69 (1961); 

J.H.Landrum, R.J.Nagle, and M.Lindner, Phys. Rev ．竺｝， 1938 (1973) 

2) M.R.Schmorak, Nucl. Data Sheets, B6,623(1970) 

3) W.A.Myers, M.Lindner, and R.S.Newbury, J. Inorg. Nucl. Chem. 互［， 637(1975)
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lNll ｀叫吋ぃ熱や紅似濯K かt ;i叫€
鑓叩関疇

知脅枡 1も叫゜輯、一料、絨＼雌嗣釦、7食丈

知輯 l たt元惰／由砂履鴫卓譴い違が正麟疇．舟
鵡和恥．も：心＇？＂うふこ惰邑豹暑が、いい渭闘のも呻紅渇偉
店す 3 }ヽなかもし沢あ」ため｝ 2う氾，つう見）北）が', 239 ？息．、キl屯れ腿核か炉サむ 135xe
('う SX€＂ ：サー，＇う心：½+)にっヽ這駿‘を行な 7 た、丁ab i-e 1 1：：示 l 1-.. tうに，
呵ぃ0)厨I’11詞 lこぶ＇）包ず渭紳、のもっ伽鱈岳 Iづ，呵う切om び＇母u "l億）合1-:::
似7. I ）づf..f）す1:.’'l|、 3 ヽ＼• Table l. The angular momentum of compound states 

輝•• 翡叫儡噂因靡叫嵩。言雷古
和，西ぉげ'23q ?~ 2 3 3 u 5 / 2 +'--~ 

l o o 心門'k麟0. l 235U 7/2 - 3 0r 4 

nI 乏＼ } 6 皿疇＇）戸 V 239Pu l 12 + 0 or l 

肩か→叫，ド万 A 1A m•• 

瞑 l そ後栢衣啄 4町n- 2 ?."3 0朽叡附 I 丸照、皿絃｀~I<- I Io,/。 Nc\ O H+ 
1 % Na 1 讀むか‘‘うス載維屠， I 1。 A1 NO謬倉むサラス峨能層 7 叩繍）忍／ ｛ふl'f雌
1、↑を担井二んだ'1| fi b l'\\ぃれ）工 4 い脩の汀） K疇鳴し m :r...4 レン隋叶）
を，危ポ｀五暉 I 1..、応只渭増す 1: 試皐紅紅l層し，疇名叫
＼渭約11遠、がい祁鱈麟~\~欣生、3 れ）、応 l~ か17 7ヽ 麟知麟たt麦，品
悦｀屠 v,"`3 れJ。ず、・ 1) エケレン循が応疇和1j応遣鐸負閻屑遺恥
1を免虹り知澤わためのも0\ 1'ぷi。試料懇射使I，竹 1 ／粁記＇’氾可臆分維臼
3eN q 1(T ,Q,)毛 ::;,1..,,. 7.→い→兎I’1火敷！｀層へq刹↓叶管匡利行な＼＼， xでのか） 1，t
麟 K', l訓輝いが‘除印滋 l た。た仕｀｀いに 3 8 呪3 Ge ( L  i)叫応，慇..:.4
k ？り叫叩知遠的1]''ン 1 -翫スペ 1 ~ Iし万親i訓 l 凡

枯吼：
iずに様／碍疇杓雌·うれて、＼.?J /38'い尉這隼に 1 て． Iう、Jl1 ,1 叶を、］取角を
恥を。オ臼粧釦い：：叩廂＇恥 I汰尿な lう｀児猜畔 l吐女部が這いた。 Ta翫 2

Table 2. Independen.t or cumulative yields (%) and isomer yield ratios 

138 * 13 5 * Xe町且ー） xe9(1+) high/low Xe I 
2 

233 U - 135 chain 5.82 5.35 1. 01 土 0.05 0.65 士 0.06 1. 56 士 0. 10 

235u - 135 chain 5.80 6.30 0. 15 土 0.02 0.09 土 0. 01 l. 71 土 0. 17 

239 Pu- 135 chain 5.36 6.22 0.85 士 0.05 0.49 士 0.05 l. 73 土 0. 12 

にしじもた！ふじ＇蛤＼＼ち｝ ｝，ヽ＼ 1 にし0)、t'つぐ． も ll ヤ•1 ひりた l1
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疇1恥虔恥平 lう＼几麟靱年，l 砂収おげ'l司 11 を叫'(, /3~紅0) \!恥
恥該直も示す。

疇雌鯖：
ぶ墳函昇 Iしキ'-E 碍違咽
片初加邁違運動暑介和沢了）lす
詞叩＋1）叫J(Jt l)/252]

1./.) 
可~ ~ -K J.... I. }~ぅメ 1 -B°' 厄
/J r 寸彦」渇片か＇’じっt抱幻ポ瑾
釦い1’'- 5) 叶l11 t h" レ-z -
恥叫叫 Iミし＇）研炉泊罰
船訊緬恥虹．tt肝 l た．
この粒吼も F i]・ IK ネす。この B 0) 

他かり／汽印0枷邁．o 和1叩和
晋了）紅式を用ヽ\7 ポ芍ぶ e ：遣
専＄丁<I~ Iも 3 戸［す。丁↓此s l t 
3 玄収敢 l 7.辛ll J ；ぅに，何＼峨片わ
即湿．透帽咀紛炉，視討釦
担“狂渇違1i.J l fJ,＼い叶
乙↓点↓。 F ig. l. 
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6.0 士 0.3

6.5ｱ0.6 

6.5 土 0.4

6.9 土 0.4

7. 6ｱ  0-. 7 

7.6 土 0.5

Calculated independent i somer~ yi eld 

ratio as a function of initial excitation 

energy for several values of the 

parameter B. Ex per i men ta 1 data a re 

plotted on initial excitation energies 

deduced from the multiplicity of 
2 3 3 2 3 5 

neutron emission. 0'"'"U; 口 u;

• 239Pu. 

1) 放印咽甘絢）囀涌そ稲瀑 Ji'3 ~ 
2) K.Wolsberg, Phys. Rev. 137B,929(1965); 

B.Ehrenberg and S.Amiel, Phys. Rev. C6,618(1972) 

3) H.O.Denshlag, J. Inorg. Nucl. Chem. 31,1873(1969); 

M.Qaim and H.O.Denschlag, J. Inorg. Nucl. Chem, 32,1767(1970) 

4) H.Warhanek and R.Vandenbosch, J. Inorg. Nucl. Chem. 24,669(1964) 

5) K.S.Thind et al., 2nd IAEA symposium on physics and chemistry of fission, 
Vienna, 1969, p.845 

(11ー72); I 17 1 ュ o (l 9 7 3) 
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1N12 呵ぃ勾、和墳蒻 I：和11 直 /~0. /a芳b ヒ／ 3/. I 33 丁タウ

彗\'1祖鱗疇
知鱈冨厭、．麟—'Br)-;.,＼叫1訊，礁＼刃手乱釦虞．

疇1) のい戸叫虹‘てう直U懃拓＇叫攣汀違い甜丁e疇碍狂
疇這促以得しボ繕峠叩硼嗅譴綱墳賃ク‘'計遠ァ 23叩喝屈
こ荘這疇恥いいいがオた履／合知尚遵童渇¥‘力欅1刈麟韮も詞＇すげ
繹恥）紅，巧平 l合＼＼ tも）碍遠駿を行な？た C

輝；
祠 u ID O[1 召合ぁJーゲ＇ットを育燻惰？，1: '2で 30豹甑和 l を。照叩た
幻にぢn ，ぅi;, T-eあ □｀＇ Sr t輝を加；乞翫幻滋,-t..3 M ｷ N !-t4 3 cN 
麟ヤ＼しんツアロピ）レ・エーテ 1し 1柿出し， 5ふ臼濯＇）丘試斜t /た、う b q輝ォ
I ~l\粘和 sb 玄 sb H3 と 1 -z噸姿 3 史，¢ H • H ば・恥麟Y4購 L ，点）I.ケ
レ屑叫入＼ 7. i叩螂 I 丸 T＜疇雌江t"ぅツ｀‘/．§麟這元比,~ ~ったe
り 1'点遺如 8知｀缶 Li I即像這— l k PH A で｀料知ぺ 1 \、 1し謹猜11 I た e
根／繹闘訊巧Y 桝釦点め乞

紅f『：ボ矯蒻虞応疇国l用し-z.'お荘→帽鴫遺厨翫
照知駅が囀知困刑、-h\ b 叫叔K 二れ這‘正＼て．枝啜叫祝凶虫碍｀打たe iむ
紅た 1ns \J~、~ I ¥"3V s げ＇a I' う.2-'S b,m,1 1 1'11--e.'O'\、｝お巧｀・ 1 うう Tem、}叶墳渇悦
翼年玄丁ib \€ l 辱す。こqむ幻-;r '9 唸'I' I I 謬， 1 う o. I う 1, 13).. 'Sn,' う l, 1335b/ 

遭竹碍臼印手 1·; あ:1.

Table 1. Independent or cumulative 
* 

fission yield(%) and isomer-yield ratios 

chain 92 Sr Sn Sbm Sb9 Sb的 Sbm
* * 

128 3. l 0.64 士 0.04 0.061 土 0.006 0.066 士 0.006 1. 08 土 0. 14 
* 

130 1. 08 士 0.05 0.54土 0.04 0.62 士 0.05 1. 14 土 0. 12 
* 

132 0.34 l. 22 土 0. 16 0.53 士 0.05 0.43 士 0.05

chain 92 Sr Sn Sb Te m Teg Te町Te9
* * 

131 3. l 0.69 士 0.05 1. 85 士 0.09 0.91 土 0.05 0.43 士 0.02 2. 10 土 0. 15 

133 l. 21 士 0.06 2.66 土 0., 1. 65 士 0. 1 1. 61 士 0. 11 

にしももた．ふじ＇わ 1 ¥¥ ~ぅグ，＼＼=3,~しのぶっ<',\:'.J-,たシ）き-<;,. l 王3 びうた）1
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鱈疇闊絨：
祖炉疇0)内怯7``1 楳繹片
輝碍．汗{1雌疇了謬昴．
Fil_ I ，す： 0¥ ¥ぅ k I 7..'j恥虹
和雌渇動贄了きちり印と核が訊
叶叫教〔紅叩']1教 b 姉‘If I 
た日）に行 L 、ブ゜かd1 を図 7‘
ぁJ c 啜L).?,丸塩／か粒＼可莉＼，
既碍） h ？、\J」出 I司的に 1e "I 
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虹ず庄9 疇訊輝l り1、褪， F ig. 1. 
惰遵勤和：：：q応紐n濱
闊淑｀ぷ） t舟 2 ；れi c, 

t s ヒ・珀匹核がか疇
汽q履今柘紺翡漣;-;i: I O 1 を 1 .r I 
-Z'ｷI ""2,祁l) (2 弓むり）詞tu

(、 3 含'V-- 1-;J 4) に勢べ r・ト3 、，-b''',得·
し砕疇疇鑓ば、，ず¾It l1 
以ど同じ滋 3。立に叫角
洩知忍）と 1) l1 1 ヤ 17, < 
四渇い疇嘉い碍疇釦＇印臼輯叶響憂1 ふシ〇
ヽ＼こ Z で．杜 7 --Z.、\ 3 

閾｀口摯知知疇疇lざf1、か哨詞昨渇疇印，1,1, 股鑓
闘卸柘‘'未巾に未きC.tJ -~ °:'1''. こq鳴伶にもエ恥＝ zか｀刈） ］っかいかI.1咽秘
3 疇l 乙心）．オ紅 (1 腐ぶに Ii,飩｀騎狐和釆伽む八や中心＇、あ）初,_·~ 
彗勾鳴ij．杉、がいし‘互ン印疇豆刃 1 っ叶叫りとり ll うシ z 況i. iれふ

Mean angular momenta J 1, of primary 

products are plotted versus mean 

numbers of neutrons in primary 

products. Indications: open 
233 

circles: ~-~u-Sb; closed circles: 
2 3 5 2 3 9 U-Sb; semi-open circles: ~JJ Pu-

233 Sb; open t r i angles:~ JJ U-Te; closed 
235 triangles: -~~u-Te; semi-open 
239 triangles: -~vpu-Te. 

、
I

ー
｀
ー

ー

1

証麟甘烏，Iぅ謡啄租繕、位 1 3),. (I'1. 1. 2) ; j_J_, io (I 1 7 3) 

双取h＼耐1嶋／討和矩1 約号、 ／f,酌鳩希予手向 (l 1 7 S) 
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1N13 須恵忍嘉知屁滋（か報）

澤麟育大） 0三辻利一平哨章三（京大原げ）武疇之
（這麟）中村殆（神疇猷）北野耕平

1 寿古逹勅ぶ何時頃栢処召、製作さ'Yl T'< かを推走するの Ia ．様式綸k よる圭親的¥償
K 基づ））て行われる。 その K め．｝易合 K よっては．十人十色0)判前が下り．それ Kkづく
文的埠諦凡穫々桟々なものとなる。 こ0)次麦を樟ぅ X め、よ）塔絨的な¥峠こが虫牙ぶり
K 、店名料詞 I~ 目然科影如手法を東り入れよクとうる試が‘9行われて床和迂紅化が斤

法もその一つゼある。これ;:J. c". 土．石忍．ガ｀う丸製品・ コイ、ノ．顔料等の庁古並応
＂れ以泊打が試妙れtくが差焙今杵 K 見合い如P LK例叶笈｝つない。この研克は 以し
のま産追心維走し 石辞果応甚っ"n て｀古イロ文化の交流．交易這ぇるJ:_t＜役立てい
t叩いい怜め K ものぐある。土忍の和｀も，とく K. 頻、専羞西覧百礼r3"は組
・弥生式丸忍など｀は各年主婦四｀の 5K よっが厄れk t刀ゼ｀．そ0)かむ追巌 K介
辛してぃる衣め，差地鉗打が町薙 Z‘'ある。一方．煩恵器、は 4· 5 世紅頃、大蔭1J‘シ痢い
疇 h K 技術を｛った技術者 K 5 （エ人） I; よフて、特む喝舛で具、ヤ的 K 製炊され・カ‘
っ Bキ令）虹履ヽヽ lcl. ll A'<と籾難）翫流通したともえられる耳差ぅりが亨.}勤

めて要味ある文がみるがらて｀｀ある． しがしな 0沙．頬恵兎し産地分が「こ爽裔評的J::: I< 1-j 

麻産地葱，跡に出土多る．い n 1J‘えれは‘．源産埓烹が羽碓戸f91 って口る多頁急．泰の元素紐戎 k
っ n ての広環データ1Jゞt分 K 葛積「される二とが必専となる．今園の実験q B 約 1-J、（l)．鎖
混忍 1 個知否和即知均賀度．（2). 一つの空、ご·産汰うる頌恵品ゥ元寺紐対r，ビ4え呈笈q
均項tむがある 3‘ (3) 産花1)湿れば｀．巧程度 元索緩次が愛あする a 'f)‘. l4）．窯、追i生
を示す指福元素が存石弓ろ＾か、年の度焙分祈J:: 0)よふ呉 K つヽ'(何ら 0‘ 今知見そ得るt
”）文 k ある。こっ BP9 のア、めに．規愈品のよ疇如｀あっ K 大阪陶邑ゥ烹逗叶k
。ここ K o ．約 I 5'o() 」烹跡があり．和狂諜J.:.. セの捻人と．． E麟輝v," 心試料ぷ
入ラ出沐るかうどある． 3 K ．産他釘厄 l 紺どし Z. 糸良平成麟、い直泡忍（条長
r- l這、闊疇んピなく 手域蒻it..::I::.. qバぷ'J. 9；；人と＼地方の魚遺4乍でれ．社恥
して括込 3 れ K 疇とシれて m る） 0)分オf t該ヴ K。さ> K. 券猜勾菊跨産：土妥らくっ n て
じ差午．ノ0\;J汀し K のご合わせて報告ぅる。
2 9 ングステン、カー）＼‘｀イト製り乳妹 e'蛉鑓し K試叶1ぉ租当曾秤取したのち． 寸、・りエ

チレ 9.I袋に封入し，京大麻，矛サ圧気蛤送嗜 Nol,No4 （とも K し、ヤ搾み沫＾ l心／西芦c..）
て.. _ 10分臼が＼玲）可照射母噴． G.e（ Lし）埃出各ゎ‘よい｀‘． 2 k テャンネ）し波高分村
峯ご‘Y媒スヘ°ク)-- 91./む観測 L 1く。樟卑試;pf l';J.主として、了 B- i乙•あ》｀庫ー将皐印
よる放射化知嘱渇凋レ K 。データ灼1l硬 la漫迂申椴によった。デ｀ータ珈T、ブログヲ
A la, 3 つ｀｀． ス 4゜クトルJ::.. "'ビークt見出し K のら． それらヒ゜ークパ泣覆：・高さ． 糾釉
を計罪ずる。 こうしこ沢舟これ K ヒ｀ーク位設ゎ‘よがりがら、＂屎っュネしギーゎ‘よ(}"
5紅度こ訂芥する。そq r 堤qェネ )L 't｀ーイ直t あらっ‘じめ記憶させてある各栽積に代表的

みつじ‘としヵ‘ぎ・ひらがしょ）そ｀j·たけうちたかゆさ・な分むらひちし
さたのごうへい
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な r 繰17)ズネルさ‘—のー呪表 K 照らし合わせるニ'2:: K .I.‘って、スヘ° 7 卜 1し、ヤ K 存在す 3可
能住のある 4租童を決史する。こう L て決走これ K1亥獲から 試＼砂 k令iれている可能、4生

のある元素っ苔量を訂耳するため、照射玲）.ii] 辱了玲）月 汲伐玲）月．沙1走跨ふ度高分祝器

心戊訊）目が削合写り直条件畔恥E1 およがパ知細歿度洞）か研五比輝呵
碩，痔、今営と n っア、幼霞量ぃ代入して計算 l i,;:。 こうして升められ K 値直l::オ悪卑試｀叶のそ
遣t t比絞する＝てによって．祓料中 k 存在弓るえ古‘"'望量 h‘ よが濃度7Jゞ未のら此。
ろ 将埠拭料立— l を用いてか打し r、鈴晃，かオ斤走量可9認表'l'J. lO 分）h］照射でt;l.

叫， No... K ，ら，恥；国）司囀わ‘｀は． E ． SC.、 C。, lli., Rb, ら，し＼／石人，＄9Ce て•あっ

1く。改 K ．此鼓助克全な形ご＇、出土し K 董41 壷 1 個体今V\つくかの新分を切りとJ)分利 L 7< 

l 倒 E)久に示う。 （大該印邑 KM-11 4-岳、‘景．均出~)
応存— l 心辟 董 五っだゲ
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こ没Jがらも¥tiるよう K ．叫汲量値 l切斗寮lk つ Vl て口、レ碍紗”"カロナなく．烹叶情
謎げ、とし直豆の z'‘n なV\がとみ土られ応：： 0)他．沈鼓紐勤籾）目の辺1J‘n ぼ長

＂庶，業な這類に作勅してV' K 靡梵域の息、，周玲我に作勤 l 1-Cポ．果 7; 5 池坊い、＇ぎ、：
¥．烹、q性慣l::;元素魏成＾箋税しっ甘J係につ n ても検訂し K 。これゥっ移民から 各沢’介
元系）月直）珈J係 z 口れ匡魚渇捏元素拉成｀ぷわが 9 ．元池釦い可紅枯口寸分あるこ
と砂 0‘フた．彦疫分矛trq一在J ℃ l t l3 ．平成迄苅．出土d/タ負意．羞心、もの形態．製ィ和枝広
·色諏叩｀から． 3群 K 1J'-穀これて n 生本法てー、比蛙》泊度へ良 m 分叩む砕られる叫
ノ瓜＆心 n て．いれウ逗）幻麗t諏べ｀ k 綽昂． 3か度地畔j茫ウ<'cも．炉）っ

寛、浅昴もれ k ：：ヒ7Jゞ裏づりウれ lく。;J..- K ．そのうち，， I 群口 凡量ょ...J), }\.板f匂もが'
府力な危位．て→あろシて？ヽ誰走これ応
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1N14 訓恥1水知欲喜元条吠悶利じ令甜

ぽPア研） 0ネ羨登｝ 恥冷良之

恥 象疇lておげ紅水道I ；戸it1 ．知I. 叩秘lk‘ よび｀垢蒻、 lI1 などにそ mm
菜いパが，こい疇麟膏ゎ碍吋紋養元素引ぅ配危を明らか l~ q a-: 叫，そ
0) Iし翌疇紐）月象豆殺危麟などが匂かうも角睾疇えられる．
箪祖ら l; ~で I;~ 友い1 （ミついて 1 芯、その分印を明らかにし「ぶ‘．東象希和）江水道のド蛉
分を麟してい吐1加l 戸V\て 1 な狂＇あ｝ （）かね卜ていないのて＂，今虹l祖1 疇の
恥鱗翫—ンmr｀船ぅ染のない豆叫直＜のか）と，笈謬lIm 青l くついて
唆討 E 行「ぉった．
輝 珂叶心刃襄利篠未系て｀［ 3 / 9 7 «品 I o 月，蕨棗紅l で'I J I't 7 夕弄 2 月 lヰf糸
恥 rこものて‘，洞叶水の1' 14 バ叫パt'Iiに 2 ～口，痕危加I で lu ク，fへぷ¢で＇わ
つ r2 。 ＼午＇1生げ閂訊紅腿の「ての吋式水の前処塊I i輝(R.ADIDISDTOPEぶ． V。£, 23, 

ゅ，／2.) 0)姜絡戦国，尻（研）3) 傾 (OH)3) P豆知闊 1:. より行な 7 「2 ．中性｝翌術iT立
郊入翌登研0) TR!CTA Mo.....& lI の F りング（社ゃ佳鑓～2 X/ 0 12-n・如ーそ忍_,)を使／月 L

，翠[|知知L,') 虹為閲絨（たj k I 午 K 違い謬叶）用した．
誌果 面 (()H)3) Aj (911) うJ P孤和麟 Iミよう片s. 5b. Se の分叩，店景 I万｀ヽヽっ“れも知 I
素tネ L た．特,-:. 5b で‘［心、約ゃ紅糾で(『A5 と 1司Jfl.↓くー蛉損い唸かぶぁうと方えられ
？込［て 9ゞ， Pb＄知麟とも｛n··- 孜していた， ｝「て試‘水を牲取山知爵妥物とシ｝過（「ミ
町巌瑾泣したものと，抹取後殿t ;k/1(Z (t浪疇直（ r：診料,~ついて比較t行なった
パ N(>.., Ca, H各． As. >b, Se 「ぶ):•'（村度化'J)\祖切ら八ながつtぶ、加，＆，応、ん、ぶ
“ふ，森土約．＂ rf '!."l a',ぅ渇，刃ぅ前 1涌狂添加し「＜祗‘年·し＼っ‘•4~ もあぃ 1面とネ(_ fく。
鴫"l の砂疇知付II E 下の表 I：ネ L 因：：：木（土邸I"- ぶうii名知·、あ a p\'ヽ，吸度加 I

輝{I)の砂祖界 で（芯見訊咆，届 (OI-/-)`= 匂＇t) v 和虚糾がら 2夕げ、の是量
22 0.17 0.7 0.4 ND 32 0.05 0.006 0.07 0.003 0.02 0.01 0.05 が呵脅もであった。利担l の二

To-2 18 0,26 1.0 0,2 NL 58 0,02 0,002 0,08 0,0田 0,03 0.01 0,06_ 

To-3 19 0.49 0.6 0.3 ND 27 0.07 0.005 00060.003 0.01 0.02 0.o1 がら微崖り知嘱I&} 友↓＇)
ToーI 14 0,22 1.3 0.4 0,004 55 0,04 血 0,14 0,002 0,04 0,01 NI』

•ro-5 89 0.o2 0.6 0.5 0.002 一 0.07 — 0.06 — — 0.02 0.oI の紅象滋度'c I 呑＼｀＇ l同社及で
To-6 44 0,02 0,4 0,6 0,0C3 16 0,03 0,003 0,05 0,002 0,02 0.01 Nu 

To-7 43 0.14 0.2 0.2 Nli 39 hI Ni o.01 0.o“° ・ 02 0.17 0.06 , }‘`‘~l グク＂うンド・レベ Iしと推
ご： ：：ば忍：~:: : I!~ ~口5 ：心 0゚46 二：ご忍~: ~:~~ : 知かに（かし房、狡晶l て··
：：霊 7:: : ::~ ~:~゜二点悶：；点~~ ~:~~:゜二°口：゜；： ：：悶点~:。：T3.5 l註松凶非未q寿l..入廻羨t'’I｝そ
To-12 207 0.42 0.4 0.6 0.o04 73 0.().1 Nb o.“°·006 C.ol o.02 0.o3 の島知·親知れた．
To-13 24 0,45 0,6 0,7 0,005 i 0,02 Nli 0,06 0,002 0,03 O,OC-1 0.15 

To-14 34 o.a2 

To-15 38 0.73 

To-16 54 1.93 

To-17 5? l.72 

To-18 18 0,29 

To-19 40 1.47 

1,1 0,3 0,002 11 0 。 02 Nli o. 11 0.003 0,04 0,005 o.().I 

0,8 0,4 Nii 19 0,0) NI' ー 0,004 0,02 0,008 0.02 

0,7 0,3 0,0CI 20 0,02 0,006 0,05 0.005 0,02 0,007 0.02 

O. 7 l.l Nli 22 0,05 NL — 0.o“ ー 0,01 0,02 

1.7 0,5 0,002 169 0,10 Nli 0,15 0,005 o.().I 0,03 0,01 

1,1 0,8 0,001 94 0,03 NI> 0,005 0,05 o.oo., 0.02 

ながっウ‘すみこ， r：： I2 3̀̀ 3 ぶ l ゅ 3
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1N15 

允ェ試

京板大

JVテニウムの放射化介析

〇甲田姜生 河島達評

山本俊夫、
1 、ルデ＝ウムの放射化分析I士，音金属ゃいん石中のルテニウムについて 1子なわれた伊J

が少数あるだけて‘’，一般試祠手の分析倒はほとんど見当らない。演者 11よ/ 7 回本討論釦‘

，記幾薬品や酎k反などの言淋仕，三角プラスコ中で酸化削とともに加熱 L てルテニウム
を揮発させ）これを応）エチレンフィルムに固着させて原手炉で放射化し， ぬ I (Tl) 

検出器で‘定量する新方法を敦告したが，今回 1ま試料の前処理を加えるなど‘l て介祈試料の
適用貶囲£拡 1rると共 1：：） ：：れまでの試料フィルムを再照射して 井戸型の年(Li)検出
戯用、｀て定蚤をャリ1-'l I 函分析釦比較検討乏応た。

2 、試料の前処硝璃と＼て 1ま／醍I生ぅ容液中で酸化剤庄作用さ文ると況澱乏生じて Ru04

の発生を妨 It冴うな蕪橡薬品 1ま NaOH I：：：とかして CL ュ左通 L· て／V 〒::::..ウムを予め邁藻介
離 L 可 鉄共沈にとつてルテニウムを分離揃‘集する方法などを試みた。
試料フ；ルムの再照射 1屯前回の照射Iこよって mr-R.µを始めとする放射食もっ＼まと

んどがう朴失する 1 年以.l:...の期間左あき，同じく京大原｝炉気送管(J O1ね／ c記・ Sec) て｀‘
60 分間照射した。各ポリエチレンフ 4'レム試料 1ま井戸型の年 (L 1＇)半導体検‘出器t`,"泉
を液高分析 l, 41 7 KeV の'c‘ーク面積とえの武衰と測定した。別 1-::. この定量法と同じ策
件で｀ /Ob'/< U をトレーすとして用いて反応左行ない トレーナの舷年から定量値を補正＼た。

3. ポリエ千レンは不純物が少なく X のうえフィルムとして 1 試料1::. so -mg-程度 l

かJゞ要としなヽ‘t7Jて‘'担体かシの放射條ロサ讐が少なく 微量のJレデニウムの定量 I叫逍
恥ーあった。しか l ，応 I (T()検出器て 1な 4 '1 7 とS' I I keV のヒ° -Jの釘確か‘でき
ないの7..`', 3G ，なシひ｀ 1:S/ I keV の'c‘ークを生じる、J;-世の砧-Zn の定世を行って差sl
< J炉要があったが， Gパ L,') 検出器では西てークの分離が兒全なのて‘‘, ｛のような差 sl tJ) 

J戸＇要はなくなへた。また，釦 (L;) 検出器 1ま惑度が｀応 I(Tl) .I::リ 1 初 lまどすぐれている

ので｀）よリ微量のルテニウムまで定量することができた。
しか l' 本分析法fまルテニウムの分甑分和去であるため 1 定量ィ直乞得たもの 1：：ついて 1よ

応 I (T l) 検糾器の分所能が劣る美 1ま念者果 1-:: ＼まとんど影響左及ぽさず，両定量値は比骰的

よい一致を示した。

定量誌果を厩観すると，白金属元秦の薬品にルテ＝ウムが多いの 1ま子想通りであるが，
この外, Ga ノ I'l'I, ~希.t...奏負の一苛など 3 イ面の陽ィオンを作る元食の試棄にやヤ多量の）レ
テ＝ウムが校出された。一般 1-z pp b 程度の）レデ=-ウム庄含お叱のが多いか→，誤最のゑも度

ぶ二ると含量が下る傾向も見らがた．天然物て｀＇ 1士浅｀草のリの灰から知（L,＇）検出器で 2

田フ渡定量位を得たか‘ノ 1炉海藻灰ャ輝上は検出隅界を下回った。こが豆締果を知

ージ，，，表にまとめて示す．

文献 i) 和田，河島： R砂'o i'so to ャ es, 竺， 46 7 (1'174). 

こうたーよしを かわしまたつろう やまししとしを
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原涅ぶ号元素 イし 学 式 品賓（紐）
R l,(.含有量（pャ b)

G-e (U) NaI(Tl) 

3 Li Li NO3 1 1 く 5

4 Be 恥 SOチ •4 出〇 1 i -< 5 

5 B Na2 恥 07· /0 H20 特 1 く 5

I I Na Na.2 504 将 1 く 5

/2 Mg Mfso4.7 H2 0 特 2 く 5

20 Ca Ca C(_2.. 2 出 0 持 2 < 5— 

21 Sc Sc. (N03)3 11、 1 7。 S 2,000 S 3,000 

23 V V2 0 s- 特— < 1 

24 CY Cr 03 i 1 < 5 

25 Mn k M')¥,04 特 <i  < 5 

26 下e Fe(No3)3. 1 出 0 特 1 く 5

31 Ga G-;;,,(N0-3)3• ~H2.0 11、 1 7 7。 50 f 470 

37 Rb Rh2S04 1 1 7。 1 ＜こ 5

3 1 y yぇ 03 11、 17。 1 <S  

40 Zr lrO(N03)ュ• 2 出0 特 i く 5

42 Ho (N出）6Mo7 024 • 4 出0 i 1 7 . I 6 

4S Rh RK (No3) 3 > 11、 5 7。 11 ~ 220 

46 Pd Pd(N03).2. | 5 l I 6 o 

47 Ag Ag N03 特 3 く 5

4q I-n. In1(S04-)3 • 1 出〇 11、 17。 22 20 

56 Ba Bc.(N03).2 特 2 <:5 

5 7 La L 入 (NO3)3 、 6 出〇 保愈L 2 <S  

S'f f r 応(NO山• 6 出〇 i 6 5 

6 3 E u. E u. CL3·6Hュ 0 1 2 

65 Tb 丁 b(N03)3·6 比〇 1 3~ 37 

6 7 Ho Ho2 03 11、 17。 5 < 5 

6 1 T 汎 T飢2 03 1 1. 17。 60 

70 Yb 料(NOa)3·3 出0 1 I (, /4 

74 w 出 S i Wr20和· /4 HュO 特 -< I <s  

75 Re Re 11\ e 七入 l " 1. 1 1 匁 5 <lO 

77 Ir 応 IY C“ 1 2, Io~ 
7'fr Pt 比．ft Cl6 • 6 出 0 特 2so 2 7 5 

7 1 Au HAl,.(.C(4 • HCl 特 3 <S  

FO 唸 Hg(NOa)2ｷ H辺 特 ..,:::::: 3 ..z 30 

fl TL 丁L N03 保筵 I く 5

10 丁ん T h.(t./03)4• 4 出〇 I < 5~ 

q2 u uoぇ (NO.s).2 • 6 比〇 特 6 5 

浅草のり灰 船橋産 2 ..c::: s 
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1N16 水頷瑾細燐和お 1う遠和頑砒労彩

（市大源手火7) 0加駈式鬼麟粋

1 7山蜘疏叫..“”し力畔崎 I で最も簡鰍·灯汀、口氣1~ ー走生,
碑ィヒ鐸和訊 (H3C.fi.ぷ）に対すつ認知高ヽ、りィ．、よくf"”る）を恥 l -r乾
媒そせたも六‘‘、これt研紐膏疇謬：吋入して放射叱す b 。と：： ？噴訊
遺叫‘・叫知した水影—秤這赦し、.:7c'銹来、今利直遺度ぷ勇＜ tヽクりが；；
らず、今叩炉謹そ屯るおそれぷある。そこて"：：れt防止する一つつ方広として、キ
レート糾にtち水釦国知広t椋討 l た．

ぇ 直釦0”以棧壼 P的叩叩訊(I-I]/,0勿｝バ）をデシプ Iレヒ゜ペット 199
”4和n t、そりJ:..に、這キレート試慕'/サメァ Iレつー Iレ篠此碍 rノf知 L
履1 セたもりt，約て今レンカ 7゜セル（バ x39,..出) I1 材入し、rf u 尺 9 冗気給逗営
(P1iー 3 J些中柱ば、:l,3 If X /01311/匂，図）て..30今問疸射復、 197H〗の放出すが 0,07 ク
Mer r 縁ふ双成 (A“oo i rMダア）の名電ビーJ'オも今位を 3o eeGe(Li)検バ峯
if" /0~クチャゾ｝＿』汀矯今粁秦惰浚 l た。
狂、歪山によ b這9葎駄這拉l如溢皮に I i I料 l 、、/ tJ()゜ C ず 30が、りふ＇炒

紐翌復、口t氏l::.")水知約そ心x 保今町啄置噴l走した。

3 平｝生｝戯械切り輝9 揮紅9 叶l走11 放射叱1.れた 197H9’＝っ？、叩応
力 7゜セ Iレの肉発を逍l走れ： t,二よ＇）行われた。そ 9 銹采、(i) H'“ I. 9 みて•91130かっ
照射 I< i)数％ ~ ＆O ダ， 197H9 ら1いカブ也，りか秒った・カ (CI-/疋）,., H3 (sc//)1-
臼 I司程度 9 オ尋嗽/J\"ありこしぷわがつた。(ii) MH心§で森加するt、口気上 1= HP‘、fり
知八揮知令＜祐めらいケがった。(iii)和 9 畜様キレート糾を兎如 L '1c ~合、ク 7 "X 

'!2>', 1- tドロ" I リンのt）ヶ M ぁろ、、 n o て'H? k 祀位す? iうち午レート化令物

吠釦瞑り『炉＇ちく、今エチ…ゲチオカ Iレ／ぐミーノ該(J> PTC) 守すントゲ＇ン成
のようち硫告t令も‘キレ- I、考’I "巧骸があう::.しパわ 9ヽつ~. 位）水緑 9 禅散を完今 I2 打
止する 9,：必卑なネレーt剖の 9k.知対す'?t~ Iレ叱げ令レ -Iー肴1 1 二 r って臭なるが、 P P 

丁 C l :: ？いて lf 2ん以戸ぁ7;. (V)水知揖·徹：I)主原因這げかをによるも 9 遣
知． 7k鍍キレ— |4ヒ令物を／00 ·c て3玩瑳したもうを営必x 様グ町V知詞べたしこ 9 、
知如訊り乃｀ I,: 韓直めらい召のし1蜘,.. t矛キ知＂あ？た。 1 た、 H凸，ネ
をトー、ライアイ 2 函裂逗射 L たヒ::..ラ、水穀9 揖紋‘‘^#r判づれた::..'t.力‘うも、水録9 揖紋
迂：原図ヵば、銀ヒ合か玲桁＇ある＞ヒ内追綸口瓜う。
財、 LぅtG 来を表 1,、> f -t" Iク、手す．

カ‘と）かすズ、いわたしろう
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条 1 韓 4 T ソ化令物の中 4均放射化いが祝詠知瞑脊
(RecoverJ of Merc“げ゜n 石‘lter 術er 如 lon,‘e Merc“グ

Co叫pounds ik /i/et(,tron Actrサa tioれ”~. --

Co汎pounがS S。lvヽt I Irrao<;~ti•11.？りがotl(f,”、 9) Rれ•ver の Fik. ?叱u(Y.)

Hぇo I 3 o "'心 7f .3Hが1.2
H3(CH3COO)み

rl~(ScN)ュ

30 

30 

H辺 30 9 0. I 

MeOH 3 0 ? 6. r 

(ti山）2§ を添1JP l て Hび＇史理した邊，合 1すすベマ回吹葬が 100 y. R ケった．

表ん 々レー｝水頷化合物の中社｝放射化介杵及ぷ｀也処理沈い、環令杵，ヴわ'9”
繹9 回蒻 (Reco吻°fMercur/ hー Fi.Rter faferがn (MakMerc“グ
ComF°“必；nNe吐yo)\. AdiTation A喝Sis 臼 F1uoresceルi xraJA”a.(y5j 5 aftey 

Hat Actmtrm) 

Chelatin3 f呻士（GroしP) Recover ；ぃ応伍絋叫；が(3om;K) Rec6四r n Heしt Aヽ伍t、・ヘ（I屯J的
C叫Pferpル (1)‘ 44. 3 （かク0 (%) 
EDT A CI) I t-J • t I 9 ク・／
8-Hyd.roXJ1Ulnoline C 1) クえ• I 8 2 

Th;ol.{rea. c2) I 1 o o I,.  o o 

l)it紅on e. (2.) I 'l?•千 9 9 

Rub ian icac；ん（ 2) ? r. 3 / 0 0 

M ercaptobe11叫ia.zo fe (2) I o/ o/ ·ぇ I o o 

VVTt (3) Iｷ 1ー 0 I 1() O 

Xa>i:社。!an,'c ic川 (3) I I (I O.  I I O 0 

?ymiJ,.ne-t4;ocabanIcaci4(3) f t. r 1 7. 2 

Crroup(l)If N-C-0 のキ v ート差 1 井っtり 1 (2)I1 5= C-M 9 ヤレーI-甚臼｝つもり
(3) 11 t/ -C ~ S 又 lt o-Cク5 ，キレート甚t合っもり。

‘s.....s 

二冒□
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1N17 NB渥疇準麒中のヒ素，縞勘放卸虚浙

（国）曰本、ポ「センター） Oj液昭次
（曰疇認研麟） 今椅弦

疇）ジ麟疇：：l鴫してi敗量元素逗速で／旦っ積秦度l::.正碓さにすぐ｀丸た高瞑<l)
麟法が特に要求されている。ゑ由』も分祈芸は高廃渡であることと／極翁凌元素釦吋及と
する場合に試羨からの活采，いわゆる7·'プンJについて魚視し丹るなど火さな刹戻＆祐- 7 C: 

いる。これらの祝爽がら N立IOna£ 年～必 oj- Sta屈必d.. (N&S) の生1呪準決糾
0心屈厄しん盆ve,s, SRH -IS 7 I あよび Bovine Liver-, SだM -/5 7 7 ／こついて抜

射化分沐佑去＆恥i_ヒ索 7謹恥走薔遠行なった。放射Jb分祈の内、非破壊法は多くの元
素＆送速に分析する手段として）ぶ肩知であるがノ n緑スペクトルにおいて生成放和鉗環
租戸妨告這け易ぃなどいくつかの 1啜摸爽がある。わ池力d1.,は主として雑磁洟法による
走童ヵヽ困難で，環虎的に童卑な元素であるヒ素水銀註駈，照留分離匂打ぃなど患た。
なお、セレンについてもヒ素と同様に分敵さ成ることがわかフたのてJ可吟に走量した。

竺。4~0. 6 j 

咽 ，身寸 ~x/01切／cぷ•sec
| 20分

2 日；令勾
分葬 As, Hg祖休

| HNO3, H2SO4 

三三＿三クリシソ
窟、切

三a、HBr]3H②
As. Se I H2S 

一丁二po2 HS  

AS(Se)-me辺 1

/. 実痕方法
I-/ 試料およひ標牟拭料 Orch卓屡v蕊

闊湧気酪麟て90゜C, Z碍暉紅
たもの＆， iた Bovine Liver武料はその 4 i, 

屹～ 0． 6 グどはか!), 5況加¢、長さ、匂 40/flm
這英管 1こ封入し叫＃叫和した。なお， BovI,ne
ム、’veドについては利 1こ／ 05 °C における乾灼松重
とポ0. こ瓜磯邊祈繹l：：｝訂正し的紐署の
紘とした。採＇試料註 As203, Hjー, H2Seo3 ど
用い，おのおの王水，祈翠水 Iミ洛爺fした。如·
袖釈して 0.5 ゥ／⑰L の培璃g話り扱した。 ～ 0、／
m£ 立幻凩t·丸3仮仇¢り石英アンフッ砂封入し
た。

I r線双噂謬悛
『線スヘ°クトル成l走

/-2 中□撃応·ょ這疹叩9
一の,t,o リエチレン製照射各湯囀加，諒R~ 2礼
鱈 (8x IO'伍／cm疇ec) で 20 危あるいはプ

屈3 気送窄 (2 X /Q賢／ぷ•sec) て 60 分1可這射を行なった。対尿ぉ這Iょ勺s
（九、『）か） ／9% （仇，『）！冨） 唸e (,n.『)唸e 疇麟＆利用した。

I -3 碕和諏むt淳｀＇（す石英管幻叩封して試秤祖砂（ミオクしノ恒応jJ口
えたのらシ屁祓認口えてガロ熱令饒した．鉗虚 1 a. SJost泣nd 1) の慈届滋 e}打いた。今井攘
』丘釦各＆図疇す。虞訊料疇扉石英管& I釘知、とのゑかから 0, 0 2”£ とマイ
クロヒ°ペットて王嘘に（なかリ，オ釦戸加えたのちどれそ此を況岐分錐した。分維精骰した
訣料およ仄椋卒拭社虚紺能 e 3”x 3 ，，り Nal (TL), J Iこ la ¢Te(L」 40 c.c 校は番

は｀入と‘うしょ）じ•ぃi lばしつよし

128 



接統心00 0 今ャンネル茨高分析呑、邑用ぃ這促したのち I Alえ＃収学も雄i正レ、相砂
t線ヌヘ°ク)-Jレにおける扱肘廉、烙嘩芝坦毅して定重を后なった。 唸e Iむ約／5 月 I可至
過レてがら，，知贔算浪後炭姥した。

2. 実瑛結果
河一の詳料についてくリ返し分茄と行なの生結果さ表Iこ示§.
Orch~厄／んeaves (s  R H -I 5 7 1) 

試· 料 採取量伽9) 此産収希6) 放胡泊ウンi) 渕虹嘘） づ序二 NBS庫

Sa.mp le 1 1./-66.9 77  3513 士 96

} / X /03 

/ 6u . 9 

/'-I-. :}  

As II. LI-6 7. 3 9 5 3580 と 9/ 7. I IS. /5 /LJ.士 2

皿 Lt.66.6 76 3528 士 98 7, 0 15. 

s訟nda.r-d I. 0 X I 0 ーム 9 q 253:!:22 $"Xl0 3 

S幻mp/e. I Lt 6 6. 9 / 0 0 231 土 2g

} 2XIO3 
(J. CJ38 0. ]) 

/-J3 
Jl Lt. 6 7. 3 74 331./.士 36 o. tJ 5.5(). O. I.SS 

JI1 .t+ 6 6. 6 6 I 382ｱ40 (J.(J6J o. 士 O0/5 

stanc/arcl !. 0 X /0 -J/. 622ぢ27 2xl(} .J 
().I/ 

/00 

、 Sample .I 4-66.9 77 6 4.＃士／03 ..s-x 10,,, 

〇.(}ク 8 (}. 0＇/恥80 } 
Se II. ft.. 6 7.3 g5 93紅／26 9.63XIOム 0.036 0. (_ o. O 8) 

且 4 6 6. 6 76 629士／0l 5x/04 a.~ 4-7(). 

Sta、nda..rd /. 0 X /Q -lj. 9 9 2664士 78 Ix 10<1< 

/30VIne Liyer  (SR  M ー／5 77) 

訊· 約 採取童1匹） i碍収弘 赦幻喧晶 渓疇づ NBS A直
Sa..111ple 

ッ

1650 土 6! 0. ノ0o31. O.0J5米7. 1 6 0 o. 0 /00 } sx/0-3 
IL 6 0 0, 0 /00 187／士 64 0. 037 0.066 

s乙nda-rc/
ーム q7 Sl45切65 2x /0 3 (0 055) 

As 
/. 0 X /0 

Sa.mple. l' 6 O 8. I g 2 !.3 70 士 62 ｝へ Iが 0,030(}.053 

II.'’ 6 O o. 0 88  /626士 60 o. 030 <J.05ク

sunda.;-cl /.Ox/0_,, qg 血22均泣 2 XIO3 士Q0.005086 

Sample I 60 o.o 83 SO48均6!
} SXIOJ 

(J.(J055 0 0禾/0 
JI. 6 0 0. 0 76 73/3 士 49こ ooogo o.0/1/-

Hg Stan心r4.9 /. 0 X /0 —“ /00 和1775:!:/600 /)(/0 3 ().0/6 

Sample I' 6 o 8. I 78 762ぶ：釦 } / X {0{< 〇.008 J 0.01$ ±〇.002

江＇ 6 {)(). o 87  7548士仰J 0. 0082 0.0/5 

Standa..yd., I. 0 x/0 ̀“ ? 7 り／坪／士65? IX 10 3 士0.00.0/0ク2 

Sa.mp le I f;._ I 2. 9 62  I 235士S-7 } sxro"" o. 4-6 
I 1 329 

Se 立 4 I 4 I 73 /37は 66 I). S-I 
/. I 士0, I 

s 乙n4んr4 1. ox,o-* クq ふ玲／士／09 2x/0ム I. 3 

＊乾燥裁重 7.56 ％と楠｀正した飽 栄米 草も煉叔重／ /.0 劣り肛した雄

l) Bomt sd.0.s t raれd : An辺． Che叫廷， 81 午(/ 964) 
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1N18 原子炉,~逗ヤ任子による反跳楊手を利用した放身tit分析
一足At彗朽 C/H 心農
〇戸帽硯序釦這迂中村和也＊終
（」いは，ず、原研 和k濯及育）やf序蜆）

来点を主約I介'I. L 立含む誤料を原千炉氾＇t忍射する~ I ポ岱返中住手により水素窟、手 1よ
疇灯L ，給元素に対し勺杖氏応を起こさゼ丘足るエネ Iレやーを特つ。例炉丸夜釦k
煮を派千炉内士‘照射する乙主 ‘L し ~'3C (p1 ?'L)＇惰／尻応元｀手ぷ蜘 /0 分の楊吃手放ょ後
町達成さ九る。このような厄疇揮を利用しで府椴化合物の元棗介•がTが非ば壕約 Iこ吐
るqて‘＇はな｀l if、 Z 月知瓶討を行な? t：：゜

［皮験）
［武 糾J 吸祓の良A七水素拭叶も東京化成工業社知紫外吸炭スヘ゜ 7 I、 Iレ月高徐t農

”....を元のままjUll f:.. o 鱈 Iヽ゜テ 1 ィソ l紅七差 0, 1 0 I'絃丈 31. 8~/ i仔． r ． C りも
のを嘉咤誤絡し疇、した，終7k叩オ巧紅コ笑茎釦炉 l 疇秘した。
〔照 射］ 立大原凩厄 T R I GA-I 型炉I)飢疇 Iこある F 1.午虔釦L r1J12.J文月t. 3

飲月（口ぃ‘れの退＇ヤ性子東 Iよ 5,§ およf'7, 'L'f. JO I} れ／心／fl)-}-i'fj:_た Iな 9° !irｭ
照射した。夜杯甑粁I” 各 l 牛訊71'\.)高さ8' Cl(の本゜＇）エf V :I配｀ y，こ系り b cc 採') / 

ギャ"/ 1• をし遺射し／固尉り料ぷ猜今りポリエチ V ソ羹こ入叫t::毛左結谷一定鐸さ
にななにう品整 L 照射 L た。
（別 定］ 照射した夜件紺加むr、_,レピヘ゜ットて‘` [ cc t介取LI 1'レ：：：ニウ A 机ヤ

ヤ 7°心レに机 L I qe (Li)検出器上に固定し I F 7 イア 4 スもし〈 1む米這しながり視l
定する。 l鱈拭科(. Iヽ・ラ 7 4 国） 1本セロテー 7゜勺鯰径上のプヲスチックyャ---レ 1回
足した。比穀_11) 1:::..~/ ：： I ァルミ十ャプ゜-ft/レャの菰 AA Iぐう 7 I(ンの中に照紅拭科ーを菰し，よ
く混合仕，忍沿 l 1 釦炉よるシ‘｀エオメト I) -II)差をな勺吸11定4 {fフた。
放j濃測定器社ャンベ＇疇製知 [Li)篠謬（介節能： 1. o/ YKeV, 計数効郊：
I/, ¥%)メ叩祁殷 Mork.I r I o o, 't。。。チャン尤 Iレ笈嘉冷枡器と彦掠卸紅し

た。

［科泉なりが 1こ角察］
（杖釦 l司定〕 べ‘/ダ·、/, 1‘I オ 1 1 ツ，固勅 Iぐラ 7,{ ン的炭界、叶達、℃のみ介り成
“ヒ含菊 Iこつヽ）-z. 1£!/K e- V ピー 1 り和紅い渕定した乙二ろ，ヽ）ずれ屯寺 9成訊/ o Iか
の欧 Iかだ ITI か汎めら爪ず，共店ふ紅物旅、雅（ 28A L / 38 Cl I 惰Y" 1 ao B Y")の趣ふ灯創
生の寄年 1虚巨疋｀きた。 1K なりが‘l:. C / H, 0 かり成る印職臀''1 i- Io 介'(.. JI 0 ／かの乎咲｀
斯の2.成 Iかに研簡された。これ Ii I /b O (p I rJ-.)／刃V I 180 (f1 1l.）呼 Iえたが関わて
ヽ 1 るためち足 h れら。

（炭」区t中に生紋する 13N d'J rt放瑾幻心・痰界tt'Lの関係〕べ‘yゼ1/ I ツ↑ lコ
ヘキサ、／， n- ヘキサン，卜 Iレr:ソ I 0 ーキッ II) 礼ーオクタソ l.50 すクタソ ッり

ロヘキセソ｛ー連疇[it水f、吠科につ ll -C. 1 c\― I/ _l< -e V ビークの比放射能 (l }"、あた
りの＇う N の計玖辮）と 9k 釈炭青、の｝『玉tヒ (H /c) q関篠、忘 7° 0 、I'、した（図 1) 。

'l t.、ら ljんじ，セんすヽ）よ l 臼／なかをりかずや
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'2.0 

-r JS 

･ 百 ,ー20 

.̀R c .‘— ̀  
ャ·

ｷ8 ｧ o, IS 

‘ ̀ 
ゞ

$ 吝 IC) 王
ｧ 0,10 " 

『a ｧ 5 
令冬
• ̀  (J必―
e 

D 
0 / 2. 3 0 O.J- 1.0 1.0 

H /c 心i/o C /H 心-t;。
因 1 keI^-h'o礼 betwee れ平叶'c.- act/vitl€5 1図 L Kektio'II. b吋匹玩如心c/froc... / •J 5f~c/j-,'c 

幻人 H/c，九＾f,'o. 叫ivi十1'e.5 伍加 c/H 心tlo.

図 1 這りかなにう lこtt放紅tt'L H/c 比ヽlif)関｛い紐→はな）が，両危の間にはなん
り介ヽの関係,t.おり，い訊釘·h i‘HIc碍’I 定が可能なこ乙を示しtヽ）る。
次 l:..'}N が生hX-する反た樵扁げ危 l ながり 1月 1 の灯絞叩繹的月象幻試みた。
ば、ヤ 9)t手 lゞ＇）い）に爪た楊手の粒手東¢ pしp／叫L／利）ti I 

化：：：：孔／豆 H XNH x ¢礼 (1)
ここ 1‘, a--n,H ：中 I庄十又 7K 肴｀ " £訊臼，応；ォ4しの府、子飲，化；逗、ヤ，Iを手屎 I
沿；足侭。

｀r, 礼）叩鯰て互杖する '3 N 汀頃能か＂＇も
A,w ：：：佑 x りf xo--f,c X (9-e-At) (2) 

:.::で＾， 凡；＂q｝f、千紋，巧， c :反陶ぽ楊千ば戻系の反応枡面柑／入； " d)彬喉
“'t:、嵯炉閲．

l 1)' (2.)がり A,JN:::. 心付， xNバ芍，c メ吐， H X 仰 x¢7l (3) 

1~だt四丸：：：：升，（l-C勺。 さ'(., I ilJi/b陽千 1填叶中の良＂るや反応を庇→ー
方，冬表原千乙も街応，叫1Jミ‘籠、含する乙斤んり1/lるの --,;'I 13N を生）X すi哨牟,;J:-,

（町， c 知）／（町、c.- Nc t咋H 仰） ('t) ず 9功され；，，位． 7 C,（う）式，ま／

臼＝年丸 x `NH  X 咲H XNI/久 (J) ti伽 X ぢt! x り孔
'{, 1i:-り，心＂能 Iぷ，次; ·l:.う I~ いこれる。 A以＝必i/", X百万ゾ玉）（％w (6) 

図 1 中の皮條I~ I 四只適当，こ心遺りれた瑶論曲傑、て`l "l 値が‘::.り係上に 1 ま lぶ主ぶ＇
こ℃は上直の鯰麟が正し、）こいの哀jすり 1：：｀らもわれる。

L 分枡へのた9 月） 図 1 c:·,t炭屎 I i当りり ’3N の覺左 7° 1J、I 卜したが、未和吠炉,1
＂の宅登,r.みりA -,:';、ある，｛こべ＾武科 I J当りの '3 N の放的能の迂政を C/h ，項 L 7•·0 、‘/
トした。囲 1 1::.. 示すよう 1::. 各. it.広かなりり‘散を示す芥， Iげ‘｀直棉～L ，こ釈り，グ‘荷への応

目り可能 •I主左了、（て｀1 る，牌をり畏7;_ :I Iぐヲ 7,{ ソ；庄hi L た係昴、 5 ~/2. ")I<"'\.全の従囮ず
i e しfへいば誤め b れんかった。な酸素眉椴物 I::. 7 ヽ）で弓板討；行った。
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1Nl9 バンギグラ 7加速は這＼）るヽジ‘1レコニウム中の徹壷Iヽ 7;;;..9ケムの
栖中 I阻拉放射化麻fT
（必大工）石井大直

広溜匝夫
1.ジ 1レコニウム中の微壼Iヽ 7,:::... ウムの中社み放船口介前法として 11 、すて"k 、原狂諷
中柱 3 広、 1 函えャ，化キ弘， 2Sもrヤ杜ふ源珠l 日ずる方法九どがあり、こ11\.S の方広KIさ、
短月命の l'19“Hft承I If!すう方法と、ゑ斤今が叫併を矛直する方ll.~2 っがある。
紅 51さ、パンデグラフ加文孟か 5 の及ー D泣屯I足｝も、パラ 7 A ンで咲庄して得 5
“熱中杜うも利用して、桓肩命造成叔穏1巧併（叫r)'竹州叫（w.= /9.{)庇乞 r線エネ 1しや
ー： 0.11? MeV) k tむ lしコニウム全属ボ•とが｀ ~Iしガロイ中の敏量 Iヽ 1;:;,.. ウムの迅遷ノ
非球かね遠討した．叫応雌以直釦椅｀正す 3 ため、 I?f“印I耽｀半絹租
と府し、 r侃エネ Iぼ｀― n餐なが智c(t1l ,r) 釦況（蔽＝ l f5必c..) r綿エネ Iしギ｀ー：
0,l <i-2 1-teア） t疇棟裏として｀
日いた．末広て‘‘11 、/\ 7 ニウム
が、摂柑いに対して、大さな
放知渇友這 L 、者た、匝睛
＂射d)ため、ジ 1しコニりムヤ、
他の爽存冗系が、 1弓し人ビ放射
4旦れか）。

2. <I) 楚置 楓射＼t、 H悴 V必肝
2 町 V屈必如喝ず、《仇ヽ）｀
直スペ 7 卜 1しの測定 l'l-、 1和叶
径X2 イン千M-I (Ti.)井戸塑しンナ
レークーも、特続した日立 RAH
403 型 400 十ャ注 Iし汲高分杵悶てい、
行なった。寺た、知 D足Iヤ4王斗己

戎丈芍｝ために、佳悧した Ifラフィ
ンの屈とは、約 3 血である。
(2)捺作 雌濯岸として、一定
竜 n 釦03 粉牙心、貧料をラビット
ケース（ lぷtパ中 X 4.ぶ成111.)に入爪て｀
OO 1．のぷうにジ‘オメトり一式一定
k 府 3 とうにし、これを、照負れ司該
村℃した。この識村と、夙涎娃℃国，
して、熙射位置 K定）、 I lit廂＼照射
したのぢ｀再吠祭迭緒狂，直して、
瓜IC設）井和皇しンチし一fーに

0和田裕相小林啓一 J卜域鍵

--IJ'—----
15帆帆中
-土----

忍§
ジ‘Iしコニウム全属り揚

団1 ．ヲビットケースの祈面図

ジ 9しガロイの煽

S'.}.UYlO
-:l 

10, 
X /03 

5
 

. 46m条

0、 I42Hev

.. _,_............ 

゜
図 2.

l'lq 111¥Hf 

0、2. 17 MeV 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．血

50 
ch幻nnel

r 線スペ 7 l- 1 し

いしいだいど‘う・わだひろき•こ 11‘やし 1れ）いち・こ l衣）けん・かろせあきお

l 00 
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い。如謹1乱乙 3 灼とし｀ l ＂同計敬して、口復炉＼゜ 7 卜 1しt霞した。得 5 れた r
翡宍ぺ 7 卜 1し碩I t、 002. r:示した．こポ lよ、殴cふ 2`30“} と、ジ /l 打 1コイ椋孝試料
MB S 砂 360A 40(1k tうもので該・ Inmom叩直e- 7 と｀勺り
四 Me寸げ紺t"- 7 心恥、も炉ぞれ図2.0麟滋か乙した。この釦吃廉条
刷t.壼水麦A オン加逹曖豆訊元'‘、 1 -ゲ','/ I-竜戎が， 3包o_ｵ.A tあった。
93) 検晋線雌成 あ 5 かじめ、後ヒJヽ 7 ニウム l、 0~~1(J. 1/11<1 (Hfミ o、 ?9~ 9、 O'i.が

0、6T い以03 6、4-.0"':.( 這し）て、杞量綿 e麟

0、5十｀ ／ぶ｀江。ウ：ぇは口→：：：メ言
った．この、ジ‘IL コニ，｝ム金属 0~31、 7"''/ (Hf 

M t / / o~(J.'84/ il>t,)を、ジ IL ガロ4 棺準諏料りg
().3 t ぷ / MÒ 360 4、 00} に、却加し、祝知tし、ジ｀

IL ft:lイ中の微竜 Iヽ 7 ニウムの定竜日枝骨複
0,2 t 威 / を作成した。図 3. k.、僣 5 爪た柊喝線を、系

した． Al3 gル0、 360 ほ， この投暑殺t外神
して、定量 l た。茅た、この役晋稔乙｀原点、
這；直後に，平ff務拗させ、他~~,し力 1コ

o 5 Hf漆加壷 ＇゜｛ん包量凩検量線とした。なお、内討根尊の
釦．校量緩 守 忍偽 1さ、 2,30 心｝て｀｀、ジ IL111コイのみ細

K.すがして｀目一のものもくり返し化日した．
3. lil 3 遠壷釦吊 11 て、ジ lし 171コイ梗翠試料も定昼した。その妹寮乙、衷1..v.. 示し
た。哀 L遠晋徒屎比他の紅T玄 K tぅ絃果とt（羹 l てし）る。スカンジ‘ウム乞、
崎惹睾に 1和）うこと K より、その校曾糾本．中星和ま拗，照射肘151' ft..芹眸 Ii\の
狂心慇ぇれず、きた、汲高麟裳り知“んが＂りに令．彩埓五カし）．
紅灯り、口l蘭 (I 試料に、紅 I蘭）で、筒い、精広t <、 ~IL コニ＇） A金属
おt伏、ツ‘IL 炉コイ中の微邊 lヽ 7 ニウムを．非瓜痣冴浙す 3 こし爪、瓜辛た。

表1. 定量篠庚
ジ‘9し打 0 ぽ拿試料 出含量（？？m) 他虹じバ＂（秤!'-_)
ル B S“o. ｷ 36o 3 ね~土 0、6. 34. 31l.士.2.,0 * 
M B S 砂 360A. 112 士 l、 5 ／ユ〇し）士 4 共
J AE た I -Z-1 7/.2 土 l、 5 7/ b) 6 8a)“ 

共 T.E、 G澤 5 、 了．忍必胚必、ば巳、且、 235(/974)
経年 5 ． 介前化泊．盛、ク終 (/974)

a.)Aぬ五茄ん ん巫丑砂
b) 位ゃん V山和必郎が如ん平和たし v“ん

133 



1N20 高麟材料中頑滋量成分の放射疇柏（葛 5報）
奮換不足当量法によるオシジウム飼／二、心 Iレの定量

（覺雹公社茫城慮過研） 0 小林建:::..)工藤列直松俊易

且
麟らば高飩度光舜ガラズ縁誰、原料点の徴量紅頓勿の定量をまとして不足当量姻
化分防法によ）行なって来た尻今l回ばイシジウム飼，ニッケ）レの定量を量炭不足鰭
法 (Tep加nen尤 su.bstoぷ＆珈eirg) l),2)l冥 l) 、オ輯したのて＇祖艮告する。
歪換不足当量法の検討
二、＇）ケルジェわ謬｀キオカル）＼メートの水銀9ばる詈痰
65Niトレーサと湧石酸ナトリウムを含むpH q.2 の溶汲1こ羞剰のジェチルジ今オガル］＼

ミ、ソ酸ナトリウムを前え、岡虚化爽索て，｝鯰、有薇層をpH q, 2 0)ボウ縦綬衝落汲て曳象
二，、戸杓レジエ和レジ今オカルバメート四虚化炭素落夜を得る。この一定量を採取レ、矛足
当量の水録(I)落夜(pH q,2) を加え、応捩反応を行
なった。］月ー1 に、二，、Jゲルジェ今ルジ今オカルバ r-:s 100 

メートど水銀どIJ)不足当董詈梗の結果を示か。月 竺
1,）たニヽ，）ケル量 (2臼；知!0-6M) ど忍曲点に 怜
柑当すゐ水録(!) 0)量（＄叫；4.8;:(/0-~) から、二 俣幻
‘‘)ケルジェ今）レジ今オカルバメートと水鈍虚、 双
l :n`'反応すゐこどかわかる。
イシジウムシ‘‘チ、方ネートの水録 1こよる署換
4 言｀ウムシ＇今ゾネートと水銀の置護駆足当量 0.  s- '0. .2t［叫）

法についてば、すて｀に報告があリ＇），3)‘'-` こては、 図1 H,9 970A箪
紅れに従った。すなわち 194芯を含むインジウム溶ニッケルジ遜ルジ痢）がメートの不足靖噂（l1)／くよる『炭
汲）こ通石裟クト1)りムを加え、pH を 6~3 1こ調整する，過創のジチゾシ疇疇秦蕩夜
て｀、｛ンジウムを抽出したのち、、有機層をpH q.z(/) ノポ）グ縦緩街落夜ズ籠）返」以む争レ、過
剰のジ今、心を紺去する。｛尋られた心ジウム詞ゾネート四虚化炭充落夜(/) -定量を扱
取レ、-pH ワの米録(JI)塔夜で交臭反応を行なった。米錢とインジウムと l3定賣的に量捩さ
れ、兄の反応芦 3:2 である。
飼ジ今ゾ＂ネートの1k鈍I( 』な看痰
叱u.を含む銅祖溝溶哀を過剰のジ今ゾ’':J四堤化炭素溶記‘湘虚レ、羞象］のジケ心を除

去した銅謬、J`’ネート町巖化炭素溶炭について、不足当量の氷銀(JI) (O.IN臼50直l、生惑
欧ふる交換反応を行なった。回ー2 に翁果を柔す。飼ジ今‘J`'文ート (267)'9-; 4.2!</0事）
ば、水録（I) （名 8戒； 4./')(10―%)と I: I{!) 反応比て＇＇交換されてりることがわかる。
畜純度配仮グネシウム守叩ンジウム，金）月 1 ::::..、ゾケルの定量
高純度酸化マク’'、ネシウムをイシジウム絨／ニッ炉レの椋準紺拉とも K 、尋，う炉J麟
て 20 今問照附した，照射誨蒻—定量（約 0．努｝）を精稗俊、インジウム (26ojiJ-)、

こばやしげんじ｀・〈どうきよし・し）ずまっとしを
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笥→），ニッ加レ(300P.9) OJ担体を加え、希 ..--. /00 

麟I：溶解する。 5酋石酸ナトリウムを加え、アシ 芭
モニア紅‘'pH をに2 に就整し，過別のジ今ゾ,,ン 裕
嗅疇素醤炭て油戯する。 辺
撃 瞑幻
有機層ば、 0./N-H度 0./M-KCN を含むpH2.7
疇い疇応H q.2 諷街溶浚て、紅］のジ今ゾ
シを除さ鉗ジナゾネート四塩化炭素溶度を得る。 O s -/0 [mg) 
O.IN-H2S_Q4, 縞畏（1[） 340砂、を加え、 3 分f麟）~-2 哨叫知
とうし、J虚麟疇疇定する。 銅ジ初‘ネートの核蜻(J)Jk麟）による詈換
イシジウム、::::.ッケIレ捗錢P
鎮j(J)シ‘'チ心疇嗅寮て、、オ比した残リの水
糾、アシこニア水を加え、pH を 8.3 とした後、過剰嘉1 高純度裟ぼク和シウム中の
鯰今ゾ‘'ン噸疇素溶疲て‘‘イシジウムと二、ゾケルを抽 ィンジウム蛾戸ッ伽レの定量継、
出する。得られた靡微層 )(O./N-H2S04 を初え、イシジ
ウムとニッ加レを水相にふリもどす。 7虚 l譴石酸ナト
リウムを加え、アン毛ニア水ズpH をgどレ、矛足当量
のジ今、）｀‘ン1Jl7虚化炭夷落炭て｀、インジウムぶ完全に抽出さ
れ麟て｀、、オ鈷をくリ返す。
射歳層（イシジり噸詞） 1な、？屈慮衝溶炭お‘よ

び｀ 2 ％ KCNJ 4災 N砂 03を含むpH 8 (J)緩街落炭て洸浄
したのら、ク澤(:n:)落夜（ 170殷1 ,PH 8 ）て没涙汲応を行な
う。
嬬（ニッケ閾蒻祁）につし1 て lo\、ふたたび｀シ吟ヅ‘―

言式粁

In 

Cu-1 

C仏ー 2

Nt1 

Ni-2 

濃笈(ppm)

0.004-

I. 3 

1.2 

2.6 

2.3 

シ追疇麦での虹、 O./N-H250バ‘の逆紐を行な素綾、二，9Jケルを羞蒻ジエチ Iレ
ジナオカルバミシ酸ナトリウムで｀四虚疇遠 l埠出する，荷将浮を初q,2@ ノボウ巌穏記
恥‘却猿、有機層を璃(JI) 8た／70,( pH9.2) て＇如紐澁麟。
＂訊約1くつりても、同様の不足彦量痰を竹ない」われた放射能値の比力I うな兄｀｀
“尤素の濃虔を算武した。
恙11こ緞化マグネシウム中 (})1 ンジウム，魯］ノニッケ lレの定量総果をゑす。インジウ
ム膚見ニッ加レなれ咋 4ppb, t.3pp況ノタ、窃疇儘を得た。応諏呼疇 lくつば鱈
羞、すて'‘)(/.4pp汎の値を得てお l) 、今日の系隷IJ、兄れ以くー荻した。

事
1) I.Obrusni k, A. Adamek 1 Ta Ian七凡且， 433 C 1C?68) 

2) T. Bmun, L.LadanJi, M.Mamtky, I. 0s,!ani, 3叉a.d i o a.na.l. Chem, 2., 26 3 (1q辟）
3) I.o加sn·,k, • To."'la riヤa ノ迫， S63 (I 句）
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1N21 蹄啜闊神琺膠量約＂塁批斜↑ （第6叛）
不麟量法による7ロムの定量

（疇疇約 0鱈虹填9] 悶健.:::...
囮
歪性合放穿t鉗怯により， 7ロムと定量する）易合，訂線又ベ
渡で‘5じ乞定量す麟法応しはしば用いられる。しかし ‘ 

ルギーが320k町と印閲翔盆「こめ、マじ）、ソフスの澪：
琴豆麟。そこで，痕巷らは，不足苫量放射応分抑去に
を行かにクロムの不足当量法には／丁PA・ば（寧じテトフ
·NoAC トリ＿n.-オ 7ナ）レアミン）などのイオン公峠の詞嚢
疇にょ露加冗f、-lJ‘：，ー骰的に良く知られば果であ
・ヤオ刀）切くミ虞叶 l) ウム）直ぃrこ，キレート系の不足甘
し「こので｀，ここでWふこれにつし）て報告麟．

' 怜DD□C書麦：約1.1 CJ.の油DDC （市販将籾曲）とねこ卿
遭如，呪Qによ髯麟量成で定の「こ。
言）トレ勺麟：柁繋究．99 加の棺紺門重クロム蝦刀
ど麟，さらに， IO冗硫曾約2セリワムの6Ni嚢避溶双1
礼を行枯、つ「こ。その竣！妥留7Kで杭釈ン）J .O)T1，Q/:叫溶液
量
井戸型~I(Tl)梗土器ーシングルやネツ襄農計数殻置
2汀がスブロー恥ックアランド許哀穀置
G-e(L|)険土器40お伍ネ1llPHA
王
テロ必豆

星
擬麟紅訊， I
之， 2屈賦す

にポす。トレ呵溶炭の0.6叫国直で当量、点に達し，それ以、j麦l恥料朗平7口凶疇
量ぶ瑠加し a-t)，一定量のクロム叫鯰されていなことかわ瑾。かり）可一の．7ロム
溶敦での使）返レ批比にあいくt)'百兒往のあ焚諄ふ得られに。
不足刃量拙虚域i i知庄： 5.8刈『MのNaDDしを用いて，不足王鱈止のp叶伽犀
について梗甘レに。和の結果を図2に応す。国より，オ組の一定rhr腎訪歳しこ，
う．う全 PH~ 6.3 を得fこ。
共寄戸の約果：描虹の漫度のNaDDC と受用して， 1 ロム梱均、およほす夭危·素の
影響v：ついて梗討しに。 97 ロム I m了 vこ， 2知の朗，ニッ冗V) コ凡レト，亜鯰 41西

しげ］っししお くとうきよし こばやしげんじ
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、の白金（砂00 {lg)と加えて樹寸し「こ。その結果，油DDC を加む、ーとこら，銅，ニッ
ゲルの訪言，が砂れにしがし，こ 糾｀
応科細1J, Kぶをマスキング脊］
としてn[1をることにより隙去（さに。芦
不足告量謁批斜崖ょ知灰惰肋＄
麟ウム中(J)7 ロムの史重 ツ
虹の液勘括果｝ 7ロムヵ巧足白塩 1
量磯DDC拍加：：より定量可茫叩ほ
と這心され「くので｀／光釦‘｀ラス紙柊
維の原料として用いられてい夕)癸酸汀 i 
）レシウム）アのグロムの定虹応用しに 。
照枷，J RR- 3 （熱団路束，
か 10'恥兄歪1/sec) で刃0即可行炉 図 1
に加紐璃祖噂，クロム祖 ]0 

叩卓誓諏岬鱈。晏留水と＾
加え，静かvこ加嬰レて硫酸加レシウム 透
直釘薯解しfヽ一度 10富誠切ウ祉
ムの6N硫酸煮疲D.-5叫．を加え，ガロ叶
熱してクロムとら1西ド酸化する。酢酸母
疇rトリウ頌麟釦な、後梯
マンジア叙‘pH5.6 に詞整する。 5.8 。
x 炉 Mの泣DDC~ガロ之rこのら， 5 
叫のMl BKり此， 2分紺：する。
履相を出5.6楼衡液で痣ぅ争し r、7) ら，
蚊精滋l定に快訪。
得られ贋課色表 l にホす。年刃砥

ば， 0．22IO.ol pp肌であり，肖規柱
堤慮知得（いる。
塁
葦クロムロ，水相中で‘吃定「沐わ
物幻恥，麟犀IJ一般i譴訪‘
y灼筐｀初）。しT泣‘ヽ｀っちクロムの不亙竺サ乞認考えると， 6 廂ク）コムガ、‘}、小象iこ rぬ。
TNOA, 丁 PA比 □ロメイ｝イオン（ら0下）とイオン公合ボの反応と行甘うダ、｀，
詞イオン疇平灼吋ぃ。 NaDDCiふクロメイトイオン(GO!―)と足量的に3
価Jロムに湿え］玄）．置え、叱r：弧句 Iフムは， 7K和すb釘に残りの池DPC とi喝量論
的に和応‘するU のと危えられる。

2 3 
クロム トしーす（叫）

向現性の梗討

4
 

5
 

6
 PH 

回2 抽ff)引欲例注

7
 

羞
1-1 0．公bb <JI (.)．幻叫岡 o.o巧喝 U.4L pp爪
1-2 ク I1| ~ 0.0 図', 10.20 ,, 

2-210.159,,,,, lo.o45 (, I0.2 3 ク

象駿叙
1) N.K.B四仔叫翌加杵J A尋乞．鱗， 5／ (/970) 69 
2) w.z~伍，J．乙如叫．凶． /0 (1'172) I 87 
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2NOI JMTR 患身す天然ヴラン中に生成した知ら
尽が‘E心の 1弓1立元素組成

（守、大原珂）西明人艤貯、一即今両信嗣
森羞丈 0虎日真一郎羞又直人

1) 締言：賑1-:, J MTR照射天冬ウラン中にJ中性子多段唆収によって生放した超ウラニ
彗つうラ, Pv這 1司位札逗灰世た測定L, こ札ら，の生成比がら中性令スペクト lレを推定
`) 今国 1j_ I司 L‘· 競斗から A，らを化．将分差し 1 o/．碕魏良lこい） Am i司位年CI司4立体、
の生成比を定めた。一方屯から外超 7°）しl-.::;.ウム元集"> B必Qd Ut'~'：：従ーって，中 1出戌
股'C.(3脱壕コ繍旦t算 l てこれら）司位年の生戌量を求＇め，実験縫と比捩 L た。
また，核麟生戌物のうち稀土類元来 7 ラクショ::...17) r線を浪史L＼ー‘礼らのが支種の生戎比：·

を求め｝こ礼 1-: ついても計算による生紋比り七軟~して，，先1：：：抵史 L た市性令スヘ°ク1-）し力＼―
丹吾であるか；様史を佑わた。

2) 突験： A潤ら科土疑を含むフラクションについて l Dowex50x2 を用い 20長エタ）ー／し-Hct
で落薙 L てランタノイド‘とアクチ）イドを分薙J ；欠 l：："Dowe.x切x8 を用いて， d-オぎシイゾ峰鹸

でん“紅封互分離した．
心フラクション成巖測史より→：：：対しな丘ら豆消麟ミュ勺九たから麟した呵ら

の比を定め，丑知9ぶ傘A凡の危在比を照射終3 吟 1:迩算して求めた，
C'l>l 7 ラクショ巧碍測史からえを 1：：対 l~ダ：ぃお在比を求めた。 1) 

既に試糾溶解界没っ以スヘクトiレがら,23/lu に対する公知勺云，の生戎比が‘A尋ら札ているので‘
こ札を樽、和 L て年公11\迅入帆土“c入の透U に対する生成比を偽·た。（図 1)
啜，j虚硼脆し瑾立類フラクこョンについて『線裂史を行TJ v ヽ慮C:e,I夕乞，＇宅u／宕
を認め，検出器羹乎ヒ『線り分岐比を忍返L て武料tO)存在世を定め瓦占た 1知ん
について 13 ，翌射拭料と単に浴倍 L ~ diみ辺、応—坪のバ訊足を灼 rょうことによ＇），
U に対する生紋昼をおいした。従って試料 U に対して 1も宅u IS且＇姑Eu の生戌比ヵ＼文定め
ら札た。 し表1)

表 1 稀土類元手、生底ぬ
,i.zEu 函Eu I咤u I“Ce 

実験結呆 1.6 3.5 1.6 1.0 
(Natural u =1) X 10 ,-6 -6 xlO -6 ヽ X 10 -4 XlO 

計算倖呆 0.001 0.5牛 1.0 1.0 
(Natural u = 1) XlO —ヽ XIO -6 X IO -:-6 xlO • 

差 1 、 6 6 3.1 ーし 0.6 -6 \ X 10- XJO XIO 
巳紐、印燐17f'P" 1. 6 2.8 0.5 6 - ¥  がら 4訊‘ XlO -b X IO -6 XIO— 

{:: L "t'.'.:もた／ ふじわら いちるう ，いまにしのぷっく'‘

もリヤ志 ひろた 11' とらた しんいちろう 、ふ L- なみ なおと
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3) 考京： B叫ャ団しコ炎った計算と1認なうために 1 .1
輝うスペクト lしヤ温度た知っている必要がある．

L 八：：：れらは全く不明であるため 23,u ~燃逹量を再現

するように中ヅ鉛をパラメーターとして中thを推定して各超
ブ ILi--ニウム元桑＆か一次に述ベ・る稀土類元崇生茂の計算 l這
いた。 /'v,,.._ ,C'W\-.-醒恥生戎量の註算乞応心った結泉
輝蒜呆ヒー致する<7) I'd包知咄10 吐呼X/0‘況ォ巴
であみという昨年度の桔呆こ＃H雇認しや（図 1)
一方．核／浪1-:: よ碍遭祀だ津茨：： 93, 238u の

速直う核／か応影塔が悪視でき心いため， 2叱山(()'L，丞） 合

疇を経て生戎する滋化の退：も再現するよう 1こ速沖臣束 ら
組鯰l R。 中□6x)0:年という 4直lJ定の中北 も
知ピもに十性．ナスペクト Iしヒして不合理でばないq
これ砂輝ぷスペクトルをもとに呼］ J.2予凡の核：分裂

紺面積：遠鱗料を用いて計算団 rd った．
出Ce...の生成 17 ついて 13 ，皮租1位と計算釦よいー致をみた。
同吋淮ふ良を l祠いて，戸疇体ヅ訊‘眈算を灼かた

が、言t埓低I;しげれも実測知り Ilヽさく，峙1-:.'芦‘瓦
につし l ては蒐しレ＼。 計簿に I~ りたデータJ浚庚巧禾屑3
さを忍應 L ても説明し難い 9 ：：の実迎1位と社簿心羞3
郎｝に含まれていた恥輝テ順廷直呆生し、たもの
以え、天然l司位忍絨の丘力＼‘'，約 1 7' PP叫含むれて \1 氏

口如ず，し‘g羞浪当する即疇心ゞ生A‘ して、実験俎
としく一致l た。（表 1)

参乃文杖

i)放身揺父阜甘除公議演予葎渫（ I 'I'c 4-) 
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2N02 

［緒言］

煽駿ーヨウ化衣果駿混合溶畝中のウうy(l)賦イオシ交換判杓

（屎研） 0 臼田匿和市）1|進一柚沢弘一因F 齊

従来，我叫．使用輝畔砂砂謬定曼約（浚離する方法ヒして、庫絲イオン
如更によリ、牛MJ1b酸て｀ Pu ヒ Npと共に若痒L に後、 0、 1 M 垢酸て"Ufi.落華狂オ去＆
用いてき（：：：。この方去では Pu ほ描降中の道！元弗囲気 5キ1月して Pu （皿）に過玩ごされつつ
綱1 れるのであるが．それぐも約 0、 1 ％程度がU7 うク三ョンに混入りる括果であフに。
Pu ＆よリ疇的に溶謡粒 l：：ばヨウィ［水素酸＆和I て和(m) ヒ L て溶縣するのが如
L し）＂そこて｀［ヨウ化水素駿讀も磨験浩殺におげるウウンの院イオン戻疾営敷詳祠：：
詢べ．これ＆七とにtramPu I Fu/N、p, U7濃 l二互分離りる差瑣梧方法；と蕊1し E 。
（吏、稜方法J
イオンな拒癖Iよ Bl ORAD Afr-MP 1 ct oo~2OOmesk ) ＆用いに。木て厖国立

には到輝＆屁径41tt"1如Jfイレッ 7 スか＇ウスカ 7t¥ I二嵩さ沢em にはるよう充填しE(
囀1 』)。柏処理と L て 5喝駿5』5速し、水洗いしに後コらに濃葛酸5』涜 LE,
U トレーサー旦して、 U氏ゎ扮未（勺OOmg)釦原研叫 INAC て＇照射し、 (r, n) 臨
で四7U 巨庄成せしの、二れこ娼鹸溶激として陸イオン戻疫涵と用い、ミらに VM碕藤溶
却紅0%TBP-ca涅珈知して料巖しヒ。 Uトレーサー bT6M虎誤惹液C～努
U/o、05叫） ヒ L て保侶 LE。放謝化学的在度g GeCL))険甜器＆即I た r巖スベクト
ロメトリーにむ）確わに。
この琺005mQことリカうムにヤーヨし日後洟駿ラ叫召‘走った。次（：：：釦浪度の
ョウィば魚酸＆含む應酸蝉＆ラ咸涜した。塩酸哀度ば令 b, 8, to M 1/J千段階とし、
これらの各々についてヨウイ（水急駿表知、 O, 0, I, 0, 6", f M とした。 (B危初昏して即
糠いらに3涯LE後、が情虞6叫豆1M 瘍緩6ml這絞して，これら各フう
りうョンに溶餘ゴれるウうンの轡I合8謁べ‘に。試丹はポリエチしン捧閃柁1:::- とリ，井角見
乞介レーションカウンクにより訂散して測定しにか‘`、特に少らい患I合のものにフいては、
頃スヘ°クトロメトりーでセの放籟拉性に匂びであ5二とも確祁した。
（結呆と考東］
表 1 i：：ヨウ化木柔酸を含む娼醸溶浪の最初のヲ叫（E.t.積）ふ‘よが 1 晩放昴後のう 4
（紅憚）に輝されるウウンの割釦冠。ョウィr水素酸の漠度が‘志くはるとウがは
ヵ沿リ可き）合で滋癖口れ，ヤの割合(J垢駿濃度か｀16い荏：大叶 o ：：：れ的喝釦二ば、JE.
甜危いて知犀伍輝6尋lこも租知郎｝合でウうンが奉した。4-M輝l：：：：あり l
該、口く VI) の Kd i固は十令大きいが、 U~(IV)の K4 蘊切9ヽコいので＇、ここに若滋ね
”ンは、樹罪中(::J,'いて I― l ：：：ふリ U(IV) に還元コれにものと忍えられる，，ョウイ［木尿
酸＆含よぬ場合（こは、 4M韓によってもウ允（謀磯できる程度しか瀬羞ゴれはい。し
かし．栂噺h うム 1=,ii溶姜による前久団巽．行わはいで＇ふ＇くと、 4- 6M逼峻の甥合には 1II色

う芍だ‘し 1T'かず•いちがわしんいら・うめ了‘わひろがず•おがしにひらし
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鵡後に 0、5-1 ％程度のUザ溶出 L た。これは樹脂中の還元胆娩庭｛苓るものと思われる。
ョウイじ灼討浚S 含む戯雌誘ぷ‘よびその後の4M諷のフ→クヲヨンIヨ浩痺叩れ(:Uゑ

U(IV),. 0,1M 認で告雖された部介8.UCVI) として栄めた，卸勤うA における訳Ill)
/U(Vl) 四麟中のヨウイ財急酸の脚恢として町に示引。直線叫頃倍からみるヒ、
U(IV)/ U(VI)比ばビの堪酸濃度でもヨウ化水素展濃度の 1、 5 業に比例している。
（介紐ぅ却の検討J
表 1 より． 0、 1 M ヨウ化水桑鍍が存在 L ても、 3 M駄の場殿潔良であれば匹庭え
還元コれても力うムに向3 れ、ここでは和のみふ落癖するこヒがでうがそのにI)'
雫ヨウ 1岱紐吋防的に遣元コれに U(IV)と D(Vl)に酪呪し£後，4- n磨壌で'Npと
繍レ晨後に U＆磨蔦蒻が、あるい雌に口ぷ硝襄て哺難し E俊 Npふ零簾りればゆ
ヒロが｀II履次条我灼 1：：：分｀陣で＇予る。
後者にフいて． 2~7M碩酸こ釦て吋にと：：り梯國澤庚サ｀釦君四港寧ユれる（、
炉咋％）か‘＇、同時にta i l in3 が｀｀ひとく砂、定量的窃細譴差でがた。
前為については、よず4M垢巌に 0、 1~Q5Mn硝酸釘泥入ゴセてみたが‘；石粒紐 L r1J場
合⇔ 7 尽く日畔この Npーフうり三ョンにtthてしか何ら効果h屯応た，そこで‘.
o,1M磁破我糾～l2H駆悛55免したヒニグ8'M以上であhばこの部分での四もれ
匹応 E が‘l、この徐釈‘4M塩捺ふ売りとやはリ U は溶釦れF-:.。とこウが、こ：：：で（
晩譴鯰と、次ド4M暉＆走L ても Uは力うAl吋野手ざれる：：：と/j.hか浪。鉛：ゎ
ち翻l合中での硝鹸 1：：：よる訳lv況涌訛反応5 か的ゆフ＜リ追(,, 1:::尽hlh.ゐ o :::.mg n ぅ
ム l：：略奢ユれにヨウ化水根諒硫陪庄粉物工2 のが併（脱色）状来＆柑辣芍ることで硝嶽ぶ
で弓 E 。しかし諒索度が"q M )J...tにはると、 b 松上部に気茫湛生じ＇るニヒザみリ，愕l：：
壌唸酷の場合,~番虹珈翫F能と l泣る。江輝の念合で．＂泣ほ（咤放唇りると、カ
科醗崚油が起旦｀＇、あとの叡l逗ほといと’'支庫年かた。
2Y-Nb g蓄簾りる Eかのテトう 7)臼 Pt訪鄭加菌棲への影響、 Npが裔疇lミ
疇b’•はいこヒ狂釦祖p 3 らに合取モニターヒ L ての銅の
耀h‘よびこの条件での喫際の斜粁の分葛せ検言神である。 図 -1

表 1 10 

揺芝 4M  6 8 10 

OM ヮ0、01 ぅ0/。竺0、024%ジaoo2% 文
0、 1 ラ ラジa／b? aジop咋 ン／
0,5 玄言雰二孟
1,0 ジジ竺 ジ゚

(
-
A
)
p
\
(
A
-
)

や

4MH~ 
心 C・

I J 
f 

O,f 

O.Of 
1 9 9 ,  

0、 1 0、2 0,5" 1,0 M 

(HI J 

ぷ“
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2N03 

(l1 し‘‘め 1-:: J 

J PP 尺一 l1吏用ぅ肴燃科や N~ー 1 ぅ 7 の、か筍

（原研） 0 命 lII 進一，謡ぅ尺弘一，）司千？い

原和わ役績燃料和 1J,核ケ陵ゅ知加 1印か I~, ウうンの中悦が鯰擁復反応 1: J 
って，勾くの赳ウラン元素が圧成する。従采戎々 1 J I 7゜ 1レト＝うり 1メリシウい》キュ
') ~ム各核種→生成量を須'I足し 1 それら澤競辛あるい 117゜ルト::.，，ム 4 戒量と，，，間潤

A禾t振lべて 2 た。しかし》ゎ•、‘／ニウムについて 1], 1 た液討してぃ r”‘ っ T-:. 。
え.,.、‘）ニウムを幻杓し，その庄戌量Tふらびに焙奴克季しの用嬌を顧へ、る＞しによリ，超ウう
ン元素の庄氏過程い＇） ＜わしく知る：：：I:.,,灯｀乏れ 1ず、原子灯吋＇距所哨）ある、ヽ訊燃‘
料和翌ti~‘、 1=“”:II む紅ぅるて｀あらう•このよう rj目的で‘，原和力試狼炉 5 p p 

R -1 火｝心‘~A -20燃料集令炸から紐之れT"'試料中 l-::I虹戒したえずヽ、I::::. ゥ炉店わ荻
筋碍加析放を校れし，圧疾量を剰足した。
打線t｀り輝足曼和知っいて述べみば 1こ 9 237N}・ル氏量り撚頬坪あるい 91 プ 1レトニ
炉ゆ成量い衝卿紅秀寮サ・
(N p有桁か校討J
対象しした燃料試料凡濃凋酸l<) Ii[取兄そニタしして奈JJIJ LT吋紐量り飼ししも 1翁
知れていみ．：：バかわ N戸靡釦炎未われわ1/Lの用ヽヽて乏たイオン交挟点鵠町
るし， Nr直莉値が菟 l (I工｀らっく蛉呆砂昨。そのため，一足覺が'Wpt払涙柘加えJ
肛蒻釈肛担試みるししも(<} 23幻戸 r放射能t追料、してケ維過程 I勺ら 1うる奔如し
らべ‘F ・
吻pの一定量を試料輝成(0、54)Iて加えかょうな RE D o x 処理をか 95.,T<。喬虹
桑莞飩国し，硫餓t加えて爵が差茫戟印 r~枚， 0、～ ‘n 痘蔽 I窃祷絣し， aoSM 歩緩叶‘
b さジ 1レ了ミンt 3 れ(9りえ， 9 睛朋泣塁げく。この済痰を I~ l んじ戟国すら 1 て｀羞釦七
) 1MH必· o. J/1 HN03 夕4 に浅絹し A オン戻換ガラいに加えた。穆庫11 ダイ々イオ ‘/S
A 弁Joo, /90- J 00 メヽ1 シチ I R cR.望， n ラム 1 イズ I1 3 がか栢メ／3知（夕J)のものt用いた．
綬ぃ 1, 1 l'1HJ-()、/MHN()3 ／ふi, ?MHr:1-()、 IMHN,{l3-o、 ()|MHFIへ4 J /2祁“”J
い胤沢和峨J I/.. H叫 I2 以', 4吃放星後之らに如1戚 /2J却頃、咋心とな
りめて彦難しi--._.この幻 MHcl 済綽液t蒸免戟lgし，直ら 1て 7、S-/tlfHNo, l以’にヒかし）
7tMHが()3 tぅ史 L T濯4 オン交秩9 ラム（'1--111.-111. ｢)(/(). 3 Ott\,)に表した o ついて，•7ふA閾
を 3bnf沈し Tくのち）ぅ農嘆酸¢仇じ穆瑯辺望 1-: かえ）これからfMH4-9/バHI て．f“を消紘
し，つ乏‘‘にクMH』 lん仇[t‘`Nr t苓栽it r-:.。 2 ら 1-=-, I :iゞ同じ‘過程しくりかえ l t, Pa t克
全に怜、い「こ。な h吻戸 1鯰奇1, "ヤ数12 JりJ 23勿戸良量 1°6 t:},計数 1 ：：よった・
和試料につ 2 り成立 1:: h こ Tふた蛉呆を叱較万み<c., I司釦棧叙ク益滋泉 1な役く一致可
籾‘,Nrの収和IPメ以1 であり，乏わめて 11｀らついていた• r 放射能ィ‘みうし ”初戸
切が祠＆わよびNr澤イ 1 ン交狭鵡1 遥釦~ I 飼り央にクJ-l1屈鼠ずJ, "之

‘‘らかわしんいら・うめ 3‘‘ わひらかず. 1o かしたひろし
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れtいf-::.。別 1：：｝吻f ‘2月 '-::;,.39Nftぅ茶90 L T-::b (/)し｝約紐呪／P のみのウの I：：ついて試
h 「こしころにちらぃ喘令て‘も噴べ｀て禾知柚祖 I場湯ュい「:::.
組を含む試印鳩令のみゆべ祁かが船ぼ、 1：：虹
し T：：：ことから，航TJで店在 1 みし，？詔店i隙恭糾峙Iこ
g秘‘研rが (TV)1虹 I♦ なくな-,てし 1 うものI:.思
われみ· ::.れt防ぐにし1, 逍当な還元脊l d)店た↑て‘‘
絲応紐がぱ応違えて，還紐＼J肴患糾
り狂、のそれぞしい祐冷l：：ついt吻を加え T＜吻Vf
少｝碑ヽヽてテストし Tく。捻泉t表 1 に示す． この
結果から，加存在が‘炉峨い状態ぃr 日：：：吃みえ
狂芽しなみこしが‘哨らか C。あかしかし，この効
知，t.ドりキシルアミンヽ和D t‘‘移止可るこしが
t‘‘2 る。

>IJ)、き、をび善した麻阻へよっ '(I 燃料試料からか肩U
足暑した 13hlp叫＇直 l'J.、.237Npt用い T項劇砕釈な莉
直し良l..一致した。（表1)

(3PDIZ-l 燃料が喩該量〕
紐集紐A -10吋 Iゞ‘パ燃料棒から採取した /0
りぷ料 I←ついて.23％戌成量t表'I史． l T-=-。企ウラン
原手数叫すが％和赦の比を，感注幸ならびに
砂 I：対 L て約灯敷ぅ‘‘う 7 1-::. 7"P ット 1し T＜．（団 l ， 2)
燃頑（校介製数／え月期ウラン尿子
数松） 1田苓賃的(-=11, lJい鯰
裂がし‘‘f11程度わ2 たかで‘2 9 る。す
なわち，紐伍子束に Iiゞ比1列する． ; 
づ）外 Iで，磁11期に 1直知れず， ] 4 

”}介“‘u （叫｀） 2”u みJひ‘、 2町/ (姿 3
ヘ心） ”’u~ そ如統リが食文の綿 9 
農伐；可る。 1噂f騎げ｀がてか 忠 1
炉心枷あたクしころか遭応 <
知試料しJ :f洋祁から採取之れ rて
紐りの間で11) Nr/UP屁屈切ri
佐1J`h られみ。一方f1,1/U 比 uvf/U
か西、1 /-て‘l1 ，ー和線し氾。
巧こし 11, Nfの知戒反応―"特性が
依のそれに似ていみ~ t t急味L て

ク

急
伯屈五・祁I 須 I 店 1 蠅 l 患、

「一

'---ｭ
} 

ヽ

ク切HNら 304<0よ く (),r く瓜<.().よ
Co,,,c. H必、""1ko、 r <P.ぐgar <0.5 

“MHJ必9必＞91 匁ol>91b9 ↑

お料允 積し別 糸音屎 Np d ps

Run• l JDM 2. 3 l 3 

Run-2 ID月 2·3 ヽ＄

伽.n..-3 2. 4 0 7 
知かム 2.'I-3 え

R叫-5 I DM 3.. 4l 0 ク

知n-6 1 I)月 3. ク.l. 2 

伽n-7 3. 111 

kun-8 3. 3 ヽ 6

り゜ヽ゜

芋
い0幻

[
―

屯。

表づし

ヽ
ら

5
N

S
1
O
)
X
 
C
T
\
f
。
[
§
℃
巨
A
N

I み 3 ク
和／ヮ必りC-I:o Xio-3 
固ー 2

ぃみ．

（文献）
叫和也）沖／81国放粋く料璃令手届集， Pり (/9 ？り年~ ~). 
).)庫も 3um』. H ）以‘J., 1.N必£. Sci. T.e.必,-of., 1' ク:1 7 (I 1 ね）．
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2N04 ln(H) -Z心DTA水落疲系における同位体交挟反応の
速度論的研究
（東京教育大月）池田長生 0島崎姜広

旦: CやTA (トランスー／ルジアミ）シクロヘキサン四滸蔽）はククくの金属と£ D TA よ

＇）も安定な錯体を形成する。金属ィオンとその EDTA錯体間の 1司位体交換反応が教'If<
報告ざれてりるのに対し TC沙 TA 鉗体の l司位体交換反応 lよまた‘‘研究 4月が少ない。本研究
吋“Zn をトレーサーとして． Zn(JI) -ZnC拉TA の 1司位体交袂反応を酸注およびアルガリ‘t生
の両令真成 1:--,II T研究し、ゼの反た機様について検討した。
蘊g 6$'Zn を用いて Znは） 1月 1 を標識し酸ぽア）し力＇）性積咬｀共にほぼ同一の操作に従っ
た。以下、操作の概略を言C す。
（酸性側） 濃度既矢l1 の Zn(lI)-ZnC1DTA 混合溶液（出tカリウムて＇、イオン強度 1.0 とし｀
酢酸扉緞ナトリウム様街溶如"PH を加整したもの）さ 20°C に保っ．：：れに‘妬（1[） 0) 

トしーサー条液を加えた目§間が‘一定峙l'81毎に一定看t採取 L 、反た 1序止；夜に柿える。
反応件止衣心ウ畷ホウ砂経街溶液(pH~8) とオキシンーアルコール；容放の一定が‘
5‘ なる。ここて＂亜鉛ィオンばオキシン塩'Lし豆た展知，｀和夜にぱク'nC# DTA だ‘ウが残ぷ
；朽夜の一定が取り、鉗知！！に移った “zn の放射貪U. 須淀した。成1定 ,1 井戸型シンがレー
ションカウンクーを用 II 、全放射能を張1定した。
（アルカ’J社制） 酸性恨9 と同様に濃度既知の Zn(.U:)- Zn叩TA滉合落疲（塩北ナトリりム
てP イオン強度 1.0 とし．水直委,ft.ナトリウムて"PH を謡整し．緩律令1 と L てク・＇）シ Y 0.01M を

加えたもの）を芯℃に1呆っ。 これに‘tz準）の水員貧ィt:tトリウム：案液立抑え、交梗反応色開
蛉 L た。反応1序止ぅ夜1；ホウ酸溶液(0.1~0.2M) とオキシンーアルコール；容液の一定が‘少
なる。窄且ヰf/)二酸化農索 Iこよる反応溶成のpH 変 4I:..とふセ＜＇‘ため、拭糾採取時以外,t-
反応 7 ラスコを封ロウした。また｀喫易評数回にわた ')rH E.援浪し、変ィ切な｝ ：：とを確籾r=-.

釦：この交袂反応系 l;f. Mcka3 の式に従う゜ log(1-F) == -~ R t 
2.30う a b 

ここて"Fl広交袂率、 Rlょ交換逍渡（ moM,.m(n). t，ょ峙閑（min). d, b It交＃紐学種ti)濃度
て｀、ある。交換反応は弱酸性令和戒pH§、 6 1'、水素ィオン濃度に 1 ✓欠 [Fig .1] 、錯依農度に 1
ふ＂ぁ＇）｀亜鈴イオン濃閲考関係心った。，＂1速度式 9a R 岐国c~/)TAJ加］て＂表祝る。
：バ繕 Iェ筆が‘が以前萩告した、 Co(Jf)- CoC, I)TA の 1司位体交梗鯰(pHJ.5心）遣息
と同じ＇て’'あった。交挟反応が‘亜鈴イオ四農度 1こ無関係て•あることについて、 MARG-El?UM f 
は叩TAに二つの金属が糸含合した活性枚令1本 1よ、 C沙TA O)シクロヘキサン項と正反対向き
にな.., r-::,ィミ）基のアセ届；トグ）レーフ゜による士体樟卑のため、あリ得な I.' と報告 l た。
り俊q-lENTWORTH 夕 1ょ Ce （皿） •CeC~DTA a, i司位体交袂反応において、金属イオンによ
る直祐攻般がキ性付近て＂存在することを報告した。しかし．本研碗て＇にわ阜史ぱ認，が｀
れな力‘った。ここてII 、 MAR絆RUM ダによる鉗体ゥ解雄：が律速段階て＇、あるとりぅ希及告に基っ＂

りば、史視9速度式‘b`5 水素イオン 1 分チが関与ヲる鉗体の解雄綴‘棒か｀‘考え 5‘ れ、

し） 1ナだながあ‘、 しまざさよしひ 5
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邸~DTA の酸絆維定数が S`、実験したpH令i域において錯知ほとんどが ZnY2-(YはCaDTPJ
の形て＂存在するので、次の反応機｀ォ鼻ヵ心考えぶれる。

zny2— +H+ 

HZn了―

HY3—+ 
H ZnY 

*-.2+ Zn 

HZnY 

HY3- + 

* -一 H ZnY 
~ *znY2- + 

ヽ

ヽ ヽ Zn 2+ (slow) 

(fast) 
H+ 

なあ｀．速度定数は 20 .C ,P= f.O ，徘酸イオ四農度 0.07M 1 こあ＇ 19 て“ぷx103 （％叫． mf n) て｀＇．
叩但の；紐｛ヒエネルギー 1 1- 10( l< clll/moし）て］i.,た。
次 1::, 、ア）し力‘J＋紐（pH12~13) で＇＇交梗速度は水酸ィオン濃度に 1.6 次(Fig2J．錯体濃度に 1
叩i鈴イオ四農度に燕関係て＂ぁ＇）、突知速度式'.•tR =た〔Z叫DTA][OH―]'.6 であった。水酸
イオン濃度の反応次数かゞ、二つの交梗反応ナロセスが＇平行 Lて存在する：：とが予想される。

_kl • 

—k2 • ご： + 

+ 

OH— 
20H— 

ヽ
ヽ~＇

ヽ
ヽ

ZnY(OH)3-

ZnY(OH)『

如穀イオンの認1立した鉗が解嘉紅律退段階とすれば｀｀交袂反応速度 13=それそ＇、水，，乎衡定
数を含んだ｀速度定数を知知とすることによ')、 R 可も (ZnY2-J(OW) +和 (ZnY2-J[O町 2
復わす：：：とが‘て＇、さる。紅知の値は、 zrｷc. _ｵ.. 1. o 、グ＇）シy o.OIM において、知0.0/55
（怜ol. min), 紅 0.373 （丸。lz. min) で’'あった。交授速度の実郡』とf9 i‘れた食、，約 9こ
よる計算値と 9まよく一致L た。イオン強度のシ釦01” 祓住便訂9以交袂釦姜乞 9威少させ．反対
にアルカ')t生恨1 て“9ょ噌‘゜させることが‘わかった。これ ,1 、 5合付頃合体を形成‘する両化序積
の電祈炉酸性創もょ異符号．ア）J,. 1/'J性偲Jて｀は 1司符号であ＇）、塩効果による影場と考え 5`
れる。また、緩復甜jどして加えてある裔潅貸イオンおよび‘グ')シンの』晨度の嗜’加／ょ共に交抜
速度の噌加 I；毎手し斎藤芯報告に甚奴錯体に締合l た直2位水＂影響が巧喝合も予
想される。

1.0 [znCyDTA] 1. 35xl0 —3 M 

[zn(II) J l. 32xl0 —3M 

u
3
0
t
+

5

 

゜

1.5 

.゚ ー

E
3
0
t
+

L

 

0.5 

[znCyDTA] 6. 5ox10-~ M 

[zn(II) J 5.07x10-4 M 

5.0 pH 6.0 -1.5 log[OHl 
-l.o 

(Fig.2) 

(1) D. W. MARGERUM and T. J. BYD.ALEK, Inorg. Chem. 2, 683 (1963) 

(2) P. GLENTWORTH et al. J. Inorg. Nucl. Chem. 30, 967 (1968) 

(3) K. SAITO and M. TSUCHIMOTO, J. Inorg. Nucl. Chem. 23, 71 (1961) 
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2N05 

絡言

府輝臼jJ起X i泉測足 Iこい微そ分析（5)

て卜 '1 ッ 7 スがパ虹」ぅ今祈
（東叱幻1. I 如以）゜米鉄名，襄令東冷，羞げ1言，石サ度屯，

森9 店，俵博之... 

粘手また 1文重 1 オン 9 街格によ， 1 ター午｀・ット斤、手') 119 故吃手が放広さiL 3 と，＼村，技 I こ

i：束た＇をルヘ外裟叉ぅ吃子が是胡t 3 つにイ手，てクーケ＂ット）§、手う特性 x i菜が硲出す 3, 二

9 特牲 X i泉硲生断ヽゎ社が久きつて’', X 線、 9 ズベ 7 卜 IL を絆祈す 3.::. とによっ 1 試＇料中り嗽

骨ぇ糸 9 分打が可徒で芍＇I, 咋~ It.ヽ、人下？袢果t符 E1)。 本浅 1文将牲 X l菜を嗅’l 定する疇
浅に穀べて利勃孜射虚 Iこよるベック 7‘＇うント" /Jぐ、）、さく，数呵う言式未↑が＇筍れ 1-;( 今村可育もて｀＇J

力‘つー＼召，汲＇］知｀’l" 介杵が可倫て｀＇試料tぅす｀＇峡炎 Iこてウントするた‘• Itて｀＇， 4也オ浅て｀＇少ギ

とされるよう存訊粁·ぅ祈迦涅が＇狩人t＂少キ存<.不氾m 混入ぉょが今木午た長，オ度丈う心

がな｀）。 今＼f) 11.':?ト ’I ックスぅ徴｛成介九索り今本f t検討した。

匁験
加速芯t. ¥.. 1 ，か東心丸｀峯 9 SMV,v研ん和喝を ITI 、 9 ，照射粒手とし 11本 3,55 疇渇

子t 1:f]、， rこ。 ピーム 9 大きさは直径 3 血1 \:.コ＇！ナートしてぎ、射した。執｀料t支える＋ェ
プ 9\’'- 1も真冬綸菜 1'’ バッ 7 7｀うンド｀ X 釦ぉぐ之る洛 Iこ 5 面1., a勺げ議1/ をした，，t用
、，だ。検武蕊t l て 1士 I mil.? Be ぅ憶、元立後 4m"' '?J O R.TEC製 Sj (Li)キ年1本検出冶‘°l 1¥1、，た
（下WHn ユ05eV at 6,4kev) 。 存ち測応裔 l ては通宜A! t N; t吸収体t l 1 1-lJ、）た。

て卜｀1 ックズ＊ ？微-f I錢介元煮？今祈t L 1 世it冷 l戻統て｀＇う屯度が＇＼司題ヒ存｀た赤血遥（

知た沌薬工業製—綬） t選ぃ＇‘そっ中に不純物ヒし 1 令れる楳そ成今え子、’牙寺 I~ 舟俗乙手，下e
這チ番ナっ迫， 9 ム 9 検洪 1 こも東をぢヽ， Tミ° ダー午｀＇ット心べ科 9 赤血溢も丹珀1<. 1ミtか

l I ·I0).< 11\り Mパ“ヤR上にマウントして作った。 汲’l ltヶぅ去ヒしては AQ ?吸咬イ本t間、 '1F2
9 kXi屎tおさ之，ガ‘祝i悶t bl知叉体と l 1 紐.i:. 'I も、＇ぇ素り X 係を切，1 お＇と'l 1 Cu ~検出

もお‘二庁，た。

終果
知7],ア’しこ啜吹1本をつ力‘って K ／和ぅ KX 線をち‘さえて免，，え手、を検泄古弓之とt試

4 た怜 l I日 1 ま A~ 覧（2o)Jm) ユ枝，矛 21幻 l太 Io 枝？とき 9 スペ '1 卜 IL 1."巧~ J。 次 l こq" 3 図

l太 N；符を吸収1本にして， Ni 9 吸収1本で｀市、・元表っ X 令菜を；；lT ＇ l わ｀ヒした湯令9 スヘ゜り I- /L で＇

I .:0ぅようにしてC«, Zr,'{ ぅ不純元素ヵI’＇足量できた。 Ni 9 啜収i、鳥 1 ま I図 Iミ、ボしたよう 1 ミ

店I Ke.V うと二うに;r; ~'二っするど，會七{~x 係 I文，送に，あ・さえ 5 ヤl l,  Cu X{泉

匠K が li:.き 'I 残炉l る。 Cu., Kべと N; 9 k X 煤喉収祐？エネJL キ｀＇一差 I本ぅoo eV て＇’,われが1

？液1 足 9 年”且口乙！士 ~;:,o !,釘て｀｀芍るニヒ，またら［；必0叫知ゲ“n4 ガ‘, Ni咬咬 1本を

9月、，る二とが名吝で＇的る.:.とがわかる。

＆如n双：

リ KISHII, S. Mo< lTA) H.TAWA 研）丁、 C, CHU, H. M]I 及 T. SHIOKAWA. M磁が少s如心辺以

ル払，必 l.l6 t 11 り'J) 15-"i/O 

L 中てつよ L. 力‘t` 1よるH... L あ‘がわた力‘?、別•、, L 、, Itそう. -:t,,た 1 古も・

だわゥ V ろ中ざ
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2N06 和国謀X印＄揺によ”叩輝（り
蒻橡困知微い蔚約逹碕柑

原➔,t謂窟ll1尽信／失録吉，海汀沿石井房立）紅ぶ
誌ェ哨博見 酌t穴籍酸面箭松沢穴租

終言

叫 x して V砂と缶叫ャ這 ll て，主y V て毘子 X '3 He t用 l△t：：：荷知頭足
燻顧によamm厖m. よぴ‘9 ーゲ’ットの袖製等こ主とレて校甘 v て芝↑こ．
本稽丘 C P XE o 野L·· ある俎揺料'L v てのq- T‘ 、ゾI,'t. V,:_ ·,;徴少tて今応｀｀芝

3 点t乙 5 カて，家兎／いず汁り濯:l "I)口紐，い：：：和籍の特旬茂直虹t
棟討す 3 T：：：め以下の釘兼こぁヽこなった。
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輝
雌器としては配t t.学6) 5MV の V心と令叫い国， no逢対ナヱ V て（戸． 5

MeV 渇五目りた。 希生す訊罪X 氏tこふ（ L~) 半纂休栓凪器 (FWHM ~oSeV 

o.i 6,4KeV) 灼il 席レ"ft, 0 

豆（重士 3.5k3厄隕器碕前遭 Ii，栽す 4 g時It\菌 1-:2 呼の知1 3 0鐸 Iこ
2呼パ6 遠射した。 1紅しt::.眼器は＇、令煉1,て莉片に切 l), (O µ加のマイラー•I\‘`
ッキゾ？椋遠、1 っ 1tてqーブ、7 ト't. V I ピ｀ームが当っt：：：ヱこつの元有今祈 E あ、ミなった

ねず汁 o 堤合 I~曲tよくす 1 つ r u / 1 ダーゲット当 1 1. q 2 片，iのシラ‘ハ；豆
て 4ド叩 n マイラー •I\`` 、y〒‘/ 1｀・様にマシ、ノI-してクーゲット:t. V栢王t広によって定董し「こ

m 
僧ら山↑こf．名巣のi 1~.: -~て祠・i. 1こ巾在遭屯のスヘ・クト）V t牙、した。 3 「：：家兎の
訊， m厖賢恥緯稽要戸甚i l：：：示 L に。 むず朴 o t易合の＂t ?凸 21涼
LTこ● ？凸 2 の中のサ繕 Iょ紐； Yb t ~＂す L r：：試料て··;; ~。 一詑恙 1;r G;().., Yb~ 
注射しな 1濯；対訂ぅ 3 ・ ？ぶ 2 カ‘砂が直 IC 知 00f虞註凡｛：：菓江 3 ：：：：と和”‘~. 

勾ぶ 1. T"ri,,.rJ.Jふ五む士。｛ →圧心 bt叫ぶ：．
TU-oJv(四／舛~) Li叫（呼／“｀.. ) kしム（凶／心）

p i 7 ．ム 2 i. 8 2.3. 44  

g 1 0. O 3 9. l ｛し． 4 8 

K l'I. O 3 ~. 2 1 5. 53 

Fe 0. & t {. 3 1. 0 

Cu. 0. 2 3 ｰ ｷ 2 7 ｰ ` l q 
Zw 0. I:, 3 2. 0 O.'1 7 

G{)./ O. 2 b 0. { 4- O. 3 7 

Yb 0. 0 3 ~ 0 0. 0 ク

？ふ 2 ぶ⇔ふー吋ヰ 4に心-4む一4 'M.—心

5•• がN.t一w呼り） Fe cu. Zw Se BY- .. &o Yb y Zv As 
(µ珀） （呵／9) (,-,.凶） 紐g/9) （ド凶） (~/~) （府／9) （ド凶） （ドi /1) (ｵj/1) 

A血 L＼心＋ ｣.4 ¥1.4l o.qq l~. i,9 1 1. q q o. 2$ 2.'2!:; 

AH62 Li叫— 3.0 17.3斗 0.'l7 II{-. 22 '1. gg 2.J8 i.q 3 

仙師 Li叫＋ 2.4 0 IS. to {. 2q 1 5.‘72 ｷ0.12 9. 73 0.87 o. ?.9 3.04 1.'12 

Al-lt2~ L迪Jy - (64 5 {. 55 2.n z b. 4-1 13. 15 2.'l l 1. 5 3 

AHヽ？ T'-""'o1i,+ f. 6 8 3. 竹 o. t2 13. 7.S 5. 8'1 0.32 2.31 1. 53 

A1-lt2 T匹山一 2響 1/, 12.'7｢ 0 、 32 5. l2 4. q f 1 、 S3 1 、 12

AHi?F T岬＋ 1 ．ク 2 l 午．'7/, 1. g g l5. 6斗 23. S8 O.sl 1. 5 5 ヽ． O'l 1.oq 

AH伽 T曲心— f. 4q 23. '7し o. <gg 芯． IZ q, 32 3.0& 3,47 

i) K.Iふ, S. M <>Yito,、 HT如正“ITC.c伍,H. Kot, o.,,,..ぶ「．qlu..eし四VI N叫． I点℃凡，仕4
逗与咋 (19rr .s)
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2N07 水酸鴎知ふる温泉水中のトリウム，ハフニウムの共洸

゜（青山厚院尺年）紐幹小杯伸二平尾鼠光

1 輝必鯰が艇這ぃ這直心ばか，放4噂分離放船化紅の
碍嘉彿など｀の手段としてきわめて普曲遺ヽヽられてさて、，ふ瘍泉水中遠世の第;B
族元索ぁなが卜？ウムの定量こ目的と L て，¥心幻和環稀のために水酸化鉄 I：：：よ‘該
如紅と..,たとこ 3, 試料によっては生成した銑虎鮫がた降速度がさわめて渥メ，かっ逢
心分離 I二よって集めた呪殷IC つ｀｀て..}:.言巳の目的とす 3 元素の哺集卒ぶ愛、いことが‘袈められ

この研宛ぜ1な，まず｀火綬4I:'..鉄 I::. : 3 ハフニウムおふひ｀卜りがの共双：和再挨!#L, つ
" •ぐ｀屹(1).括知忍色 L て畔）り咲畔jJぐ低下する原因 E つさとめ，常 I塙 I戌畔
い得るための条件這めた．

2. 紐知碑（劣）が成,i,放射麟雌叫f1 .23行h iそれぞ水麻1, トレ
ーサー法 1::. ふた＇81Hf l°3:酸化ハフ＝ゥ 4 名立政大母尿ナカ莉房灯TRl q-A 正型炉凜
柘 L て得た． 23咄 I3硝酸ウラニJレより分離，精製 L て用いた．
練釉庄，枷直(][)文含む 7叫り木（イオン如知，温泉水，口た 1サ疑該
がオン立合む,k) 、こトレーサー鯰2 加え，アンモニア）k 3 た 1な福応＇pH! 詞恥全
忠E tO 以 I.:::m．これ芝一定蒔闇，ぢ゜f‘かざまぜ＇たのち，りooo rpm て‘‘玲閑釦分
離国か心澄戌逍しゃ今離L, うだ殿さ lom£ mkて沿碍，再び遠ッと・分離れ．違
汲,i知這戌に合する．叫fの摯 I古，績直応認して 3 叫とし，J:.~登
み戒は 3、以ク取するがあか 1さ茎年濃絡して 3 ,,.,J, ~ L て N~I (T.J..)け、ヽ光体っさlf
組澤装晨C よりいれをい訂数卒を測定し、共沈葬と求める． 2.3午廿戸氾易会は，沈巖
上ぅ登分液ともそれそ｀れ鳴競成迂．浴成とし， イソブ゜ o ヒ゜ Iレエーテ ,v-c'湊紅油出除去して砂，
心唸r皿らさ射這 L ℃'-l"M 営っさり線訂数装登て・計数葬さ演l定し，知む年 1 灰‘める．

3. 綽果 a．イオン交禽Kl濠，ふ、よび
ハフニウムまたitトリウムが加えpH~ 調節
した場合注況和，pH 5`5 J.立，坦知
鉄ふ息度 13 吋／必J.x上て｀｀ハフニウム， 卜り
ウムとも 逸ゃが 1::.?5 名次J::.の復とな~.
この）紅豆の叙ィオン濃度0)影響と表 1 I::. 

示す．
b. イオン交痕＊中f 95ク以.r.")知砕

E得るための条件がたまったのて‘`9 ；品良水に

これ 2 応吊する食瞼こ行なった。う伍船K とし

惑 1 叙ィオン壌度滋樽（Q.)
条イ：イオン交戎水， H7、。ぷ 30分

邸II)環度1-lf吠畔正滋沈49
(x 10-33It) (7.ox10すし／0 （ 1.2Xl6'域）
1, 2880`  7 1  9.o 
2.56 g'l. 9 ぢ6.,
ヽ． 4o I q 3. o I i ~. 8 

12,. 8 I ~'7 .8 I 'l 4. 2. 
25、 6 I 't'7.1 I ~5. r 
ヽ4、 0 'L'7'---7 97, 

きむらかん。こ 1i‘や L しんじ｀・ひらおよしみつ
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m、秤鑽並泉大丸叩易おむ心易元かか愚ん£‘•西か遭知壌が高ヽ羞知＇ぁ
る。表 2 濠イカン；裏度 4彩塔瑾い＇た絡果の一卸こ町．
表 2 からわかるよう 1凡イオン交底K 和｀｀ 表 2 鉄ィズン濃危の影嗜 (b)

9滋知吠叩庫が‘得られる最ィ含q鉄イオ 条｛手：遥泉水，pH 7、 0, 25: 30 今ふり氏
鴻度 13 叫／£む1 位｀｀共；克争しか得られ
なヽヽ． またくり込 L 実験造是 13 吋／L て．．
紅卒 1こかなり，， Iぶらっきが認められた．.::.
ゥぶうな 1がっきはイオン交喚水の邊令,;;,,~
訳められなかたもつて｀，；だ殷生灰t1)条件，，，

わずか c7l"戌疇 I滋妙I'-"すること
E 示す．
c. そこて’'共荏 4 オシり影響g講仮．大

か丸，農い易とも／瞼1}生みよう,i.｀ん痰があ
3. 底り易 1二含まして、I~ 硫醸ァ，ゾミニゥ 4
｀隼痕底（:l. 6 't mH/t)”磁讃ァ ,v ミ＝ウ
遠皮lュつ ,1 て哭沈和珊べ｀たところ， l ， 29
X 10•3 f／んl1)鉄（ Ill) ィオ汲類て．, I 、., ::: 

加'1'7%,1-')が A ?8 冗り紐卒“得た．
鳳？ iレミ＝加共呑下-c＇`,3 ア Iレミニウムの
雌文化物吐灰I：より，むしう知沢李 n お＜
なる.::.ヒ 1さあってし他下す 3 ：：：と 1-tなヽヽ．

同様Fl て共朽イオンの影苓t喰次調べ‘,
メタケイ酸ィオンの社社て鳩嗜＾あることが｀
明らかとなった．表 3 ，：鹿今湯じ手壌友（・
Si o,Zｷ"'3.'12."'M /.e)の喝合につヽl ぃ遺
昂む示す．
急 4 1: Iさハフ吋ム0)場合にメ？ケィ嬢塩叢度乞度えて
紅恥受虹朗ヽ‘‘た純菓t示す．
これらの食験緑果より， 滋段水につ 19 てハ 7 =ゥlt, ト

'} rj,4吠雌g低下マせ 3 全要な尿因はメタケイ綬釦
砕と堆l た．iた.::.の.::.ヒに対す 5 対策として，会(II,
イオン祖倅の濃度さメ？ナイ硝ィオン濃度のy3 （モ 9い~)
虹にす 3.::. ピ I這り実際J:お遠のイ幻下 2 fれ｀イ各 3.
釈VB 桟の 4也0)元．県 I二つ、 1 て ,1 特 1:検討 1名行なって｀＇な

¥,¥ IJ勺it Iレコニウ 41：：つ II て温泉水直痔の受験式同様っ

知碑のfい，知噌量 1= ぶる共沈卒の回復が競、めら也
上丸の峠唸があて 1 .t l ~.::.と力9ゎヵヽった．

ft (III)濃庄 混9 喝+ Hf 大丸9 湯＋ Th
(Xlo-3J/.e) H和知埠 北ゥ知硝

1. 28 5.3 23. c, 
5'. 12 14．ヽ 43.o 
6.40 37,4 f/8.'t 

12.~ 6 0.g 3 0. 9 

6 牛． 0 9 1. 8 9 8. 2 

I 02.-.. '12.., q7, I 

表 3 メタケイ酸嗚店在下ずの芙沈卒
条侶 S対―=0.9989/L ，鉄釦叱ヒ

pH 7.o ヽれ5? 30 分ふりませ｀’

R(I11) 閉 Hf 0)共沈牟1/o 1 の共沈阜% (x103 

,. 28 I ヽ． s

6.4 O.!o 
12,8 0.3o I tr. I 

25.6 o.~ 。 6 8'.ヽ

38.'f 72.7 
4g_o ff8.o 

Sl.2 95.3 

ロ
ロ
言
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2N08 いが命麟種社痰龍則愛吠砂イ 1 ンが綬連危案饂去

（紅、エ） 0堀内一郎、石キ大道

l 岳着名

短角針紐種叶緬鰈パりイオン知紐灌疇訊種諷羞させてお‘.!,貌雌
峠糸'“""紅柿雌り滋係取炉0 となるような液＋生で様校種ど高速忍唇難する為法
は1 'G, C, Campbe II り I< よ，て餌塔されている竺そこで阻流退屯一定にしておま｝麟
液量な冷ir峙閉に相当すみも〇じして解析しよ l)枯原を得て \I る。澪産らは，放芽惰鵡楚
位覺釦固定し1 荒達屯かえて戟核種も連統燦雛ぐせた碕碍かKみi伐這9対な木｀ 1 シ紀む）
述牧 1~ 比例し， との傾ミより半滅｀が月索条りりれる C と屯計 ll t’｀した。斧涼t lす，叩I 悶装
量左用 ll る雌紅ら祀敗約 1這和介ラムクロマト幻 7.,ーと雌げる。ガ玖
心此紐した検生濯屯 Iし l吝 I GM筈の校鱗碑と忠めるた(j)I デ 7 ロソ紐筈（内佐
IJ. 3”加外後／¢，，，，/JI,) 8 ぅ口げ l遵忍 I たい涅用見可能ながt'5 GM管ヽ窓 I→鯰｀
町た。 l7jj]雌滋として I#, 23fU 1J、クイオソ突癒去によって分難した~(24、 1 丸如
ヽ/9叫）な用 I) I とバ紐紀閲（ 1 、 l 知，必：公3IMeV) の半荻莉鰈り大蘇維とに
／多虹した。逓弟が紐時間によ，乙半戚‘期也求める方法に比 L て I 1甜科這の統t誤差太‘

I 蒐しく低がり乙~,親検種からり分縫から測定まで太追速にはされること）索欺拍乍
瑾幻わるこしなじ沐＇｀を刃虚げる。

2 放射純測知的る校歩甲かし窓積の影用
“で 1本，冷却時間に浪速の逆数幻［例する木
をの比例定数か如遠．積泥との関係 lくついて吟放C.
察する。ク，落絋尉呈 K おり疇疇ち店える射
と親核種喉着帯にお冦岬釦幻虚濃度 It悶
e埓で廣衰する。加おお速，入 1さ壊変定店であ度
る。セ lし内で測定される単金時問あたりの計数値
Grl埠図 I 6)斜鱈の面積であり／こ礼釦紅孔
たものg e埓と応‘< c とか‘て｀‘1 る．ょ，t） 0艮 ‘Vd..。 .../'-Ve.,, V 

羞帯ヵ心也 1い、口まで‘II)相当する容積芝凶とす礼 咽着帯からのシ容去液量
ば，）炉式がなりたつ。 図 1

Cひふび—祭 —筵 亙—-=-- e (I ーとり豆:.,e- V' 
尼 几兄

上吋より明ら介なよう 1：：：／如し内での痕度疇訪大きぐ危誤差の原因となる介ら,¾
を I1 、｛こする認か‘、沿尋である、本流速にお＇（ l tは／この影響左焦裸しうる。
3 辺に関する術正
流遠芝亦えで行なうー連o溶離索験中に親校程咽着帯の拘を加讀財紅をな（ l程鹿にあ’こ

り 凶カミ・変化し，［悦奴[l豆いの誤差さ与える九、 しの栢正 l主次のよう K して行なっ-K.

低りう 5 U) 万うう・いしい戻ぃとう
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□逢祓 l：：：令げる測定左蓮当な間隔乏わ｀！）
c" 

｀行ない相当する全恋叩液量に対し、図乙 の 郎拗
のよう K1 [Jッ1--する，この、もをそれぞ炉l.., 対 ょーー？筋

：iイ｀［］］］旦言［こ口 V巧
与へ今臼青今ご 回 2 企シ疼虹夜量
とはる。序宍殿t·/が，ガラムイ斧炊の /00倍鯰液如点れた時に，約的頌虞値幻＇増加した
次‘上記這正 1こよりばらっさは約 1 尻に萩少て＂さた。
井宍醸
樗 Tオ刃濃麟（Dow玖 5oW げ 2(JO～如0 心ん）を ().9//JI胤内径灯 7 ロン管/<z~ 
箪刀め／貌雌五("- /0'和）乞(}.夕N紅酸醸紅疇させた。 IN 塩醸中Th, Pa, 
げ賛孜1バれぞ｀ル〉 103ノ立〇ほのも凶麟渥麟這疇藍し麟醗 1し
l＜む‘さ枚帥麟定鱈ばった。時間を横軸にムたク、ラ 7 K, もり積箪計数蘊□D 、,/
トし，とが恥い麟加：：おげる単位睛間あたり釘紆数値C1IE来転。溶筵夜圧速詞
ぐ 7 口 71ーダー Kより，お速左 4~32如iルの節瞑がえ／上卜上り疇這り逗 LK.。
5 経呆
鵡畔お Ile 得られ幻＇‘う 11れ図うのように「より Cv
“図杯示す通りで杭る。図41れ幼 1こ対して与Cグ 1が
彦仁ヽ7 1--したも厄、／高流蓬IJでよ I) 直能性を元しK。
麟麟のやや似進I屯釦成しだ娘救危の街脂外が夜
祖へ6)疇茄麟麟の時とI±"‘，速ゃかに進# tJ.(_ 

fわ釦紀い為ぇ鎮る6 表 I にセ Iし容積ガ、••累なる碕の
測定結果苫示した勾相奸誤差 3 ％で’灼菰他（ 1 、 ,rm) と
ぶ 1) 一致麟た。 積

長 1 箪
向 No， 協 尻 万ュ言十·

I 2 L/- りり I、／ュ叡
之／ 3 炉q /, /4t直
3 り、()J,2 • /,2o 

菰

心
----J 

1 分

図 3
Vtl／げ 漆出時間

102. 

1 

図 4

吋，
(I) 釦l{.,.Ca./>lpbell ノ F.Ne. Is匹J, 1加9r3, N{,(,cl. Che肌， 2 （ /9 ダ6) 233 

2.  3 

Va.IV-cm.in) 
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2N09 オキシy -5 ース）レノ丁ツ農応オン奴検樹i紅用し、に不足当魯
決詞冦鉛．カドミウムの史量

（群馬火・エ）赤麟犬・叱杓専 0中切要子·

演者りが 1 q 7牛麟年会、ざ叔告 L k,オキシン一占ース）レ木ン酸い全イオy女扱林I＜吸
着ミせ Kキしート桁脂（反杯： Chelati n3 咄l'l.t loaclecl— Yesi几）叫繹lJ ｀ス）レノ1ヽ 〉基
が険イオy交授a れでいるにd1).キし一げ'J灰による企嘉4 オyの吸着・丸可能ぶことてあ
った。このためキレー直す脂による疇．挙動しむオキシy抑太と同楳パ舷］とネし、譴紋
景企品ぇ素の送択彎桶還縮叩｀＇さ·たとんば＇双翫＜守り上記え素と放貯杖ぷ荷和黙
パ紅足t里lこ有効である．i kA灰キしート樹脂lくに較 l マ 劉登ぶ3わめで簡単であるし
ともに、キレート罰鰈 lコJる文役象蚤い這l這疇て'.g. 2の持痰t彗嘉ぇ素豆足
当曇イオン交換去に底記＇，.:i.荷 l lヽか阿去の間愁、と可粍にする. 12 て方遥l は受鉛お、J
び＇カドミウムど対象に使討しに。 ・
不足当晏イオン交換去の原理：梗半拭料中の I~ 町ふ＆凡乗の担休晏お、よびトレーり一の

灰環どを爪ぜ＇札HおよびAh し．か枡拭料中の目的尺索の骨古よひ＇トレーサーの灰肘爬
とそれそ＇れ爪お、よび A とする．同一．和和｀＇禾足当曇イオン交換させ K の 5 のキレート即5
の灰射能としマ 梗準試料ぉよび凶供．科牛についマ せれど＇’れ Arあ‘よび9 0. rぶ．得~りれK しす
れば．

訊＝ M/ (1 -A r/ “r) 
が蚊ムする。の 51這訳‘る人件ぴ、，検対 L に亜鉛｛くついマの文験結果l.;J'下記のとおりであっ
K 。

祖旺•M (JJ.3) 如畑函妙0
か町曇（添JJJ:I蚤：屈） よ0 /90 zoo 300 

文蚤植（））i） 46 バ ノヽ4 幻
キし一日樹応蜘登：ダ｀イヤイオ'/ SA井100 （改粒． 100~200 メッシュ） 1 9 也オキシ‘/

-5 ース）以木ン酸と含むJ濯泉麟成(pH土 7.5) に 3時1月撹拌浸：せ3 し K のら牙邊し但
ぅy衰の吸叉度む測定しマ樹脂/\t!)オい‘／一 5- ス）レ本ン酸の吸着状呪と校対し K結艮．
0.02 呵／J以下のキしート'『|は史．合に吸着されるこし入沈”‘? K ，冴こて＇、 以下の文験ヽざ
は o.ao2 moV.tのオキシン一じース）レ本ン酸束紅用いマキレー日樹篇ま訓整しI<-tr)). 
乾燥しに。

“p H ：ささに表告した瓜ゑぇ食の長迫pH tcl'.米銀（r.)- p H 心·ょ，銅(][)-p廿＞
3.0 ，亜鉛、（K)-pH > 3. 2, ヵドミウ人一pH >4，上であフにい心、受鉛の不足当骨イ
オン交換pH は 4.7 ヒレ pH 訊繁に l打詐醍ー酢跛グトりウ人綬衡末炎左．佼1丹 l kｷ 
(Fi 3 ・ 1)

不足冴萎、イオン交換：pH 4.7の外＆悶凍 100 肌l にキレート刷詣 100呵と加ん{<..外郎
来和：：：： l迂鉛の担体、および‘トレーサーとしマ咤そ几ぶ加んマある。 2 のう畏令芯炎とマ 7`、ネテ
ックスクーう一£ l:fl只、前定配咀撹拌、しマ、目町え圭と禾足冴曼ーオオン文戻ミせ Kのち

あかいわひてお・かわもとひろし・「ふかたのりこ
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樹疇和灰射能屯加）し型シンテしーショyカウンター (NaI (TI) ぷx ぷ］て｀預l戊 l tc. 
こ爪らり条応｀｀オ共ン‘/-tース）以本刀知叩繹かりの離脱I1起 bJふ応 K 。禾足券蚤
りパ虹狡麟只尉l 疇足砂心碍即、上の授拌て＂十知｀あっ臣叶＇、ミ
、ク人は 6 印印はよ）坪としに使舟~の滉合、はpH ．条件か研迫当な Kめし赤んりれる．
”的不足券蚤|オン灸検：以砂．和和｀亜鉛の斤足当量交役I芍モ鉛上00凡ねは、的思

る 2 k力わがフ K 。

亜応担体、（_)).~)
ノク0

之： 00

30() 

..,t.oo 
J-00 

ヽ oo

計釈植 (cou祐／切爪iル）
iJ-30 士｝0

以之〇士 9 ク

炒泣〇士／り

ノ 0470 士ノク0

ノか卜40 士ノか9

I I I /0 士ノクク

アClO I /200 士ノ砂

”゜／I/ ?O 士／00
2 疇泉より、受．鉛切禾尺券遵法による史骨が可爬である．ただレ．天忍‘水t対｀ましする

紐銅(I) あるいは奴（直）雌．学する Kめ．蚊量せ鉛の令·備濃舘t 2 い．妨字え食り探
灯る）も幸ぶあっr-.
ガドミウム（こついて（さ＇’smC且トレーサーとしマ校湖沖であるのマ｀＇．¥り綽果、ししもに

衷告する．

5
 

4
 

3
 

0

6

0

 

2
 

/ 
I--

Cd 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 pH 

Fig. 1 Adsorption of metal ions on resin-A 

1) 赤岩． ll1本．＼和．入関： 日、本疇杖学公第23平幻紅采呂巣．p. 324 C 1q?..J.) 
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2Nl0 雨水，崖和の放射麟抱濃危鐸

（放医研） 穏田 博o湯叫麒う扇揖ぇ

1. 絣言
紅紅蒐麟扉I｀心ぅ燻滋輯量を畔足いr：ぁ履基礎育料として麟片0)
氾訊詠和撃重rfってJ r~。加環F物のレ八．）レャ＼‘｛応応てい 3 規在攘虹
0,放射能滋測定し｀いか府紅D~ 「功 l二は大量a サン1リング｀尽び過当な濃俄が凡恥
な~. I q 7 認ゎ＼ら I q 7 5'年にかげて、知鵡（表 6 本）．栢井県（黒 B本）釘計象
地区として長詑町 l4 ゎ rこっ｛あっめ「こ屁K 、厖屯］放射柱核拷どか枡浬／定し，炉か杓濃
度鐸遺相認穏ず八｀＜輝E "の低レ八‘lレ汀厨紅揚3長期叩量揺信ゎ碍
についげ鯰「し、素千＾知見＄ rlr:.0 で｀戟宕ず 3 。
2. う広

爾水屈6雇噸島(J加ように行「5 1 「:.。図 1 l 手い仇将専装置譴物°屋J:_唸
か在「口疇約：祓置し、半耳びり I~向．雨紅這ふ炉ぶ「こ。ステンレズ、f,、ソ
トにほふりがじの低水 B （わ？ぶき，む°‘7 直配範可J..＼なら！: L 「こ。げ、フト中ー見＊
位3 渇和「晶紅雌詞謬いわげ麟詞疇紅るように応？ぃふ
紅終了使皐 I ぷ、Tニ卜下 I ：しつら廷 I O i 9 イオン文1輝可lシシャワーオ犬にし？
泊｀‘`牽試窮l冴i放即瑣種訊靭農癖 l ｀ば叶守(-:.(J)戸「差昇君恥炉J I ｀あ
沼 Z 灰{t'... l 泣炉頃料料睫一叶拭印し「こ。「.J-―只，イ T ンを挽癖樹噌を通遍し「沐 Iこつ

: I 
’• •一ー······.···--· l /;O C.'11'¥ ····•-— 月

I 
I I 
f一—- I O O c ” — ヽヽ l! 

丁→

ー： 贔『一面＊ ＋度
ど // J謬二芦声l っ＼＼製茅，
g 

• -—/—--
ィ屁知要垢時

図 1．雨水塵将篤蒙置

(6埜甚

如ふ）疇による碍玖＾冴呵）
池OH-HCQ.,牲北

括如夜

三均酌及 究穀
• • 
叱吟将 裟和立研Ce.鋼

蕊碩遠
ャ

｀屈似トリ

ぃ心3

図と 令祈スキム

か 3 ri‘ ひつし， ゆゎヽわ 3 ：ぇ／
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\\? （；謬鱈即こ e|: 3') (すとんと｀ a 汀ン(i翻\:~i着｝れて＼＼ iこセげ麟 r`
げ心訊：：i＆崖＼ r式 ll I こつい？几嘱清紅t l鬼 Iこょ屑＊石藷イ厄鰊届
廂澤汀ヽえ蜘丘輝lr復，々れ柏＇れ，~ ~ -.H虚 I N □如けt瀕粒し試
角輝珀年「＝。灰（直料（扉 CL;) 半箪履謬I`- J: 3 i叡心 l、 P メド）使．枝
塊麟訊け｀「二令苅疇扇とし F麟l岱，ら， I, 柚、シ心•み 1. 困 z( ：紅
称今研ス守ム耳 L 「:..
3• 葬汗、と輝窟 3 

紐輝l~ I q 72年qい I q 7 這 l 丹， I q 7 這之月-'\, I if 7 4年斗月 I q 
74 手 4 仔～ I q 7 汀耳 3 月 a 三期間中「＞り，印謬げ霞訪坦‘り茨鵡原
紐A 璃釘つい？おこ因紐「＝o
麟叩麟{J:"伐ノ悶芦疇唸b, (9?&I I4Ce て＇恥 Tこ。経和責§
表 1 l こ汀

犀鹿臼，屑水｝りも摩守 l方（屁直旬げし「ぷ， 7 Fe l叩以廓状
絡噴たi i t坦われ、露守 1こ［｀い「和 1 っ「二。主l丑Ce, 芦，叩，唸直＊
戸（5どんと＇応叫，知臼叫ず 3 こり叫平。ヌ．裏 B年と表 0 和＇』
心り囀疇疇了＇こt疇炉して、＼｝ぶ、今恥輝Iこかり，討＊塵
坪 O'”0, l4叫 l匂［ ？は福井 a }t,訊｀』砕耀硫射能｛~;~fことぷわ bl") 「':..
危和＇”公 /0 Jいて（籍e位）半‘｛噂謬I ｀しよ｝『競スペ 7 げメトリt賢 L で，
即H-H戊拍幻り譴外誰斡行ない，抽訊滋 Iこつい認げ絆スパ 7 I--b メド） ｧ 

缶［土｛瑾昂＇？ク釦洟井lこ叫 l！畔I：鯰l てい 3 心しく描出後サ P\r§ りぴ墨
噸珀靡＼て＼＼ 3 氾叫ぅ「こ。し「心？岱這舟遠してもこ吐疇釦
砂曾があ~.

尿 1 恥怠心扉疇い
（お鱈浪l 汎噴胡へ19隣3月）

”反 1 え届井： I 冒：靖希 I 亜海付

// t?() 

e,. I tJ,D. ／紐

唸b“ /J、 P. I 144 
立、、/V· D. I'/ q 

/{,/). I I破 I fJ、P.. I 47tJ 
N.2| I紐 N.D. I /J.P. 

N• P. l 17ｵ,p, N. P. N、 D.1. 43 こP□j)．q5 
Nb,、
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こQ史験て lq表期間にわ「：って
配＊危奇ふっの打「ふ，⑰ゥ卜
片で叶護rば濃恥が差苓q
厨込み紅＇ゎ＼祖糾尋戸加召
謬知も彩屑研うことか秀砂
い。文杖柘署F殉げ軒景
が（応 T; 1 <いふ今B で‘l1 ，茄苓
ゃ籾釦とも［こかげ［裁入す

贔？闘？門翌f認認：．



2Nll 液係シンナレーションカウン 9 ーによ 3 天然水中0,トロンの定麦

（考9立大還） 0成が夫、滋内伝子、臼奴口．活砕羨患令．
討ヒ條託維

[ (€1的J鉱泉 rヽ どド砕れ洋洪珈秒の卜 n ンt液僑シンケレージ a ンカウン 9 -
(LSC) を l和 uo 走量可1知ぷとつくち。
国直］ ぅドンにつしI 'Z Iす、卜 lしエン 1こで地去し Ls c. Iこで測走す 1 わ紅す心板

l) 
告して芝たが、二q渇令だhq （印釦紅あ 3 唸バ当紅柚女ゴれt答疇名。 ーのこと
”千のも(IJにっぃ'2.す炸り龍虐曲線直か 2 い＂飢辛乱1口り洪'~“”
::: ℃て｀｀みとめ 2 いセ。 l ti.がて虹暉（t`乏？む噸噸f瓜) b' 的姐して、が9
“tいしが‘めてこと令‘でさ”‘虹‘`、 ag1t主l,う 1 ::.とにm 。 対象とし？発砕
徒象としてみら K心て乞刺び曹畠tえらいて復籟tt応 Tいた。
卜りンの鬼I良 1:.つい"2. It. "xg半演凍恥如祖却"t" I., ＜・高丘”‘け曖線と

1-:.集めた II •あかいは IM象稔言和丘 KY戎·0-11,., ツェン瞼電暴心て®ぃ 1磁し
かいて（叶があtが．が磁糾咋四心I 2究ぬにくら＾い直場lこヤ如心がm.
［狂］ まず． T-"' i卜 1レエン IC~抽公す名と心叫和1 にしtがいれ a t主じ、＝

紐下(JJ珈集紅…心呻m即叩＂ 3“叩芯
e-Thc/ ム

ThX 上 T叫点 ThA 0.ぃ： Thc 忌~o212R ; Th0 ＜紐）
2勺Ra .:uoR1 216ら2,12凡ll.I2Bi aThCe-208Pb 

磁n 3.lO'Ill 

町ち．鉱象水 I R.. I::. ト 1レエン 20咸allえて直ちによく棉 I). I-Iレエン層tう,,楚Ffl Iヽ‘げ Iレ
に利し． PP6(4t/Q), po po p (o、 19/€) で 90 えt LS C ?"違II足す 1. 潟られた細鼠
曲線のづが下(li",· ~.I) I豆紅た炉 lO 日~.t.,眉I走し、元知 (//m船滋紐とめ1累てよう 1t
応切紐祈IC より礼B の IOISK の伽瀑曲線"E fい。 貶憲 l項戸点よりた O O Rれ

A=A~e..)\、t-t A: e―入.:at (At <cm, 入I) I ど砂 (A: ccF). ̂ a) t不‘がた．
Ae入... t = A~ e伍ふ）tt A! T-.,11"如歓‘片より、ぬは直謀叫心より本が＝
10"・し〇＇一

q11¥ 
C戸

'rf 

• 
＼〇

0 1 2 3 4 5 6 (c:Ioy) \〇し- 5IO IO,0 150200 j佑芯面）

臼 I R" ャT'l'I引釦峯曲怠 "Fii3 2 T'" 叶枷洟訂註が玲‘

ol舌んまよしお、ほりうちヨみこ、 しらいえっ:::..うんのみえ：：：．むらがみゆヨお
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3 XIO 

ヽ

s
A

積
令
計
教
ヽ
千
・(
e
r州
）

どがて‘'ぎて。

LS C. I：：よむ測知•すぐれ'2 l,t 1 呉 It,J.., ~練l::.
対し原叩91遺已吸収サ転口視す輝知 r、1. 1
:::.と 2•あり、またしSC 画給(:.ぅ夜高冦釦捻綬t
＝どにより叶 1レヤー今村が可裟fヽニと 2冴バ。
しかし尼乍炉 ~Iす計数祝濱濱桜正tす名ため 1叫
尋叫i隼繰療が::::."成品l2入矛蟻条にくしに立切
1 ・：：：q凸蛉雌ぷ姐国直叫釦 1千
如た・ 礼旺や這2口知画椒和紆I-= 位し、

テ‘'イス；リレベ‘1レ IOXIO2 l 釦這チt直lの 0釦這'I知 2 t\; ~~1~ 
附． 3 棧今mtキ曲碑： m . m、釘糾ぐ態にあ名＝い（ぬ，在も含
め）心t数や LS C.o,ウ 4 ンド巾 (Iヽ＂イアス）としてとらえ、その 0 バイアスヘ a 朴挿
により F,.930い→ 0 へ積令すtことに相当し事累逗虹1走｛直直I]か。 言VI. -tiヽえれ
誼ケ言憤琺 l::. よ l) も惰珠砕噸か稚洋胡i加し 2`};::..rtえてがあつ。 手t在 d水、
虹、J-.....エ濯q今翫l二？ U2 （バ R“ がr"-9 l ~い、湖I走直1:. 討し 1A1 1.t l u. 1迅恥．43
"pぅ6 ヒt吐吐キ、雌砂事わ知、惰嗅叶転r“｀て仔rヽ っ灯入q l直サ末めた。
渇厚と紐J ~Iキ連か終取I, -z.遠屯令計絞和滋‘め、-:::.”"“'釦I）几P

t松め、和q算かし托 o m t四讀l2全i l:.116叫い l "式‘F碍m ゃ—•9 豆雌束 3
可エ底 Iか叫屡wふて。 ="す和難点l中し s C.,,, ?杵闇釦、｛紐虹はな
粁く 2 1tftら甘い＝ピ℃い。 寿角い屯同吟1::-.埓：取した水わ駆淡暑4いふし1c..
乎衛1::.あず穴ょ I) Kat尤‘紐・ 一9 中 1::. l勺る 0紀暉であで叫私い咬＾着咲光し~い
”-::::.トよ l／可下9 是量困難合衣公 l"l星しW \/1がん〇祈此柱11-が o 字tL煤仔勅
，，，棧雑＃ヤt> I二？い2"が自サ5え印げ~Iヤm らf（ぃ． づれりについ 2 弘這I\, 1.. 

ヶ··4 ン： • q0% 
e→ 60 苓
0 • 40% 

象 も ＊温℃ pH T'I¥ (X IO-aり／a ） R1 (XIOー10,:;J.t) Ra (X IO~,ac:./2) 

墜 の う昂 3~、 5 6 、 55 221 ．ワ6 土 1, q 3 G2.,oto.so 6、55 土 0、q5

山臼盆央同喝 42.0 6.42. 426.33 土 2.42 147. 18土 0.6q q .08 土 0、q 6

ひて v1 叶易 6 ワ、 5 6.42 80.23 土 1.12 1s.2o to亀24 40,00 土1.20

大橋キの渇， 48.2 6.65 85、72 土 1..3 8 16.23 土 0 、 1 q 20.30t o.qo 

1秤郎的兒 47.o r'/,00 .34.71.t l.65 1 4. 56 土 0,13 12 、 30 土 1. qo

-P易荘 A 46.0 6no. L2q ,35 土 l.62 64.46 土 0,30 23、70 土 2.00

-r易荘 13 48.0 6.42 6/.67:tt,3q 8`76 土 0.20 886:to.qo 

品洞兼祖皇 48.0 7.38 I qq,2. 1 土 0.73 4l.54 土 0.21 2 、6I 土 0.4ら
不先閣 33.0 6,00 18..3q土 0.32 20.30.t0.10 

文猷 1) 和間、本寸l:. B4“"9寿香年会 IUI3(19 り3），年・即． Bヽヒ 17 年会 2eoり (I qし 1)
2) s+eyr., 1. P.心 C. pkys.Soc.I 伍 8ヽ$'c,伝）j K 、 F-F1y伽、し己 G1e^de心h, Phys. kev.I 

凶ヮ牡(195q)) 枷ri-oc.ks. D. L. 1 Shd,.e'I', M.H．がaり，山e州・吐 (.lC((qヽ l)
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2Nl2 怒釦訊 (240 f&./Z3吼等）呪煉心託象

（生禾大唾） 0久拡夜一 霰.t正危

原子力利ij\ l：：件ヽ）壌疱中に放公‘さ礼る品屁位．佐•庄質覺数ぉ3 か 5 -Z4Z 1 で 1て及公、その
存在暑 1t汚来の出禾と長糊に現5線量舒饂：：重尋てあ 3 。これ 5 のケ剥定量 1こ l3 度号令祈
狐を用＼） 3. しかしこ6)が式で叶鯰濃這住件に疇哀の食、ながちり、視知的
な壌唖此題として ll放彰湿澤t‘ある。そこで絶対輝t比較的手軽に行元長翁鴨定
l：：：こって廊哀蕊上m ：：とぶ可絶な放痢化舜的方去にこ 5 分別定量t試叩こ。
1．以放酎件（逗pIA1祖 PIA戸°殿 24可い；これ 5 はお6ru 卜し一サーとJtl I)た孜房叱尊舟誠

以スペりトロメト＇）ーが租吋て力あが1)その旅お咄と呼弔Aのo(急 1立工矛ルやーが近据 L てお

り（国 1) 毛行の5.t(A岨埼知紅器で応令餌吋応暉であるため、呵t呼IA と
して喝 l て定量されて＼）た。しかし内捐転喚篭ろ l崎ぅ uLX線放幻紀エ手ルや―\..,
ベルヘのCX分岐北の先に着目すれば（がpu:5、10 M~V 10、Y%, 名O Pl.l: 5 、 IZMdI る4%)、
しowE面．~y Ph曲vi Spectro met~r (L ~ PS) 1：：よ 29Pu ，りPu

~x線ズペクト D メト 1)-e 虹AM萬幻紅器に
ょ 3 d スペクトロメト I) ーを組み右わせてこid\. 5 の

机種の統浚量が可能てあ~. 309 

a)Z3'I臣・如囮令別免唇の差咲匂籾：即配菌佐比が
紅＜爽な 3 ＆邸切噸叫-ePIA (R~-PIA) と 151 149 

St血ぬrd 如凶 Pu(SG-Pり炉吋伍の化蝉分g
篠去啜ズテンレス布上に亀還（る、70し？）、 ex~X 13 正u

45 

匹u

線j定を別々に住な4らそ辺訊（ F渇・る To.b. 1)
X線の放広割右に豹ぴ艇呈笈の差がみ 5 孔 23a pu 、

Dec叩 Schemesof"'Pu and WPu 

紐.:& :,,,.,..,,,，1孔ヤ）
r-5呼ctruI

』＆，臼）•zx
3 
』：
笞 a: g 
j s,¥ 
Il ; II ; 

ぶJ \;,h1,9:I\い．竺・ベ

— ;,, ”らずi<.v

Fii-1 

C(•SP: t·· :：口（冒；旦：・0::•JeJ 

心＼訊し!,1••. ; 
,"• ·.マ'{\

心こ0 :s ... 9 必ら ,,, 立す“ “““`’ 
FlQ. ~ 

a-Ray Ccpm) 
Total ULX-Ray I 

Pu-239+240+242 Pu-238+Arn-241 (c(pBm) ) 
(B)/(A) 

(A) 

SG-Pu I 37.96ｱ0.12 0.496ｱ0.014 2.s9ｱo.o6 I o.06a2士0.0016

RG-Pu I 37.16ｱo. 12 s. 725 士 0.046 5.20ｱ0.01 I 0.1399 土0.0020 

T必．'.l

ひさまっしゥん II ち•さ D‘ のうぇまさのぶ
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芍°団の領碑暑か可能であることが示さふた。更に同酋魯に亀着したとキニの政、ビ‘ヤニ

“周辺祖逗鰭知 5令藍 L た恭っ 1) て郵11定を侑 1)免の痣泉から（呵茫qt2やPIA)
如砥yが急サ豹 0.4 、 0.6 であ 5 ことが示された。

翻）輝：測定に痔固繹わりC‘ 以， X釦疇 IZ到免する R3•3 l：：：示サ様な邊り知システ
ムを組み立てた。品はステンしスホイ｝叫こに 0、m池ヂて覺危する．覺羞面 1包穏篠公厖の
紅紅）て＼）るため、ステンしスホイルのX,o氣の透遇痔ポ曲癒となる。これ芝刃況
＂用して援討し（国•4)放耐範ぶイむ）場名は喝 I) ズテンレス木イル（エ h) 4 ;.)`•利用）
＼ことり X 磁制定癖も詞‘もの痣果を補正する。このシステムをJ$. I) 、 R&—印、 S＆和
乞麟し (240和／お如呻）叫油yに対戸 (X絲ん滋）の霰正曲線を作製し、 1 A'｣ A ぶ
証噺した標季苺羨試料 (AG-I- 1 る3qtzゃpu z .々o :t o.S pCi/i Z38 pu ふ 8 土 o. I 匹／~)'

につ 1ヽて（Z,4-0也／忍tz40pぃ圧tivi炉 0、乙牡0、03 ヒ 1) う魯を喝た。良に穏導南色土試畳（
SD-B-1) 、ビキニ壌瑶即近の海き堆磁物につ＼）て培凜 L て＼）る。
z．臼蒻推（丸IPu) 追毎の6 線捌足I”知される釦像のエ矛パ｀ーぶ悠く、 6組Il足甚
叩ヽ‘)クグラウンドt国）ため徴量琲院店冴河能であり、最椋稽の以放尉佐であ炉惰m、
”浪~量毯I定によって行う•公IAII'\.の取‘畏曲謡凌呵• 5 に示す。この巧IAr,,._の定量につ 1)
て lさ次の刀つの方紐紅 5 紅た。
a)以穴ペクトロメ\-. I) ーにと 3 定量：これ 1さ欧長した叩Al)'l\,を P以か 5 化尭令貨羨行うぶ
／＋国、疋A..m.笥を卜し一サーとして11\ I) -1\. 1ず信暖庄の西 I)佐を僑 3 ：： ℃ぷできる。
応パりトt1 i ¥.. I) - I：：よる定畳：吟1伍の叫iii竣当り.3 6% の兄弄て放伝さふるが森

色郭l定方る。 a) 11)租紅兄報して危度 1さ番ちる bゞ化舜介髄滋碍せず儀便に行え百刹点があ
杏，これ 5 のが去て..t.祀の試につ n て足量する．
秀肴文献
ti}板.r:.iE信今井分＼夫

旨集 1AZ 

声正危 日本涼子力埠会誌

飼係印佑北雄

に）

福息かう オ舛図和約□紅滋点鍋蓬要

Vol. I 6, No. t"f fl' 3豆～3咋（ I吋4)

Chamber, Rotary Pump 
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2Nl3 中 止
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2N14 カ）レスト地帯の自然放射能と炭酸力）レジウム系材料の年代測定

一鐘乳石、石旬、洞穴真珠、さんごの ESR 年代測定―--
.A...  __. e o... ____ A.,  ｷ--~s __,,~~A 

山口大工短電気、神戸商船大 池谷元伺、大久保隆、三木俊克

筆者らは、秋吉台（カルスト台地）や秋芳洞（鐘乳洞）に産する鐘乳石、石旬、洞穴真珠、
石灰岩、フズリナ等に存在する照射損傷欠陥 (C03--―ラジカルの一種）の濃度を ESR 及び熱蟄光

から求め集積 Rad の単位で年代決定をすでに行なったo さら忙、サンゴ等の海洋炭酸塩物質につい

ても実験中であら本研究は、カルスト台地洞穴内自然放射能について調べ集積線量 Rad の単位で

得た炭酸カルジウム系物質の年代をyear に換算することを目的としている。

第 1 図に秋芳洞内外での TLD （松下 CaS04(Tm) )による自然放射能測定結果を示す。試料
は洞穴内に置くか又は～ 30cm 地下妬埋め均4 ヶ月放置後 TL で測定し九っ桐穴内では地上の 1/3

~1/4 陀減つている。秋芳洞は地下90m にあるので宇宙線の寄与は著しく減つていると考えられる

ので洞穴内では 238U 、 232Th 、 40K が士壌と同様に自然放射能の主要な原因と考えられるo ウラ

ン系列の 226Ra.,トリウム系列の 228Th、及び 40K の含有量を、洞穴内の鐘乳石を砕いた粉 100g

を Ge (Li)検出器にかけ 48hr 測定で現在測定中であるo 予備的結果によれば、これら放射性元素

は IOOg中の秋芳洞鐘乳石には各々 14.S 士1. 3pciヽ 4.4:!:0. 7pci、 0.21 土 0. lOpci あり
岩手県竜泉洞鐘乳石には 10.3 士1. Zp c i、 1.3 士 0. 7pci、 0.04 :t 0.07p ci存在している。竜
泉洞鐘乳石の比較的低い蓄積線量は年代的妃新しいというよりも、低\)'.;'tu 、ユ界h 、唸：濃度のためで
あるといえよう。

第 1 表に今まで得られた炭酸カルジウム系材料の年代（集積線量Radの単位）及びその成長

速度を示すo 年代は同一資料を 60co 約線照射し欠陥濃度の増加量を調べ、照射前の欠陥濃度がど
の程度のi線照射量妃対応するかを求めたものであるo 従つて、あくまでも 60co t線照射換算線量
量であり、ぷ線のエネルギー依存性、以、p粒子など LET 効果による欠陥生成効率などは一切無視
している。 238U 、 232Th、 40K 濃度が求まると、以粒子の energyの約 0.1~0.2が欠陥生成に

使われると考え、年間線量を推定し、正しい年代を求めることができるo サンゴ匠ついても同様の

実験を行っている。 Ge(Li)での測定に協力頂いた神戸商船大 道諷教授、三宅助教授、 TLD測定
胚協力頂いた松下電器中研 山下氏匠感謝する。

·、 I-t'lATERIAL P5AC四 AGE(Rad) Gro雷粛te
cave Pearl 2.5x10i。.2 

.! 秋芳洞 l.5xl0.,. O. 2 

□ l:tt□□□言：：:::
二。こ、B3：富拿 C、ナ詈正言 二yu/s：口： I 

第 1 図 9 淑秋芳洞内外の年間線量率 第 1表炭酸力Jレジウム材料の年代及び成長速変

浜ぬ
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2N15 浙珀畏境中の放射性ヲウ桑の足董

（動燃・ U) 。店和知司，釦T直人．昇打策困T 謄

粟走和9 人工放印性椒覆註疇臭給Iぺゑ町ウもり Z｀｀みク。そのうち， ::,.3'tf/,(_rj. ~'•以
"”‘,1(/s,.＇／3，，CST}、い•,”/3.t枚軒杯l汗紐咲＜ •和摩，，尺さ V 核種l:. l て::.れ手そ«
？7 と慣い·がされてき T: •迎斗．和ヵ平和利用 n 増久/<:件 Tナ・レ｀ 9 ::.れら 9 核種の他に
特に放射1年9 ウ桑＾注目コれマそ 2 ゞぅ．ョゥ桑の同位係しし< 11 131 I (13, lol 畑，J-. 3t心

((}.9ユ），訊；～3． I,1.f て；t.os i) ，，ヽ疇よく知られ？ V‘ うぶ． 同裔,~生じ‘ク',.行 (6, Iれ'/<,JT. I" ~,以7
(9.o9), F Y.; 0．双， 7;/.'1ズ 1バ）、オニれ手で放射線，，エネ，レギー吠•AヽJ V‘ri-と‘・カ、ガ＂力‘'伍‘
v t 1 れていた． l,.、し Tj. -,,ゞら ’,,,9 r 、キ戒期 I1桁らべV に長く夭然放射性核種/,::.も匹板
1 うもの之•· ~ !I. L r-::. i&¥', <'-,環境＾の虹,., t今 I＜コ＞ I-o ー 1レ; ~:かフ々の薔肴 l1
輩に聖視ざれう＞とべ要貶さり．：：：：マ｀．，1．“にri·'1クニれ手之．＂亥実験等 Iくよう＇ュ9
I II/薔穫を剛患fぅ目的こ将 1遠申艮痩拭粁”今祈式についマ夜炉 T-::栢県を稼者·”
げ冦］ 寿四ょが紐危パ等エ柔衿祈操作をE,.3 I ，＜示した．

言贔言)Sat .soln. sご匹匹；（100 g) ;100「/「
Ag-Citrate (o. 32 g/1). I 02 gas flow _ I ~ so 

虚唸喜はs:1/1) 悶ふ乞°；ここ i -[ -f祗Clppte_:--
Decanta.te or Filter rｷｷ-----
pbt {"r ー・・一．．』··· •一••• -··:-~・・・・・·: ~---~ () 

二：」L Sf霜 ：：：］［三： ：fro：ーロ Fig. 2゚ 血：ら i如i(J占｀od.
sandy sediment by subrimation,,,,_, 

a：：゜2:：口丁［］口:-Wa:td::
〔待果J &o~ .......,. ·····....•一•一••一・

毎Kがら，， I しc1.し＂知戎 I< 11 紐度,,,J、ご V‘7 エン。T , I -」
簸録を用いた．撹拌碕m知（ダT叩＇)了う二とによ') ｰ “ ” .IS 

ppted Cl of SW,(%) 
足量的に芙末召?.—t-,芙茨了ク a量 Iょ応じて． T量 Fig. 3.Itelation between ppted Cl-

＂戌了ぅ．ミら r-::. 硫象を 1ll1 え Z 徴酌'1,~ 1 うし｝ ］効 & I- i n SW. 

屎的に I を共如＂ 3 た．（硲 3). ". "'湯令，毎K 中の d ぃりば！殿骨の令ャを加え~I:,
ゎ牝．切/7/ 1311 そ恥辰マ｀き Tく． 砂q"" z:..から＇濱赤熱 1-:: 初熟 L マ． I を楳乾マセ
Ntt.,.S o~ ,k.にトラップした．回取年を T^L Ie 1 1く示した。

ャすとあ v じ，がゃぷわ r”、あ・と， 4 むらたもっ，芝のし r＜あっみ少
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2N16 数穏遺和叩叩恥、系統伽閥

（九天埋） あ島に。篠対三郎声鱈
（礼鉛訊） 山下博‘

（目的］ 現丘いがヽがふ環境試叶中に蒻紅遠圧叫じ·問題とfふら(f, l J:.主tし
て 1絨品発臭鹸l ―、ふ..,て主成しtーぶ辺粁t王？年千汎 l ―J走年 1 みもので． 存在董が•pCi(J)オーが一
で超祇量(/)r-m 分灯ぅ去 l l.極めて 1困帷fi牧術であん。 し n 、 L 原、ふガハ名全閣発とも n‘ り八
で．を(J\ J.うf£叫1在該ぇ璽の加悼雄立 l ~切れ卑請汎ぶ。禾研乳て··tバ：払ら環境租童
のうち 盾各度．森丘量苓｝恥業し汲{J\ ?該穫を吐―みべく同一該沖がら同時に分離分対す
み方矮を角象す b のt日怜勺どし r •~. 

吋e, eo(..o, 0sZ11.,唸Y 立，呪s, 144Ce 

汀象としt‘ヽぅ紐諏斗は海藻麦負、魚介表負 ェ漆．社住祉汎 淡水．海水fiと‘‘であみ．
戎r:I.i t•、(J)とこみ、あ磁足の試尤平和特定(I\ 1 il-紅をい 1} 幻打1 み方却唸バゃ咤s

l'、ついて玲恥紐‘i庁マ:::.ュ-r)I/が出て、、みが．ぇ童々(71J紐璽(7\ I司呼分｀ガ打必 l ：ついて l”見袷化
さ払t ：唇、東準吋方法 l ifふヽので｀•..t.訳砂紅式斗[:-,~ でき hr'、、.l 虚—の4碍操1乍も逍用し
屈打できみ方法を告象すみJう｝わ r._ 。
（知去J

該の前処理： 言知心疇l l 夭 1砥来とら払ていげ紅従., t“、。すf“ーわち這 l J:
¥ I O 0(, で乾煉 l t冴支 メJウ多U和ヽ｀締媒分和·、 1 q.海羨や、魚、介蒻苓 l i.,K で洸弄 L { : 1浚 11 0 

℃で乾煉 l ` さらし．、へ，4- ~0℃で 2 吋関加熟し灰に 1 ん。 r:、 r:l 狂 0 ℃よで昇温;f ~ (7, 1: t; 

叩租呈度を勺‘L ↑み．水訊｀牙斗 l J Ji:.墾ロートで坊逸L て落辺扇を怜さ． もとのほ床1責IJ> %~½王
疇、発濃廂しf:. 

放身雑繹l足： 如紐ぇ曹がら//)カ叉射綿疇ll足 l 1 、 1 べてド嘉計刹 l:、J., t‘ヽ• fd集現’l足t;J: 
目i乍の 2 ァ G H n ・・スフロー n ウンタを用いtmi., t゜ー。 このガウンター l む主l司胡こ社輝蹄
をもち．魚薇、表銅（唐さ 2四）国（厚さ＼〇"")によリ退応いて、、み．(;f.11 ．ガウン？ーの
息 1 ャ£わち訊｀炉の夭きさしむ直経：4.q C砥の円形で‘、 )ゞ、·/ 7 ゲ｀うウンド l i o.3~0.4-c. p．仇t·、名
足化してい~. ~碍分雛し r ：各森種試叶\d- 7゜ラスナ、•， 7 峡7' うン十ェット上 l'、シヤ紙を吼ヽて
閲ーに広11口漿 l t：．剌む輝 l出謎l ：応じて 2 ~l S'埒間t t... [ ;。各萩種l'、タ，1ずみ
坦如半汀l足 l註禾ア 4 ソトーフ゜tぶ令 l t: l 1-工業牧術棧豊み牧桁総姦湖乳所で·稽渡しし払
[.、ぅ裏史ギ既知(l) R.l を用いて行tiー→ ［ぞヽ．

畔分離： 細い碍暉l~ 1 ~ン支袂戎を基本l :し認l’．応じ這滋釦広
況展彩紅乱ヽ 1'ヽ ．試叶叶訊が変わ.,ても分雛広の基和四節介ば遥用できみが、一昴l i
試i斗の；犀 l ー・応じて変えみ、必要ぶあん， 1 f；しらし()~ 2-% (/)甜卯反．ュ壌等の試科l l-羞誠
浸記法で 、邑、1幾威分も含む埠謬如 l p含 4 1 ン、も咲ガうムに吸嘉させ．双 l^、洛掃剤。
叫濃復い1月如麦比さ心雌疇直ぶさせ介維1 る．、‘遣叫l J"/JJ欽衿恥
で追成をむ和‘ら手ゎ A 、Jビロビルエーテル坤叩録を怜去し［：復4 オン這疇l:h‘l ↑
み．水試叶l5 豆 l0 』と、、うた董を硬用 1 b o で‘•あら程度萎、発濃廂 l r : 1麦ァン乏 ::.7 ア

t •、 1l‘L I J.L iさ• 3、じ、べきさ、ぶ｀みう. v-ら n‘と卜よし1-,‘•べつi l (.、ひ~み L

166 



ル1J I) にし 訊l t'..アン屯ン漆液を加えi ...,K釦頃t和l'.."(/)混合荒殿を庄戒さゼ｀シ払
逗薇にシ距ヽして 4 オン交埃分謡じぷ｀ l ↑み．

（な名果t角怪）
釦ズン交袂和•｀よみ紐磯 U 含むイ 1 ンか介維l 虚じふ 1 ようじ誌薇紐鰈炉農fLを

12N,'r!N, 3N, D.4N, 0,005t'¥ と変化でぜ払ば‘店上ぁて希足、1 べ、1結果が得ら払 r·し●
このうち Zャ4ャ， Fe”, Co”, zw”l 1 E. D.T. A．滴知·｀ふし） A 碍収辛をギめみ:,とができみが｀．

Ceい(J) 7 ラ 7 ション l : l 計也の不純屯｝厄‘9 ヽ ‘I 功汀 ‘E.D.1.A．滴足で lJ.錢広浅色がわら払ザ
n‘.., t ：。そ：で Ce牛+ (J¥ 7 う 7 ション'l l-さら l:、 1 碍処涅を行f；し‘也リウムt Ce(I O3)十として
況殿分揺し．几恥砕げ践1~も刹足そ竹吐いil1,v¥. l 心ふらfi v‘• 

Ce"'• 0 7 う 7 ションし： ll Cstゃ Sr” のようtj.アルガ＇）やアルガリエ姜訪金属がな3 払みの
もミ(JI 7 ラ 7 ション~,司いて呪s とqosY の分祈を釦iう。 ：の叶問題とて.j.―み/J> l 乃贅共
杓すみ叩， Ca“ で． ：れらの 1 年り哨 8 分雛す]J l 屯．：払ら金属|ズンq, E". D.TA. IJ> 

儲釦紅い差稟を利 1目 l t:f羞 4 1 ンた袂介誨を行fiぅ． Fみ 4 1 ンた袂塚稲 l1 Dowe)(~ox 2 

も用いじ． Cstと S心祖五輝I J. o.'7 N 酢酸アン元ン湛雛液t用い,I,\.l 1・百貨区•あふ

Dowex 1 X 8 50~100 汎esh 40 叫

旦 12NHd. ?N * 3N * O.4 N * 
0.0 0 5 N 

ぅl

` 卓
€ 
ヽヽ 2 
ヤ-
俎遥 1 

D 

゜
'10D 200 300 

武記花董に叫）

このよう”| 1 ン知免分離．幻基、本にし['、 4 碍操作t利用すみ紅腿~ I科ヽ‘払ば． l1 l'.. 1J
繹 l:熟達して、べふくても辺妙1正雄出五？得 h ：とができ h t甚月待さ払 h 。同ー該沖l'.、
→いてひ繰象返し稟．験でも摂差範困古 n ー参文がわら払t‘ヽ·
.]:.辿(J\方シ去て••印↓ →「況吋各元のヽ‘< --,勺‘”和を試叫研泊＄名果 l ―、ついてt言；及 1 み。
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2N17 気体増幅計数法によるイ食レベルド）今ウム澳’＼定法の差寮（オぇ瑕）

（九大理）高島良正 0 1§島刷幸大崎進

目的 天然に荏在す 5誘尊放射性核種のう 5 トリチウムは過去の核実験で大気中へ放品
されかの存在量は増大した。 L かし存在量はやは＇）｛さしベルである。 (0~IOOOT R.)
この低レベルト＇）チウムをでさるだ 1う短誦向に、正確に滑I定する方法を考察し改良するこ
とを目的とした。
装置の概要 装置 I庄九州大営放射性同住元素絵令＇択験室に設置され｀従来放射性鬼素年

代測定に利用 mれてし）るものを利用した。なあ、試科調嬰装置部を改造してトリ今ウム測
定用がスを製造した。センダーカウンダーは 2 ..Q.でその目） 1J厚さみ況の 3 回蒸留の水銀
次に謬の力‘'ードカウンター、さらに厚と /00rttの鉛で‘囲まれてし）る。島電圧/J大阪電寝
HT-10~ 型電源を用 l) ている。計数 11.トリチウムのエネルキ‘｀ースペクト）しよ') Ùpper 
レベルと LoweY しべJしど決淀し）イス‘‘および弛核種による計数を除き｀アン今コインシテ‘‘
ンス計数回路を通して行なう。計数飩果は自動的に 7゜リントされてくる。
方法 トリ今ウム泄1定法として Id-試料調雙部で発生させた水素がスに消止がヌを涅合し

測定する方法を行なった。米素がス発生に11カロ熙した金属惰ある＼湛金属ふとの反応を利
用した。どちらの方法でも十分に水素を発生させることり＼‘できトリチウムの放射能滑l完色
行「Jフた。反応IJ次の様である。
崎十 H2. 0 戸均0 + Hz さn + H20 三かo + Hz 

試料の水としては地下水｀、も水、雨水、河川水等が考えられる伏‘I)ずれの試料71(も石見製
蒸留装眉で兒全蒸留を行なフたのら庚験に使用した。
一般にイ岱しべ）しの放射線測定を効果的に行なうにはカウンターのバッ？グうウンドを小さ
くし｀大壷の誤料をとることが望ましい。試料の量として IJ計数管の甜圧性、高圧にイギう
がス漏れ、tpガD'鼈圧で制限を受けるり＼‘‘£:-p加電圧よリ 4、 5砥の試料を用 1) ることとした。
ほ応得はステンレス雙で長さ I、乙仇、内径え、5四、察積 0 、 6 ..Q..のものを用 l) た．使用した
金属治 1ま＇）ボン状をある程度細断し切8 を辰応管に詰める。一方金属左は無ヒ素亜鉛·で粒
iむのもの色使用したヵ＼‘.反応後管内で離郎しその後の哭験のために知理力＼‘大変なこと1f..、あ
リ、おもに金扁惰を使用した。一度金品均を叫話ぬると 3 回の反応を行「ふうことが｀でさ
る。金属陶誌応前に反応温度である夕和0 ~ 590°C に加親して吸蔦．吸羞していうが
スを取リ靡）た。加熟は数時向行ない夕 x 10-s初nH各以下の真空度にした。
発生した水素か‘スは液倅チッ素で冷却した 300 巫Qのジ）刀ゲ）しトラジアに推i集した役、
もれを加熟してカウンダーに押し込む方法色とフた．反応兜締に要する時同/J約2時個で｀
あ＇）反応収率 1J 90~95％で十分靡課碍ら如た。消止がスとして l謀青製したメ？ン
と 7゜口 1\°シを用＼）検討した紅果、 7°回ヽ°ンはメタンに比べて 7゜うトー電圧ポ｀低）利点はあ
るか‘7k素か‘スとの混令比ホ｀晶くなるにしたガ＼｀ってアラトー庫晶ホ狭くなるのでメ 9 ンを消止
がスとして用 l) た。水桑力‘‘ス 1 ワo_o ewi H~, メタン 30`0 乞 HrJ、合計圧力ぇ 00、 0 勾屯

たかしまよしばさ•ももしまのリゆ巴•おおさきすすむ
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で 1 2峙向測定を行「』フた。この条件でのフ゜ラトー巾届は 200~ '3 0 0 -Vで使用覗圧 l3 、
4- 300V である。上に述べた方法で糧ら訊た水素か‘ス 1す精製ヵ＼‘困難で、又保存ヵ＼できな

l'>店、ともつ。一方メタンは C- 14年代測定
ですでに極めてすぐれた計数用がスであるこ (¥ 1 
ロ＼｀知られている。メダン在トリ今ウム測定
にか1 用するに 11発生した水緊がスを）しテニウ
直媒で二酪化炭素と反応主せる方法力＼、ある
ヵ＼‘、二酸化炭素と水素との反応の副雇物であ
炉くの久ば鯰‘向賄となる。知のためサイ？＇）
ッ 7 な和応が要求、される。和芯式は次の様に

なる．
4 か十 2Hz0 + co 2- —• CH4 +4認

この方法につし）ては石図の種な辰応装置を作
1) 現在検討中である。

雌 L 考寮 金属M託試沿水との且応の結果得られた水素がスのトリチウムの放射能の
値を表l に示す。
表 1
試料米

/I[ 内 （埒下水）
ダム水 （表層）
ダム水 （凍層）
外津浦浙k( 表層）
外津浦海水（：寮眉）
八即麟水（表層）
ll.田：甫渇水（涙層）
辟井呼浬K

区］

内都t-9-

ト

P
夕
音
ヒ
ー
タ
ー

守う／叫，

0 、 I o s-土 0 、 0 f 7 

I 、 6 t{-9::t ò IOs 

I 、 z ff?土 0、 0 9 3 

0 、 2 ／ぇ土 0、 07 f/..

0 ぇ 0 s-土 0 、 0 f z, 
〇`907 土 o¢§ 6 

o_ 6 l.f o::t ò/ 0 。
0. 2 6“10、 07 み

立
I !/-、 6 土／え、 I

zz9 、 0 :t / #、 6

I 7 3、え土／え、 9
乙り、午土／ 0 ,3 
z g、 5 土 I I、牛

I 3 (f-、 7 土 I I 、 9
g r、？土／ 3.?
3 6,1_:t. / 0 ん）

表 1 の他をもとめるにあたフて 1よfvew En3 la.YI d N叫e幻y-社の標準ド）チウム水を計
数効率測定用に、又島原火山研究所の地下 3 4- 0 'l'I\の地下水をバッ？グラウンド水とした。
外津浦、海水1ふ表層と深屑の値i隷呉差範囲で一致している爪‘、ダム水と）直輝揺Kで IJ.肴恵
の息ぶ｀見られる。こ如あ粒湛発あるいは流入水の影雷以，恩われる。金属叫によ＇）水素
かス E発生とせる方法は十分に宍際的であ＇）応用のできる方法である。メタン合成表によ
るい）手ウムの放射能割定はば、ほ応宿器仰耐熟l生温度暗理ポ＇t分知行さ収れば｀可能で
あるに思われる。
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3N01 '1方重付加金属塩iわ謬樹雅‘'碍恥潤飢賛応0利且 (3)
‘`7ェロシアン化金属品・金属オキソン温つ｛オン交牧樹肝‘’
（涼医研）

0今井靖ナ 褒分11 ー史 49 沢正度
且』立
刈iで、 イオン交校唇寸雁肱訊錆：：：．魚裁、の難盗は金属羞（緯砒掬辞直初、 7シワ
ジ叫窃． ’I 須麟）も釦対させた＇、金属羞け‘ノ交換1釦稲'91拭 I←穴｀て検討を
加えてきた。そして これら 11金属枷可這とt 4 にイオ‘／ダ猿樹｝鐸知けパ葬
疇咽していいで 、、れらQ)‘「缶噴で紐~か令ゎ砂ことに d り涼知渇分莉へ吋lj恥｀
可筍もであらことを奇餞 l 「こ。
そ0)後 この＂金属虐イオ‘／支狭樹難＂の保釘 6 1 オン芍狭能ち応れ1屯くり返
し金扁釦印知鳴ることで見入f-;.。たと之ば｀： 7ェロ汀ンイ［ニッケ）レをくり返し生
釦せf'.'..、パ疇 7ェロ万’ン化ニッグ）レー陰1 オ｀／這樹蒻'’や， フェロシアン1炉ッ
グ）しとり‘パ知 Iレジウム百同埓 l'立応もた ‘‘7ェロジアン1屁ッグ）し・リン函如レ辺公
直イオン燻麟’'で（釦‘'疇繹1寸加金属慮げ、／遠麟‘'『愛知県
的を付加金属嵐イオン克挽疇＇’と称すら） それそれセシ加ム疇紅加駄
鵡認シ加ムt誨珀ズトロンチウム 0 同時吸外なピり翼がしめ 3 れた。1) 、..Z)
紅鞍で 1i勾訊苓分析硫炉果して 5 「：：哨機‘0)金属極心条に外目し．これ紅＇
心瞑金属塩。加えて噌概｀囀‘危埠を生欣＇げらェとがで＂れば｀ •｀金属埠ーイオン凛
訊い効和 3 ら 1：：ホ9りするオの r 尻え そ叩ふワ甚琥的な影応して打＇才砂
辺飯とフェロジアン化含属複L\:.0$且合わせについて枝言打加えた。
賢硲ふ＇げ、緒果
収型陰イオ｀戌捩樹肱 (A叫心た Il?A- 9,, IfA厨 IRA f/I 午と）遣闘

とし` :;:::.、、1 ケ）レ、 コバルト，鉄 1,Fどのプが1 ジア以し物と ア）しミ:::--ウム．念失，令彫訊
れシン羞□恥命令わてて＂金属オキシン必• 7ェロジアンiL麟虚1 オン支挽穆「豚'0 店
成汀食討した。
作成方法の 1 例も図吋平

叩型陰ば｀J灯鱈国 [r-a]

トー四濱汲
1(-0X （オ砂ン形）

虹7峻＝訟済液
ヽマ）レミ吟ムガキジ｀ノ塩陰ゎゎ謬和副［（成•ox)R- c'.12.]

し7:r--口可了ン化か｝7ぷ恙液
(Af2--0X) 1<千e,(CN)ム (7ェロジrン形）

v＼年 v\ きよこ・わた I/ h‘ 『'お、いずわキざみ

170 

献［俄•OX)(GFC)t立］



詐わら、陰1 オン支授瓢ん如嬰 IRA-73 （び形）を o./ 劣オ午シン海淡
応灯）でオ乎ジン形とずら。—‘れにア）レミニクム済液ち加之 似a teャ如t灼上て加五
すらと、‘'穆fi『/+汲委乞tせし＂アルミニウムオキソン虚— 1刀ン疇衝濯＂がで‘ぎ
ん。こ 0 "アルミニウム□ シン瑾っイオン支彼履讚＇の陰‘11 パ捩粍．を o. I ;vf 7:I-ロ
冗ンりも力＇）ウムで'7ェロシアン形 1 ：：：して コバ｀）レI-済改もho 之ると 7ェロシアン1じ1バ
叶力‘‘印或し、和廂’1t縁青色を呈する。
i「1 ど 7ェロジアン｝［金属鳩を先 1: 印成‘5 ぜ「：：0)ち．金属□ シン雇を夕危付加 1み

こともでぎゎ。

これら、金属jや／ソ浪． 7虹砂アンi護属恥夕を付加0 たか：：：）キ 匂れそれり金属
恥紅·r生を芳危する沈要があらが．木襄舷c- 1:t、放射謬分オ炉＼吋か」目を且的として
いい履厨紅祠成｀活ゎ•Jりも涅慮11-r,'について秩言寸も加之た。
J:_ I：：元しf1 "ア）レミ＝ウム万芍ジ4羞•7シ日シアン 1しコバ｝レトー陰4 オン支狭租盾 1 ：：

っいて 1尋られた紡果t晒詑移。す打わち ア）レミニウムオ守ジン羞畔成｀,i"ア）レミニ
加ムオぎジシ｝且陰1 オン’支挟樹肱‘’ぉJ f}`’'ア）レミ叶ムガキシン塩 •7-:r-ロシアン化
コベ｀）し卜—陰イオン支捩樹蒻＇に 7 a 口末 1レムも加えて そ 0哨腐知唆収パ7 卜）レを
視條した叫J↑クが/'1: アルミ→7 ムオでシン埠仄ヒ°- 7 を褪劇してみ籾忍圧fこ。

託’'ア）レミ::;::.ウムオ午ジソtj,_. 7:vロジアン几コバルI-—稽イオン支挟術蒻＇を 7 ロ
ロネルムで叩釘れ Iギア）レミ::::--ウム刀午ジン枷が済翁し、,, 1:1-ロシアン比コバルドー桧ィ
オン支牧衛雁＇， 1：：年ら。

咋•t訂芍圧請麟I:して I手 これキで＇のふうに作成され「＜惰墳‘'さ厖乾してバ
`‘！鐸、カラ這心ゐもり lゎ•に派炉填社が知□ 7疇i夜叩·· "和肱‘‘詞戎‘
し，知＾降．共荒吸》 3 せ匂方法が可釦•あん．
これらが樹詐＇り繹•国道噸外学勤 1;t.'-f:.パれ叩鵡枷噂恥涼術·rt詞
叫哨に応じ 1肴籾もとんことが印れる．9 て•｀魚襟；0金属椒惰椴‘砂金属埠碍紐合わ
虹これ印→濯疇紅↑の夕和伍疇釦くらへて帆i去イオン安彼滋
叫出；知、雄が合わかI・可『とであり．激狛化学分杵の一印知して 0 弁叶和‘・・姜肘手で

き h 。

交祗

1) K. WaTa戒， K ． I四必、 M. J茫返 :J. ~逗． Su.. T11.ふ凶．上， r2之 (/969)

2) 滋初吠： 7いい刀学令認巳 I 7/3 (l'/7o) 
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3N02 フェロシア填金属丑リウムに対する RIが躊将）生

瞑研 0呵枕E-/ 、野岐己拮f.f)点支竹下洋

フェロシア填釦釦応古知業盗容疲中に存在する RIの有効な吸葛菊野Jの l 云｀あ
る。喧告ら lよフェロジアン化ナト））ウムに対し硝醸コバルト 1 二、ヽ／ケ Iレ』詞亜鉛などを
加え鵡如召乍）その却成庄版］べた。その翁果それぞれ環合比率と没えるとナト1)ウムを
含む囀体と！ナトリウムを含ま如鵡体が生放することが分かった。今釦輝疇
て，、ある店畷鋭忌恥フェロシアゴヒナトリウムの混ら比率ど生放物の組放の町桑主とし
てナい）ウムを含む生放物の RI に対する啜着特l'生 1 セしウム吸着と吸着砕くかりの金属の
宿出比年など‘ざ謡］べた。
索咳
吸酌本の話穀： o.f M 枷Fe(CN)6 に対して O. f /1 Co(NO叫 Ni (N03)~, Cu.(t../0叫 Zn(N叫
ざ如れぞ訊 IO 1 3 、 2, J /0./ の糾拾｀心認 L て和殿を作った。吸翼ま宋過または足

lにし／和克 l司杭 L た。
吸肩年の俣l定： 吸冒体、 0.I 牙 I二佗I を含む溶政（約5万c戸／叫）ダ砿を加えー定

的l刻創愛ぜた復這I直碓 L 上奄み政の放細紅：＃戸型シンチしーション計教慇蟹濯l
定 L草出 Lt::..。
鵡体0)コバルト／ニッケ Iレ／銅／亜鉛なビ、ど舷の分碓定量法： 7ェロシアコ化コパ
ルト／二占土銅麟fょど｀の吸着味、 1 CJ, I二業繹ど加えて加熱分紹Lた緩塩酸純0
えて茶祥萩函し逗酸吝夜と L た。塩酸落t夜を Dowe)(IX 含カラムに盈 L !<.Aぷra.心の
方i恥準じてコバルト／二、ヽ／名し／釦／亜鉛など＇をそ小そ＇爪鉄と分離 Lた。コ心しトノニ
ッ午 Iし，飼亜鈴，欽まも爪そ訊 o. o I f'1 EP丁A樗半応滴定し定量 L た。
結果
1 ．アェロシアン化ナトリウムに吋する胡麟届塩が晏合比年と生成物の推定租餃
Co(NO五 Ni(NO五 Cu(NO五 Zn(N03比：対L Na叶e(CN)6 ぎ痘々の比季が翌合 L て

作った茄殿を合恕し全届イオンと鉄イオンどら離淀曼 L て組成ど淮定 L た。その鈴知表
表 1 混合比年と主成物の推定組成の関係 に示す。 Co2Fe(CN)6Iょ

M（鴫／MaぷCN)、t o g 2. I O_J I Co(NO払／心ふeCCN)6 の翌
Co でo2長(CN)6 伽呵（CN)6 合Kヒ奉豆L図：： l て /0

l l 

N; 麟（CN)6 , • Na,._Ni ~(CN)6 へ 3 の瘍含こ I Naふ卿）6
I | 

Cu ·c碍（凶 慮c/). f_e(C/11 )6 ば 0./ 這釘も炉仇
Zn Zn哀CN)6 N砂詞CN)ょ疇 L 「2. o N函(CN)t lす

謬臼平が10~ l t ‘I 

鼻訊（CN)心認疇がo. I の場合：：：知□＇如生放 Lた。伽FeCCN)6 1士混合比年が/0
~2疇i'I N釦C叫(CN)6 ／ず謬疇が＇ o． I て’'勺爪心‘如生放 l f2 。 Znュ印（国）61よ還合
四卒が3 て‘~Na~zn詞CCN)ふ l這饂印0./ i‘勺爪ぞ爪生成した。こ爪疏鱈砂

がりもりしよう l) ら・（ろt::.をかっ界・しば｀たこだ｀お・た 1ナしたひろし
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碕懃金属凪：：存 L7:r:. 1つしアン化ナトリウムと／0倍量加えるとナい）ウムを組放に含も定
殿が生放することが＇らかった。こ咸りの充殷謬阜粒紐‘矛ffJが（麟疇過す紅翌爪
るのて’'虔鱈薙によって分取 L f2.。恙國慈え｀｛合雌手向必）特に亜鉛，ニッケ,L塩 Iす
困難て＇‘,コ八＇（し卜／釦I[) I焙序£'やや分直しやすか泊。
2 ・セいウ△の政着店に対する吸肩函斐
この種の吸着岱ば噂にセいウム 1こ汀L患汲善I'生乙示すが｀／その知巌の直＼） 1 ：：よる吸

善鱈疇島＇芳之られる。こ吼らの一泣の吸薔4本さ 0.01 /vfセいウム窓液中て｀八シ疇
t ‘1 /0り 30分 I 屁叩振1)まぜてセi:..ウムの牧昏戸到定しし1伯磯訂L r.2。そ虐項？き
表え I二示す。

表 2 セいウムの吸蒼速度（バッチi玄）
瓢翫疇 啜蕎卑 (o/o)

り 卓CoFeCCN)(, Na.2応（CN)6 血隣（CN)I, Na五［FeCCN)ふ
;g 9/ 謬砂～/DO

厖 9 .S- 6 0 へ／0 0 ~ /0 0 

/ 96 sq /̂00 ^ /0 0 

この奈（牛五疇げ心i恥(Cr.,/){, Iこすすするセしウムの吸希速度が屋（鵡平低が
った。 Na2G,FeCcN)6 に対するセし1ヤムの改着品度虞蜘碑（）最も早いの 1バa2Cll長(CN)6
蜘互国CCN)心に汀L てt'あった。こ凩らの吸痛（忠のうち I El麟全辰謡とフェ〇しア
填ナトリウム走出脊初＇襄とす釘易.g IL累釘嘩によって 2種壼の吸着｛粒＇生放 Lセいウ
犀勾戸g暉画這いの 4含ま爪て＼ l る。 CはCtlo~).2.ヒ Na4-Fe(CN)tを出脊物質と(f2
髯＇：：： rま伍FeCCN)tと知C碍(CN)6 の匁麟(j)\2鵠紅＇生双 L セしウ年：：わす詞吸而
“ば（）ず訊｛恥‘っt2..。こ凧らのー｀とがら国釦疇這ぇて生双 L f2. :2..秤掲の吸粒恥
がウム，：：： 7す可る吸喬函度がンともに早ガった(f) 1す Cll(N031 ヒ伽Fe(CN)6 を叫的囃にし
碍合ぜあった。
3. C瓜/o/03 .2ど心 Fe(CN 蘊吻爵とにt易名の生成切 Cuz CCN と幽岱CCN る
冨するセ区7ム吸肴。吸着ィ木ヵ‘らの溶出比平
表 3 吸着セ辱／溶出飼 or 圧）ゥムの比平 Cu(N麟 l ご A如Fe(CN)f,を忌合｀

碕串夜 Cu2FeCCN)6 Naぇ立厄CCN)6 してィ謬こいが‘ぜ乏ぷ C函(CN)6
叩 {M) Cs/c仏 GI心 _ 知｀伽諏CN)6 1訛摩／

IO— ~3 匁 ；誼訓疇疇</ i麟と比誓
/0-.2 父 心 み液が冷雄 L やすいのこ汀追tち
IO-3 之 / 合取扱り（‘宕易も＇あかその上

セいウL,\ Iゴむfる吸着凸度が早
いのど麟和［頃叩あると危えら爪忍この両呑ゴJするセ区7ムの囀窓出叱平
謹鱈。心の条碍廷表 3,.: ポず。蒟(ICsi麟嘉宣碑 Cぬ扇⑰）61＝吸痛すると巫が
国碕I石髭細Lf2. 0 一方 I N知詞CCN. )6 I 二 Cs が畷蓄すると心が l （国の麿収訳落出
し，功：：：イオご芍免とみはさ爪釘胆象が｀競のり爪f之，潔(J Cs 摩夜中'C.911ま Cs 叩鵠比率
が苓くなった。イオ攻埃の I和かに｛可らがの廃IE Iこよる啜着が‘カロわってりるようて｀しあ気
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3N03 輝玲船ヒ去による払倣畏匈h の命定
一月イ立淑料への迩吊

（立大咀虹紐：東大物I騎ー）。面紐為孔籾：
桓稚復松

鐸緑生成枚正 L逢汀戊峰知叫宇宙存該這ぃ厄紅頃厨イかいエネ l/...
ギー陽狂遠忍旬令一庭('Pぶ）錢心一あるい（さ二次中均い認ーFe. (”'x翠
ーベ豆灯<, 1)..つ半玲期 (3m106y)床長い芍和 3鱈虹硫知芍叫°Be
いしも 1：：よく疏究されかV'Iる。いの遡史叫 L 之 IJれ虹ぉ恥皮J憐涛の収澳直t·d:. り［イ）疸
将 Eとにともなぅ Cy水c<X 琴を測定する。 (2)臭景令析法によ＇）共在するお加ある叫
舛ル、いt:t.口本‘め孔 L3)英祖ふによる扱紺仁或ぬ序え虹心。とがサー菱一短•あ
狂笞 l叫／卜昼叫環料イ這）四宙屋弩中疇友戸紐が砂を玖史する（遠雌、
叫択l3祖ふ扱船国灯ぐれている。虎忍：：：月討料之＾ O．o08~o.o oo 2 df m 呪n
/100疋訊｀料）イ疇~ /j ~0.04-伍叫n/Soo咆田料這』なかわて咽た
虎取9迂駆｝穴久及 3 豆ぅ向遜たある。
中I淫ふ放射 k或： H.T．祐//a,-d. :Jr. (1寇）｛~ J"')提哺がれお知広で、衣＋炉私中性ふ I,
紅）窃加（”ぷ）叫n'(年＝ 80b) 豆）用する。故約＇ヒI-: しもない中牲＆束 10(8乃ら、2
謬リ d圧蜘／知鴫＝認0~3So“§5 れる和四：：：釦叩琵l：：：：よる均 e`
（灯）唸竺品（”互）汽品（偉ー1)咽沼和遠狂豆した和マ厄可昧
紅醗LL)這蜘瑾知鮎町艇釦が砂吋叫砕嵐I吐炉鵡。砲 K し2
同,1 這戯囀（：：：吊 Mマ咽麟助這ー2 （ミネ L た。
虹紐噂印丑I辻（小汎（m／2.れ）反琴知い紅中性碩束祖ぼ知たあ手しな
紅，内虹 li 12HeV払吐叫年1:::. よる('Y1,ユ介）知遠譴ける。：：れむさ咲
秩ぶ）伶記匂虹冷炉，唖印L勺特性這-1 に京し大大央靱且約と竺印L<f)肉仇し紅）
限界釦ぎ豆• [1) 加逗翠（：：：：よ 1) 生底したら応磯促ー一辻匁勾往及~I...,舛Mn 衣印仕

ね心線知 1) もお緑束か享求され為
::rRR-?.-VT ?i- 1 サイクル(:2総醗） 1 .5 

麟Lた為合叫nI S珀n の匁船如比
認喝料でも嗅朕祁註蒋み戸 L
荘知釈が偽碕応冠／仇3% 1.o 

ミ（れ， 2'n）廷灰 '.).O%」名となる。 C 

叙I, (?.）唆咽コ了訊‘知鬼l翌狐 barns
の比祓印筵均4畏もウ屯い兌も（之~ 0 ・ 5
X10 —4-d pl";\ s3加／100 咆誤町（す
叩-5因90m和＝）遠I渇線紺卑
”にすぐ如素覆這如鴫鰭紺 °・°。
(100~i2o 曰向—;;::_ 4X1019"1/(訳）
する I炉辱か古ふし RL 存灰夕同コアの

Excitation Functions 

5 10 15 
En-MeV 

区l-1

にいヽ守みくにひ::::.)いまた 5 斗ね太＇）ほんだ＇まtだ 17

174 
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最鯰ゃ為羞土碩成はさ夕（浚逸桑和炉ボこ如ふ R.B:bro違｛すごの紅 EL-3珂
祖遺知尻ぽ知幻っ砂豆，分知灰§⑰ l湿パ：：：砧疇げ這加L{J
現在疇見出さいい店い。オ;;t._ I国 rtる采咳研違t示 L てりる K 老九ふれ~.
紐釦蓼·.s図（取＝ 31詞）滋廂釦知し-z I謬34.3 k拉汀緑翠LS.4
keV尋奴X線測史岱芳ん以れる 1k J板炉ヒlこより住成した ~4加 (1^304?m)迂祓
緑和0 ％以下（玲）口瑯り定するノ沖毒禾ある洛に頭滋度の到史殿恥·序忌・し戸。鬼宕
偉/j血毎が半唇娃埃這嘆且/,::よ＇）年（じ淑雌に応戸緯冽史口和店っ之いる。却』
史弧系幻見危わ知袂皐界突あるイいレヘ）嘴印釦訊(:::.爽 L 灼籐責料 l：：：つバ紐
知L淵混痕をイ知，検出器碍］）放出勃辛恥，訊直俎之もし l氾冗’sukこ叶
梅疇叩旬祖9：：：つ W吋知 L た。さ夕 l豆ザ｛n りX虹丸来林戸チーi,/c,.1 (t.e) I::: 

拉 E.C,—い即咲坦琺 l：：つり之t這根討す 3 っ

吉式キト

冷、各ユ干品°3+HF
血， Fe,Ni isopropyl Ether 

逹埠蝉［8 ． 5NHCl
| 

悶ィオン交検 lN HCl 
| 

欧イオン如灸 HCl-i soPrOH
I 

陳イオン友捩 7N HCl 
I 

Mn3％ー高紐度成夕廷
I 

Irradiation 
l 

鴻イオン交吸 2N HCl 
I 

限 4オンが~9N HCl 
l 

老媒抽出 TTA

枚が芯尤 Ge(Li) 

（砕J1洋）

戌〕ー 2

知ザ・照射JL

KUR TC-B 

器蜘 1 ;,J;抜'

畏郊 2;t抜く
JRR,;,.3-VG-7 

JRR-2-RIT 

JRR-2-VT-4-1 

18 /. 2 • -1On/cm 1 
(n,2n) • (n,p) 

万ふec dpm~)□ ylll dpm5;= Fe 

l:1011 。 •16 2,4 

1,1012 1.5 34 

2,1012 1.6 32 

4,1011 19 80 

3,1013 63 740 

CP-5:Isotope 1 2  
Facilityが 10 2 10 

(Argonne) 

立大凍研 RSR 5 • 10~! 390 6400 
CT 3 • 1012 3300 56000 

骨 12
EL-3 ｷ(saclay) 2,10-'-" 0.28 0.22 

* R.Bibron ~J.心PSL..~,109 (1974) 

衷ー 1
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3N04 

速性わ□1il9知T出。和長年｝威期隅放射能

魚た叩謳詞夜手琴釦茶蝉史
碍諭
迄：：鉛謬長号洵輝疇咸布税疇底l9舛年J.D、 K凡ヂらによっ
袢町炉、峠や謬詢に対し~'l. Xlo吐巨項涌「も知て峰2) が‘痴が積定
切る。 10'1"'-- lo'I恥紐期ももっ杉柿lI. }輝畔配湿£から考えると、屑、う御主
恥、謬瞑頑□紅崎犀局］紅ば恥疇麟 l かしな砂、こ追
釦紅醐疇甲考えると、むに (IX {Oq年）三（ク x I 0'$年）＇4-6応 (IX
lo直）、年pu (8 X 10直）、匹;Pb 砂2396 す (~2XIO7年）、 2¢1cん＆炉
129I (l、ク X IO1年）、・・ヒね‘I) 、 IOク年オーダーの半醗諜戸骸~(a:匹貶的紅
伝、 LO国足峰ヒ 235U 叩戸あり、こ劇も lo”に皿い。そ謬へNbゎゞもしも、
V2XID8 年であれば9年贅的に有用な核祁と「ぶり1恥。
麟に建碍CJJ q2.Nb 這複謬に（I （i)q吐i o(m, p炉 Nb~ 位） 3q y (o(, rn) 

%b  ; (3) q3Nb (m ，か）q2.Nb 苓濃麟臼l町砺恥あるぶ．（i)に立）
本史険で（項潟炉内高豆中性紅：承1用する可能悦ぃ如f：：．嘉，中t臼東が収馬’て｀あ砂r
五訊TRT叫 6、和 ID竺m／如2の抱町符和史遷知 T喝 o合尻む屈這知
芦府所硬紐氏炉棗釦虹この言甜秤l~豆中性繹、材枝秘忌や出 (MI r戸Nb;
叫o(m l p企Nb （和鵡： 2X IO4年）て庄じ［て C幻也んヤ立の Nb t Mo より
綱認輝細心長蛉N謬：屈知液饂滋討し「て。
(2)Mo t Nb吟競 冷）
危む文令知料叩MTRて沖伐弓堕射しに日。令和を用いた。狸射1こふり尉I 応
l fてが鵡祖麟('J心厨a 92図sb) 4‘S C. /03 鯰であ？ T＝。 M。令知 l: I 
HN03 に溶袢し険イオン交換柏廂を直すこ｀しにより 6D(c t徐いに。更に出麟血
が啜着付の強碍b のみb泊嗚に唆羞之収． 18!-丁0 112ssb, 4岱 CI /03 息。⇔吝路し
［：：。 Nbl 江 02M HF-5H HNO3 により洛趾し戸13-4~~知如い叩鱗夜．
を用い［：：。更に加如ゎ嬬紅届紐虹立にむ）放射閂鱈t殿、放射麟足
細砂。（瑯五疇田→い繹輝如麟）
0) 賛的
Nb 令年も 1:lHF-1:IHNo3 謬碑し、 0、1)A，を応の砂訂叶饂～点に
シリ打ゲIレと共に齢せ長面電細去により曾喝令浙「を行な， T：：。f更 した麦尋冷ず酎ぽ
疇屈疇頃嗜桐AEI MS方である。 1.b A f1血iてほ Nb-r, NbO八 Nbo”‘`
検虹い砂ふ砂碍や他の区砂疇謬による叶ぷオeークか約違い
似託腿り疇て伸叫~ピークの「が「疇 2.OA から Nb o式のピーム碑崎
謬にした．ギ知～ばに 2.6 肛A 3記 l 碍笹二 I '2...2~1 2.~の 1旬と D( ' 

lTこが他の C ーム 1す見らい「詞ぷ［2；墳這噌管（に— Bel7 役）｀喜己
i恥ヒもこ l和）えをぬこ ほんTさまユに17

176 



3、 o k. V, 1扉麟細0‘].
Nb 疇定疇叩疇五麟m今紅韓麟心囀麟叩砂臼
知応．細、この方払にふり IO-\ (lo噂3) 程度紅測定b溶易なこヒぷ貶
紅峠。疇心顔f ~ x ID~年瑾足する'c 1 dpゎ~10噂量‘砂て．管
骨叙斤1こふる N砂輝について1l疇 b忍 Eものいいえる。
(4) 詞知暉邸碍噸淀 日。令尻
配炉叩巧反応．q吐出（m ）p)
疇砂的o （叫 P八b 1: l HND3 に；容隣

虚。｀｀：竺唸 □ニー叫豆叩□兎： 7)(I 0心／心 即ォ汲喚（ダイヤイオン＄A# 100) 

(JfvlTR の木カラらI- 1 d必）
遺射ぽ摯、叫bl3ギ浪m、~1 I ｷ': ~ H N 03 直逗豆ヒ約0.003 dr仇， 1 出0
｀ぼ約20年”ヒ麟もらい 応ォン交換(_
いる。 l~IHN03 

｀直直王笠 :2. 2:HF-5MHNo3 
¢5 いなり、q2Nb lず，約 0 、 o{や H(QOc:i-, HN03 

臼手想かれる。

“ 

月＂臼
放射椛菱j定

) 

b 
.I~ 

血n·
|. 

1rJ 

10' 

60G:i除去後の訳炉十
1おSb

0..2 0、4 0.€, 0.1? 1.0 (MeVJ 

I) J. D. ぬ叩以吐，妬中．位切甲ん． A改o 邸こI l 中紗 (/9舛）

2) J.D.Kデ，ム⑩玩ね必叫ぷk'c ム．心p-o-ef (1914-) 
3) 橋谷博、叩雄，年（噂追） 303 (/975) 
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3N05 御｀ッグり和ンドp腺砂りJ-ロたーダ—濃作

（麻痕）。小田康酪聯澄釦紐f-1 古IIl詞

砂ば県放扉囀釦麟叫l遣／＼‘ックり’'ヲ加‘隠輝和鰤 Lた。最少
応疇 環定でき a _‘L• 最大研 lしギ｀ー 1芍璃種峨釦’・可能で•おる、虹｀の
摩虹ヌ町トロfーダ一方哉紅湛慕鵡叡揖蒻秤＇） l：：ょ，て差索された、
disk刃pe のがス7 ローい．M噌激曽ヒ知の後方におかれたアヲスナックシン今しーダーとの同
時甜妨我であか検鵡醐覺碑跨卸ともにかなり蘭略池誌籾、目的に売分霞
う特腔環む；とが蕊 E。
（珈虎器］
装匿の 7‘•ロッグが牙アク，、テムと H~./ I：示す。

d四ぶ．

瓦1 block dia~\'"o.m 
疇コイ亨シデ｀ンス用の~-11、計数皆でしんち中う製であ3 。内径34叩，厚認n“ (J)円筒形
這径0、03mmのダン双デン緑誌ンク‘‘ILワイヤーとして滉極l：：用いて 19 つ。 G．ばt敬唱
叩予釦耀詞疇国釈 l、'8'刃／⑳2.d)マイ弓ー甥さ疇戸譴着した。有緬
績訪cm2.四霞。

叩p線研lしや令析叩 7弓ス十刀琴今しーダーである。これは膨径””吼厚さ牛D
血1 の円痴的、下部吟．叫牒噌{-:、.t郡は光籠引麒昏RGA8'o坪に光粒卸：：醗
しておゑ。
帥料（C.）はGi.M:計数嘔の下部 l准覆 L. G.M薪敬管さ歴画L7。ラスケッグシン今 Lーダポ産

L特I生］
コインジデ＇’ンス用が白、M．計数磨につし｀て 1れ以下のようで布る，
7。ラトー' q駁Iov /¥.. r 80-V雌切0V/ 1頃ぎが8%/io汀
鱗蒻し；～ダOC.fm （印加釦荘OV／ ⑮這配occ..I叫1)

切2｀やすし・えんとうかす＇とぷ・ささきけんいぢ、ふ初かわ計ちあさ
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母2t1> IオILキ｀ふ対薮疇叩恥□叩(()./1隕）、／93M和 ((),39MeV)f岱
(0ぷIMev),/37嘔(O、bbMeV)m噸船輝非粒緑ヌ4°外lし及び、歌(E/3ぶlfIMの
好（品~z証1e-V)の戸蹴叩f-IL這帷。 Fi；互／＼‘ッりグ＇’7 ウヰ｀双苅゜外lしよ
ぽ膜使用可能甘坊Iし拌擁逍]Iオ0.IMe-Vへ3Me-Vで知。
7オトマ／し吋珈覧圧／300-Vf=おけ＆／＼‘yり竹りンド｀m6、M計
如庫厄 3厖和叙詞認／c、戸•以下で叫）e/lて示
玲ILキ功消輝1:ついて I-;}応Yの向凋謙雹瘍切ビり
婢／伽叫洞形絲釦対す蹟湛疇m吹(E¢血朽
認透％で苓）．隠噸戸Iしやか平和：：：知
で応研にま認ちる。このよう嘆叩Lキ墳負t如p緑
にGi.M．首敬叡仁下のマイ予埴9ごよ紅キIL寺｀滋如恥

温言霜想温品ぶ雰鉛乗l兒中であ2。 9o§r-90Y乎庶混釦
随応叫IL匹昴崎）で：野函輝訳如ぇa と1o5臼勘‘加訊姻和渚
如しs-J;¾,と拌4た。

0、/()

呼．m

0.02 

“血．

10 

丙・2 /ヽ‘：ッ7'1，＇弓h> ドb
ズ＾勺HLロエネILキ‘と更
正線。

S-o (00 

_J ｣nevgy 
.. -4i'如eT

I.o 

o.s-

o.1 

IS"O 
channel 

Chan哨nei l 

10 ーろ〇

IO- 尿o

IO ーワo

lo-'10 

10-110 

I0-1う0

10-1"5"0 

o呵

l切'1``9n:.[

叫3C•rm
o,22 

og3l 
o.38 

OA•6 
To.ble 1.. 0、 55

onI I, 
loe血加elからの
樟管/l~yf/'7ポ1ニド‘. 

Fi3•4-唸ー吋雫鎚物
吟r（与心/C ==()、匂紅）

9oy 

10 90 IOO 150 | 10 50 
cho.nnel. 100 I50 

C.似hnel

(I) E ．石nak^I N匹ば后芹、砂れ1司h 、且 (/969)4ぅ、
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3N06 洛底土コ了中の区—lo

（東丈鯛） 0 丹這夫今村峯礁，＼、村和久藉B丸．三
懇改干 固叩窒累

長昇禽証注輝恥10 心謬這的凸素醸ぷい峰ェネ lぽ｀—鱈繰（主＼｀
愧ざ）にぶる秩麟疇℃•生硲｀厄這iii斗羞下し又＼＼う。歪 L海卦涼遠旦叩堆栂が\_, I 

閣がくり路か l遺込か心と守収l苓、海庭堆積怖手には区l0 万津翁條怜文奴で)';iと
況入らい。恥IOの半浪鞘応 l、 SX(O6 年℃｀あぅ豆 /06"'----/0~ 年さ℃咬証邁桟粍叶代
決良這\‘"小さ秩桂として蓬尋て万さ。苓ド磋樟注良水ー喪℃行っそのイ函水わがヽてい
如ざ、輝甜バ点如’ぃ心訊疇戸さいと考いい l9 E。址上碍＼釦外ため 1-:.りな
か9 ぐ）叩濯知 Iしー7bが区IO~嶺泣の恥 I澤力し応しかし今き℃這）ら筵 IC
い怠）が証ぶ輝蛉コ↑戸区ー10~ :tt_~郷足企遠良令和＼太ほしんどのコ？につし汀ネ唆
瓢lゃがンをまし．堆猿庄良心遠課硲K角製ィLを議論ずる方法として熔碕Jt_し℃I 稔
¥ \.いたこ硫知）豆 Iゞゲー→疇｀｀にも Be-\0憂攣羨謬巧さぅ：：：：
とと、国一□ 1喜可認しIf)屏代決皮婆瞬ぃ河笹企鎚睾果と碩町1:)\.‘極がい心毛
か亨きで豆卸饂彗山かだ。い近枷忍l) が初逗、沢砂も祀衰慕汰と
心這をに□｀、廃論ばありざ‘‘のぶ ‘l遠う。
わ応収l炉サモァ群島の南と北的 500k切（水呆約 Skm) 0)タ巴哀て｀‘採取した長さ

3m おぶ〇‘‘7 IYl 0)2.本のコア試料について加— /0 0)到足を行った。 10~30 cm母Iこ
鐸1 L た試粋どフッ化水桑酸て｀兒虹溶解し、アIレミ＝ウムの水酸化甘勿と共に洸澱丘、
アルミニウム~ EDTA で‘mask L なからべ｀りリウムをア包和レアセドンにとリ四嘩北茂青;}I \こ
虹這鱈L精製した。 Be-I0 (P―，ぷ55ke.T) "畔珠惰庭釦べ＇レ鱈針計製噌['.l.]
て‘‘測l足 L た。 Be-/0 の確認をつぎ｀丑逍心痣℃‘行っ r--::.0 い） 0鱈句知測足瑾）
Si. (Li)検出営による誅 Iしやースヘ°フ＼ヽ Iしの刻光 (,1iJ') L或-Schi nk 型計敬噛に .n 測
足直r) 精袈揖1乍のリサ 17,ピ

恥- IO <11比氾暉縫這 E 沖 I 表に示内。 まず｀ SAM4l コアについて、 Be-to りラ祭
度介年ゅ明らか l：：一様1:,.,rふく寄：： '(0- I 00 C,)'nのう築さのとこちが蕗ち込んでいる。 ：： 1lば過
去0)河らか0)池珠‘物逍的戎象て｀｀距ー(0 が｀うすあら 1IL たのではないかと考えた。 つぎ‘、0)暮

炭かよび｀禅‘且げ簸っ紐果ぽ巧兎え方を稟っ‘‘1t 9 ものであろう。 (a) コアり柑釈—-
'1 o -I oo <'..WI OJぅ祭ミのとこらに IE\"か）うが｀ l 守っき＇）見え~. Cb) 古ェ也磁気通，l足———残留

雄気に 13‘‘らっきが｀大ぎく、 1本っきりした及転は認めら 1IL な 1 ヽ。 また 8 0 ⑳のところて‘‘J血気
鹿度pゞ麦奴麦化して， I g [3] 。 (_C) 1(I •Io ，九這）足バ瓢 1。妍認めらtl心\\。

k)TK ／含量が｀ Be-IO とゆる、）正、の担）旬を示す。 Cd) 火ムがぅスぅ着見鐙`---ri o-100
巳お砂｀‘ユI0-30D e.,以0.)平 Iヅタ〗介而してし＼る。 (e) 元差介莉~直手汲炎法も心
が‘均臼訊法）-- - H邸応s と Nu.+IMd [ 4-Jのサモア辟島に 1町 3 坦詞囀報活の朽
元告今材と比戟L て、'7 0 - I oo 切＼の音骸戸化I滸灰lij-カ＼｀‘鞣似している。特に Mn合舟 I←っ

いのうえてるお。いまむらがねお•こむらかず｀小さ・ふじ‘たゆう屹｀｀う・

やなざたしようへい・たなかし lj"ぶ
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いて対広が‘1おつきりしている。 以、.l::のことから Be-/0 の比放射能が＇サモア群島もし

燻そtl L に麹似疇くの‘)証山の喝発噸珀わ］にぶつてうずめら ll＼だ屯のと推痺ふlしる。祖

しこ0)コアの潟合｀古焚五払気与穴‘p\‘｀わかっていなり0)で爆褪汗穴‘lす求めら d＼か I 。

SAH-S コアにつ、）て 1守，古辺緒ふ喝底厄］により恥nhe S J,..'J G-a.,u.ss-まて｀手吋
して一走の土鯰屡浬渡(.2. .4 m悩／103 y)て＂堆積して＼ヽることが｀わかっている。 しが l-;;),

／表0)結果が）見ると、や Iさ＇）嘩度分相に叙，細摺迫があるように見える。 こつコアについ
ての料翁な報告は決団に中芍｀‘るが‘、火山ガ｀｀ラJ.... 0)今布および＇つき‘‘に報浩ず 3 k, I。／甘。
迎）恙締畏如ーど｀炉らも、たヒえち碑磁気證＼先て｀ー走バ：街礼麟ヵヽ‘'翠あら l)していて屯、あ 5 吟
詞こ 1かいろいらな注逗平籾知ヒ這 l戸ヽ）ることを物言吾ってV\る。

以戸）ように 13e-/o 這危旺這虚lさ古坪磁疇虚ぉよび＇その他這哀、ゑ配｝複玲
ゎtt.呑ことによ＇）、沖佐紐 o 九ミムラ宕會りや他這底が姜化幻沢繹るよ 1) 桔将となろう。
釦 Be-/o を用V\て埠複也殿ゃ号虹い永与要化などを謀綸ず 3 潟表池，この恋底吋；L
llしについてt/jy先危も払ゎ rふ1 と謗呉った締論に導く呵罪性が次迂ヽ）。

オ／表 Be-IO \::'.t.放身謹恙 9 嘩底進キ直切守0)没危令年

誌‘料—;m(Cわ） Be-ID 叶輝（吻冷e.） 訊料—中（叩） Be-fo四践渾（んp巧Be)

SAM4l-1.斗 2 f10 士 0 、 30 - SAM-s-5 "3. 2 士 o.6

SAM-Ill-_;-g D,5] :t D,O'l SAM-S-1謬

sAM-N-13 o. ユユ土 o,O 斗 SAM-$-I ID 3,1 土 e、'l

s AM-N -100 0,2 4-土 o. O 3 SAM-S -I'l5 ュ、し 土 0,5 

SAM-N -15斗 o. 8'0 :t e. I し S A M̀  s -.2も D

SAM-N-215 o,32 士似 o4 SA H-S -i,-gs 

文叙‘
I. B..s, A心凡 D．凶 e叫 L,\<、 SoふQyajJ u ，年。ふ;ふ. Cosいock`9ぃ． Ac+a 立（ 19 'l5') 11'8'1. 

2. Y, Fぃji民 Y,TQg心， M, ＼厄応如ブT, 1 い叩e巫d C ．恥akム，か｛咋珈畔国峠輝 (19 叫），
3. 1<, I<obay asい｝ ＼）が v c...+e <'...0…心⇔恥n 、

4. J .w. 枷ふns Jr, a、A J, H, Na-¥-¥0.uJ) Ea叫咋het, 5ら， Le舟紐（ 1'\1 S-)屯可．

5、怜 Ko地y叫如， Kぶ呵a屯汀1 1<a"吋a. a,,,d T. s心ム）年＆．阜（ I 'l1 ¥) ¥ D 咋．
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3N07 斎底L コア宅の功伐比古Jひ‘• K 

（東大核研） 0ノl泊和久 井上照夫今布峯謳
藤田雄三 初田昭年 田中宣男

深這慮土の危涌茫度げ‘める方法とレて Io (230Th-),呻冗□和牲枝種の啄愛江

臼す 3 霞．茸心知られている畔筵知利用打謬戸い＼r %／’‘O 比1-::: X.追
叫口：／文い叩す 3 冦などが＇訊わられている。シ払り A うも落填りて‘•高）広違り
幻\,‘名IT) l'l: o{又べ 7 いが "'I) Iてさ 3 :r;, /T如知·s a 。シ Kは数戸虹て・キャ介疇
が可能て、あ豆文ーが浚いて V”‘ ，之 KZヽ・ロ応屁i此げ‘饂這和臼五濱ピ
将そ要．キ乾ぃ虹戸砂う釈に＼すいかすい。ニパつめ，ゎ／礼凸紅五幻り汀

知／っとして．夭苓逹の紀い知知 F 1YA へ° 7 \-)レの直森1文達恥。
［コア試料］喝訊和しぐ寸モア諾烏近くの約,t>oり遺斌から蒋飯レず←展ざ 3 いの
往床ゴマ C SA-M-ff)ぁ・↓び 7叩コマ (SAM-S）を用い Tて．咳糸 1-:: つヽI'!_ ＼さも完滋集瑣定

より臼戸五して 2.かが凡／9心追叫ら札 z ぃ式コk知租貶1 アを I{) がいし
30c占汎 v、メ／ウ葬年·よく環yフ、砂た篠，忍の 1 0 "fた＼か梵戸り｀直疇
叩バf::.1-rダD肌り叫にプ°レスパ濱虹沼知口く・
韮紐這）東矢紅℃召怜印 ORT£しネ心叫這 3100-10巧型如総
レ rて．ハ・ソ 7 7｀ーラウ｀バ奸数やセ下＼戸やめ鈴 (IOcm) 傘（～4-c田） 1叫（ lcm＼ぁ•砂老蔽

砂匹ij-\,)'<'.、年渉柄知鉛 (5心臼;v“`: ン KIく＃｀レの
鯰0)綺／IO令01 雅後にでき択． C巧・ 1) 検七効弗困 kmrて 1f.:,;,lft>., /3アC,sあ召\11 l"t 

如パ妥炉呵＝1), 7恥冴セ叫ゃ碕五戸cぽ紅ャコヤ心□疇□）に乃／

圧□ 1i［［心下43 1 SAH::-0.3:「
I盈んV}忽と

ヶすすか唆：土初年

ば 0．⇔吸（豆り．砂

1 ばL) であった。 0.1 

［五 Ti．双． Kの

虔号］正ぁ•,F-l}' 

戎グ令頓透11"、

乞厄が姓店燻

げ虚元衡にあ
0.01 

各七の1::.- A反文．し

Z 禾とめた。 石 I古

呼pしの 29ヒ 3豆，
ん7 ン零，呼＆の 0 、OOl

゜

0
べ
‘
‘

0
9さ

寸
l
`
"

_, 0.1 

0.0¥ 

0,00 1 

1000 2000 3000知

ごむらかずひさ・いのうえてるお• V＼李むらみわぁ・ふじ‘たゆうぞ＇う
やなさ‘‘たしJ'.うへい・たなかしげ‘巧‘
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厨／ ／J止ぷ・玩／ワん紅”“’紅---i; z::.- …がて、芝．咳Iず呵4 .23g丘2<l?詑ぷざ3,

叫紅，→んの辮， 99l 紅辺知y知め 3 ＝とがでさ名。レかし和初知甘界雌研
畔繹考 □叶砂．砂叩如茂lて逗紅Yか·知文知釦Z \9 つといえ恥

寸Iど唸から"I 1, 3 巧・よい‘•73 紅ア魯＜キ 3.孟埓5訊‘叶たが負t喉収1< J'-~ """ ---クのイ含
千，~'戸ぶ婿家1-:: ;.百燦森筏呟考があ釘f"'-め心姿午箱虔＼召島ら卜¥かフた。 K念派
岳~ "'/<.,, I屁o 位項い李めま二とが<:.··を 3 。戎,,_.豆 1Dfp»-・エ（ヘユppm. Kが（～

巧紅ふ厄い 3 年奇紅立虹滋今 z如脅{){)バm :r.,咳…年()%/
四士 3呟， Kを工”｛澤·笈そ·手切つ二とが可霞-e.··:11る．和 1 1,:: 叫ぷ—35 （吟）t7)
T又へ•7 f.- 1しの例を禾した．

［寺界］ .SAM- ぶコ和臼到＼え等果そわ戸(a)(a.) It!.) 1-:::.,和ャ"'.＼心＼す戎-Ji· tぴ‘K令祈屹
ゆ） 1キエ／T.ft..氏パ第度麦（して•印畑ぷ·工ひ、238 知Vア辞の\::0 -J面綬戸和臼"" "<:ｷ 

mm).~\),突終1.=- / 2-SC.地にあ‘Iプ 3 エ／衣六．セメロIv＼てエ砂叫J／衣そ求め指須噛：
知箪定口豆炉い。 lC) はれレスしfて笞啄、項てからさ拉も不晃祇サ」虹援<•ある。
庫ら湖らかすよう）て，叫にグ窃暑ゲ麦（しりノでターン＼すキ玄1-::.!=-<I之7..巧• 1) 、宕C飢
和 9す釦知噌加し，知祖手 1むづ文臼r, て

り・ シ,t\- 1て対す応す z 麦他r し）で•も砂,r\--"&-. 10 （の

;,;\4:"和心ヽ・｀冷バャ心応犬ぎ牙:t 。 0 0 。 に゜心
戎が比病叶レ1/1明代k -Ul柿し乙い 3 ::..-'z:-そ

示 v ．痒傾窃バ知碗和埠虚すつ祠灯ヤ吾磨y
”い七＾と名えら小 3 ．叫妍差ク大巧 1 

・飯心-::~かかわらず．エ／本比じい 70 を稔ぃ 5 

'-2.”らか r液直ふ冬レてが｀） 9 ::--トから碓孫
臼 1.1 11<仄／903 葺か傷ら水名．

3 尻のコア武和·ほ．工／浪区澤度乞丘 1
l千しいヤ＜． Ex必乙昂がヤぃ二とからコヤ

o.s 
のI-ッブ°4平みふが何シかq琢因て—笑姐］、レてい苫：：

とが劣えら4'--·"3. :z-t7)操今も Tt._ ~七つ詣渕ヵく

珀屁。 0.1 

佗の元象と ~K ｀火山寄と紫知元， 1-:: ついて
印い液｛い翠広すれl口輝啄功仕起須＂哨シか゜．05
1-£うわ名かもし K咋い。

6；；(/_;._)森出淫心が釦含充文炉彪知置浮

豆り＇），.t \)逸翫条1年のまv-.戸穴検土叛ゃ 1．ョ
し4L (O 

灯紐烙が利用zヽ・ぎ 3 ちら 1ギ‘吠又へ°クい以 l.2 

ド） l這鳶：和彩知·かい如ヵ 4刻符豆：：；

゜"3. 

゜ . ••• . . 
K (%) 

= エ／茂（屯弘ャ）

------1:三

(./ -11031, 

゜

. 

宝有⑤／—3)
‘’— 9_,9  

9‘ 

·’ 
9”’ 

, 
9 —• 

50 100 I泣

*K叫as/叫ーぷ4. E. ps．ム _ffi_ (/971) fl>4r. 西． 2
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3N08 藩宦土コ了中の 53Mn

（東大核謡）
柳田紹平

0 今村峯雄

田中童男

井上照夫 小村和久 藤田雄三

釣条疇大域幸光

輝らば深海煎上乞用 V‘ そ：に含まれゐ ”Mn CTy:= 3 、ワ )(I 01,年）の量ガら兇束＾碍
疇疇心這定することを主目的として、濱量分餌と汰如ヒ分祈知釦砂セ澤
窓涙0)戌心測定羞這］発セ恥‘｀し、一元の目処ゑ得て咋恥汰知疇柑希冷べ昔穀孔戻
弓 1 ぎ綾き、実際の海底芦芍代田叫1n の授戸執注ており、吃呪結果についてここ

て孝艮告する，

懸丑 コア藷料 )<.H 該ー虔忍朕ざの藁採る 1 つの苧研€直汗た。：：礼は前の講痕の
ぐ°Be 這い）ものと同藷秤て、毛ともと＇゜恥の測定のため］コ謬分絋したものからヽ叫
如回収して用 vヽた。 引き銚きサ毛了群島江野で怜諏した方胡千（叫 bS -4-一店）につい
ても蒙険苓進之て＼‘'1,,.

疇 マンカ‘‘ンの分雛精製―- 1氏レベ）レ用化舜実諒淳認用いて、特 lこ人工放射能炉’出
の汚染）こ咽黄した。 プラン 71こよる放第能測定え｀ば戸Mnlこ付キ訪亙 b と男われ1., 54Mnl't検出

ざ八ず、汚染ば問題外のレベルと推定され 1a ， 争桟十を 7叶ヒ水素酸で分解後、心OH rょ

冷 A父， Be 苓令離したぅ虹穀から Mn た回収した。 4 、/ 1゜ロピルエーーチル‘＼こより名心渾狂、

陽イオン交換（

1 NH () l二より

丁i'ら嘩乞祈ミ
き、嗜織ー4 --J

プロど）レア）レコ----lレ•

系の検位ン交換·

て． M\I\を牒製L f-::_

憤量分輝 I-:. i知巧

る Mn の 4 t:.営形

オ 1 柔 濱量分甑器による 53Mnの揃果と分離効苧

武叶紐這量（消紗) 55叫疇紡l}-- 53M叶輯7砂呻細醗
(Mn豆~ -中の可Mn の＿55Mn

＼古日 n (.Q.2.が依

沸、悟、て考p合が

ょい。塩酸：冬液

乏嘉発し、 Hn(Q2.·

牛mo とし莫空

下、石芙堵中て‘

300℃ 1立にカロ季去

して日パ⑫2とした。

濱罹分饂一
廓手核研究所に

海声悸
SAM-N-24 

5AM -N-58 

SAM -N-'73 

SAM -N -100 

SAM -N-1'54 

SAM-N-:z.,15 

SAM -N -;z,q9 

プランク

BL - 1 

B.Q. -2  

」甕杢
STD-1 

STD-2 

o ．刀〇含

a. I Z,, 

o.qo 

0.30 

0.088 

o.oqo 

o. 5'3 

\。` 50 

1 8. 7 mを

7. :z, 

4. 7 

) 1. o 

10. I 

:2-. I 

2 、 7

16 、 3

1 4.6 

5 I 

l I -Cf 

四~牛附紆 344 

1 今． 6 367 

13 ・ l 358 

53. Z, w7  

Z6. I 388 

6 牛 330 

8.C/ 30ぢ

45、 O 372、

34.3 4:z,,b 

l 6 6 30rt 
25.'a- 4菩

餃品のムµこ庄巫色 bo°, A オン靱追羊径 "/0 叩の同位砕分輝窓乞用いた。我料

い紅むらみねお・いのうえてるお・ニむらかずひさ・；3、じたゆうそ｀う
ゃ厄ぎ rこしょうへ V‘- r: 「Jかしげお‘•力‘ねこ人め r: みう おおしろゆき壮つ
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叫CQ..2. 〇 .1~ 1 を苓充壌し、 500~5名0°C て＇ A心流しながら力0熱し2,mA~3MAの

ビーム強虔幻峠•オ 1 表に示さ几るように分錮のイールドは凸必牙し量の約ヮ斧，亨缶

の分饂能、 350を得た。

放第化分析―- 59 叫ビ｀づいまし考型の高純茂ア）レミフォイ）レ中 1こキ前集した。 二の中の

叫這翠峙淘喪街の非盛凌放射仁今祈1::. よったC （後のらうMV\の放芽r-1ヒ分祈に全L....

彩喫しない窄族の蒔祠、翠鮒した。 立敬大学廉拉斥約 30秒の要第 1：：より’し心を

測定しマンガン乞定着し在。） ら3日 n の元洟切に分オ斤に先．だち A.P...フォイ）レガら MV\を分涵楕

製（ N＾゜H による下そとの芙ぅ克ぉ‘ぷび陰イオン友戒）し、苺純考 A父フが 1レJ:. I::. 雄肖誼堪心｀＇
マウントしカロ恕して mo2 に笈壊し口野甘吠粁とした．

缶慾活の測定1::. 困同時 1こ、よく密化した高中性手束乞要するのて‘‘、シカゴア）レゴンヌの
CP一ぢ，ふl.,.{iTh-也力て進綾牛午月｀ 4 X 10 Iつ／如2 の中性手束て｀＇照射した。同

時lこ 63叫樟導，ぢ叶が，ぢ今 Fe 樟率(_妨雫反如の村註のため)乞理度孔戸 堕期後
袴イオン交換（匁N HC.fl..), l釣オン友瑛臼 NH⑫))丁TA キ由出 ， Aが四、沈殿℃マンガンを

精製した． ぢ外1n な人心よ阿和、および

認茫の年(_Li)を

用ヽヽて；別定した•

唄定結果の一芍吃汁ユ柔l::.

示す・

息澳昨年の本甘袷会で

啜者らば SAM-N-100 の可1n

の予備実惹結果として

(/. I 士 I·b) メ 10一切m／各応

とし｀ラ結果乞す皐てヽヽろ．

しかし 10区のぅ則定力‘ら二の

咲料は如叩更などで非弗 1:::.

薄められてぢり初期の目角

の萩料として逸当ゼ茄いこ

とが示さ孔た。や滸 SAM

N-叫は比較的某心0Be

環乞示し、堆冴蒙速衷ぱ

牙幻束中性手放知咳祈の結果(-苛）

蕊料 SAM-N —研 ，，3M"標導 叫％樟辛
(0.009 2.5" <I.pm巧如）

照射試粋Mn 54.4 冴 165均各 え、ワ3m牙

re 0.1社0.03茂

心津収苧
叫n ：：則忠直汁

釦充［孔(n,2n)
咋=e(Yl.p)

net ·'外Mn

ワ5. 4- % 吋．え劣 弦．え％

3.55均64-d.pY'I I 研土ぢ却rY) 147呼却m

ぇ．叩土o.ocrapwi q d.p門

0.04-士 0.01apm

0.5牡0.んs l 15士5 圧 53．和1.6心笠Mn
pm 12440士500 /m3 叫

叩n (5土6)X IO古斤
年5%"53Mn

* 収幸禅正，翠厨直後換算

豆硲／10碍租度と貝積もられる。 項量分饂 1こおける⇔加のフォィルヘ0)揃集孝

を 1. 0 と仮定すると牙 l 来の結果から名AM -N —砕の衰叫比放射能は（え、ぢ土ろ）遥3
占ツ砂となる。 この試料の MY)令量 0 、'7 0 劣 とふ逸K 山心や勺を 0.4 と仮定
した 1直げら地珠上＾の⇔加の素ー入量は (_o.18玲·え1))(10ーチふ心／沢·枡とたり、

匹心如の弓心叫）の採用している四n の宇宙空内てシ遷身や濯和係薮2を用ヽ‘ると
宇宙屋の浅入景は （え、3士 z. 7- )x 104~／サとなる·

1) R. B i bron 玖或． Ea喝？lana. S｢. L砥．琴 IoCf(_lq'74)  

185 



3N09 

特別講演
放射怨砕国した物達の研詑

東約墓物逝碕洸汁 犬野知詞

旋線をネし同した物性の統祝のぞり¢った長所は感浸が非常によ＼ヽ：：：とである。 しばし
ば羽いられている茅或狽3/?.,日の祝心例 1-(. 'cると繰担佐の況 I g l文 2300C,(、の放佑能をわ
つ。従って／屈釦浅心～／0ー／かであって、 I9-の試料中i勺泣ムとしてとがしンめ｛ぶ／0―I'向
勺ゞ知心り仄ことになる。 I心‘の幼パ叫ま毎妙‘3、 7,</0所個の?136 keVの T線をぬし、この了際が

後克のごうに母條磯線を持って笈汰でれているので数分の輿険である物盗に関可句貌足
忍得られる。区の特長を生かした研祝としては、）く加心勃稟（銅中 1C と (1 た 1 個の M疇子

の系が釦立の条度依稔性疇洗（麟））、表面の瑚就、巨大分す守の如訟兄の如の窃祀等
蒻か 淑射線屯~\ ff!しf-:.物lti.の統洸のもう一つの長荊 l'd. o'線が物横をよく遼逗切こ
パ‘あゐ。従って試斜屯こわさないで物渉¢澤I芝がで‘きる。（汀線による材斜の壼視、人工
拉介）V ℃系保~ -0 ~)v鯰平の相愛） 1 、て線屯痰l祀に用いるので‘竜知広喜のよ＼ヽ金
蜘いかかレこめば、 NMR) ESR のぷうにマイクロ環の表笈初果をi采なうことなく測定ヵゞ巧
能である•久、知＼梵恥ヽ）ード線も I如孝としないので超低溢での卦l定には非鳶 1-::.1更利であ
る． オ 3 磯反＼な藩鯰原令絞から放主でいるので X錬に況べて、今久りゞ極めて小さく
炭キ ke--Vの刃線を弛l泡しているにも奇｀‘4/)tv と云っf乙小さなエネ）レキ‘ーの分解能があ1;2(
メ久）翌疇果）。 瑚l愛の方戸しては、 1) かス／詞？ァ加累＼ 2）整砂核より放年豆
放射線、の角度依稔悼、 3) T-Y 街浚雄晒、 4-)隣スペクトロ知四、 5)辛鵡
”免、 6) ②長鯰、等があゐ。

I) 心I喜？効果
応 57Co "'75h にとって愛硝する。 ダクColばす l 団のように龍
奇る。嘉後の I塁 ke"'vの Y線を5ク元（環射がると／舷扇の

℃像危沃喝吸収奇るように恩われる炉ヽ℃線が故武されいと
冬紀拗C‘ 初や愈令芥知が動さ、そのエネ）レギ‘-6R:: 2, x/炉e11ら
け謬す線のエ知レキ‘ー（切色人な{;J. __.. ~、 /41、~keVの努んの

月誌露、能の寿命＼なて＝ I、1-/- x/0 名紗て、、この荘熊、しま？年＝ナで＇さ
まるム年か、 6XIO--9eV の「ぼ‘や（↑..Iをもっている。 年＜＜踪

なのでオ 2 図＼匂系巧ように及鳴浚収l診‘：：：らない。所が知
裕固俗叩格芍点、をしめる湯合＼本石1)'1.一紀）（ Y2- t'l'l.)で調和眠勧

をして、ヽゐと名えられる。 恥逗叫庚弛では籾：：：困®キIi匂
であるので知＞＞屁となり、低羞で（ま了線、を派武レても反
御で、知fる｀日のエネ）咳‘ーを 5クCo にあf乙えゐンとができない

。したがって哀喋汲城がわ汲。 俵の又ス）豆7 ア久ぺ 7 ト
）レし乙＼まオ 3 面の 3型がある。翠，l定される量としては、 a)祝

‘l 1 ーシ·っI')'v)篭褐四望極分裂、 C) 乙釦初冷裂、がある．

"Co 
/ l=7/2 

MeV //F.c 

o.136ここ［三— y (T,.t ー 10 ’秒）
〇．！閲t- y i虚

第 1 図 '7Co の崩祓図

i
 □
J

F
e
]
 

ュ第

おおのか奇‘‘分
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二—\ !,,, mm/sec 

刈／ (a) 

邸這訊乙そのまり')”令とのクーロンカによる力ので‘

”卜＄は、 S"ize2C Rむ— Rや）（ I松(O)1 ぇ-l 侶（o)\ ，，)
シふ o ．鯰的な化合物として 5（疇昂o)=I、40`

-4.0 ' 

喜． keV の原鑓疇麟をしている心（ダFeの基低鵡餘 lな形は

\/]口mm/sec 言二°Cヤ塁□。ロニIse5：言＼凶］‘） =b:、”。こニ
-6.0 6.0 丸ヽヽ）砂 l) の電荷分約が森形から切‘‘れているとそれを感じ

9 9 9 9 9 9 9 

い(:)mm/soc て臼区‘‘ーが輝奇る。…の犬きさぬ（な E叫砂辺）
-4ーー4- = 3、ら 0→eし）恥（知3)~o~ec である。 C) 5ク元の
粥 3 図 魚訊lままわりの電加のつくる内郭様爵を感じ公茂加血分破

吃忽の。丙細紅怜夭きさ H滋は H滅 Cfe凶）＝＋＼マえJeOe, H況（紅3)= -6:Z叫 leOe 、
H泣 (K3~(c,心）：：：：十／C/3 kOe, H泣（ K迂和 (CN)/,)=o k. Oe である． こ礼いの量<7)ぁる

如滋閲 F訊防炉に特長的な Kきさを系し、化合特等の Fe のi面裟の灸走、同完埓に
取＞口れる。悧としてはメス 1ミウアスペクトルから枷瓜必か, B紐） T皿叫如船邸廷ば炉
と茫がも函そ、あ恥℃灯勺刃応仁。 ヌ、叙℃かか）レト碍啄紘、惟金融の表面の核怯

叶国社鯰ある問題であ砂紅切Coをこれら金融の表面に婆層でメッ共をし、メスバ五

訊で年を硝的疇象蒻か
2) 放術線疇放使稔担

子 V むの婆内マンチケ l~奴極 3毬のものが紛人、免悽感度に指詞担のあることはよく経
釦れることである。て媒も電硫淡であるので同じ｀原理で移飼疫を示す。ヌう伺を量訊
の祈餓に'1'., I) その栢伺挫をだで表バ心疇のぷうにrぶ~. L=／ば双叩畔， L：：えは
違認射で'M しまヌ方伺のす線(])“勧量である。疼目が‘をは MやI 以外 l豆方向に感

：二H]皇言皇□三喜言］累3) l~ -;i;)這じ原捏釘繹 lグ芍 ~I謬のない利叔、があゐ勺澤凍糸は複雑になが

所、線釦晨ぃ朗か内師鰺象電各の放ねはその原印殺句沼昆込まれている 4已合切に依存可る。
5)肴命の長い腋の記痕の喝合はその為命がその辰3 該の浮込まれてし‘る他合物等に依存

祈 b 。

i)切呼加敬乱をした Y線も一祀の骰わし角で須）淀巧る℃その 2和レギ｀ーのかろが｀＇）は散

乱組頑履か匿勧量分和を和硬レている。印怖妃レ衣 T緻の位呼岱れ徴祝で統埠をになっ
ていゐ電各の遵転竜分在がれ切‘る。
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3N10 長寿命砂ラン、和灘1性衛わ天然におl↑み非平衡
特別講演

（吸麿花大理） 租ff彦

系列をつくる天然放射性枝種の親と兌の放射早術か＇’印立 L て l）るが古力＇， また非平伯択

徳とのもの l°3i'約象として、）る系 1::. ぷ・サ 3国稲＼的な麦化，の情郭を与えてく A 3. 光のため
:::.の非平伶 1-}; I 地甜化学にあ＂ l, 蔚間的支化匂孔する肝、の手枝として皇埒紅のとな
3 . この非乎紅＇餞を利吊するみ鰈 1j:'放術能の奇飢紅it t~ ̀ ’序せ蛇のはじめ l二，む＂
I嗜えぅ卜、安if Iこ行なわ小てお'), 8新し、、｛のてはな I) 。 日庄の地邸化学危g-'考灯
年布 b｀ら湿靡中のラジ‘ウム（ラドンほどの今枡を行り，厄勺直が 5 函泉ォ（の：含忠祖崖i
”袋を行--, "1 ll る． l 1)'tここては釦、佐点を兵ヽ1 朗問麦｛tにも...,て叩き／表存命頑
程叫 230rk につし 1 ての非平命畔 Iこついて，品追の研知繹巧訪｀しよう．
羞肖 Im速 l たこトロ枝合をの非和釦雌いっし9 1 1ょ嘉闘．祁在しに｀・1 ーが菰t~て

ヽ I ~ (三咤・孫祐・杉村．/:毎i手 1譴紺苦産，第 6 危）ので， ここでは炉酪3 3 

り叫／2.39U の非乎術につり［ l 7 5 8 年以前にti,ユ38 U t>｀う 2 ．3＃リヘの蛾わ
庄中 1：：展，，辛我血月のtのが均勺、（り、 L. 24s) 以叶に 1かな"ため がな＇）特殊碑かf
でな Iケ小 1ょ‘f 23午u/238 u の非手術永＇鯰 lが紫戎 LTj...、, 1、あううと舟えぅ K て＼）た． l ? 5 8 

年 1こソ連の地ft.‘化1平店が｀，天然水 l二お II て:z.3fu/238U が非平術欣＇眩であることがク，，こと

と見忠 L たの 1か，たをな出来手とqえ 3。 との校'9 くの府夜危が＂天然にあげるこの非手街
鐸と統哀し，苺水中 1" Iよ 23刈／23fu （峨受教OJ bt) = /、16 :t 0,0 I I I瑳知＂は l'J: I歪'o,8
~3 ">倍をとることが＇判哨 L てヽ'~.
紐求中て‘•このよう紅目刃告収危If't"きる原団につ｀＇て 1ま，岩み中の 17 ランが隆水和
琴内 3 ？象に，ユ3 '8 u の球史 1"訊 l た企 u がよ 1)、1産尤的に水相 I二うつるためt.、あるヒ
危九，鬼元の）ーチンゲに関する屯畔険がツ連l」あ｀＂ ？訊｀叶う卜て"る． どの経呆，岩
石によって 1本 23午 U/J2 l l?u t:ヒカ'" /.2 矛至度のオ也悶液を与える倒も見む 1 れ z u る． この金尻
につヽIL' ユ38U の壌唆t‘'俊石和＂生J,\ L た:23切が，裟み中にえ表ある 238U と段 34乙
が湛態（原．｝ （面など）と E っ(. " ~ためと應俊ミれ，天然にお 1”23'f- u t7J涅痒的給広
のち、こる主原因と一板 I:..mしぅれてぎた． これ l遅れ、 1 .23'1-u 叫翌揮的応ぶの原 l目か＇阜．絶な
加釦該，方ながち限紅将 l Z lI る）団柑の紅（牧西〗，，；呆ざまt`) t',239U が'.t策虔 Lた
とき，o(_綽の文謎が生紋枝坦几が‘水）層に直、祷イ美、絵さ,/L.るため 1`、あると舟える説があゑ（
守心,,,り l) ．f支店 9よ，ウラン令炉危の高，、飲物（ジ Iレコン）這禾クを水中に入れ漢
罹 L T:..とき，水）畜 I:. 劣・ If Jユ玲礼の町恥増加 Iょ，いの飲物＾表面積とウランロがら
計諏iいた値と一孜 3 3 灼購がイ月ぅれること 1 あよび地下水につ｀ 1 改阻：：叫 n か＇’
函 U I二廿りる平伯唖よ‘) 1大るが I-=- j骨危末わ乙しし~ fりがある：： l::て｀｀丈オ1 tれている． しが
し手お使届 m 訊 1追 r.l t tつぶf菰届もおり一版に認めう'f'- 1.ヽ I ると I~ ぃ丈T&. I).
い直l::. ｛いえば｀，降水中の 23刃／ 2311 u d)他 I古p‘なりえを｀‘イ色ヒんる可f紐がえ九ぅ
如紅このいな見求中のウぅンと吠桑 l 7..生八＇した鉱物て｀•9ぷ，2.3'{-- u 左主凡‘今と 13

きご‘L. {にひこ
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疇もむ）うる．喫院に地下水 1.' はこの比が 5 J火J:..とな 3 ものtぁ~ I またユ3?-u （および
230 正）と全餃令として名む絃物も発見江て、）る (Sat2血0ue l和）．
珀遣水中の叫)/.238 u tt. q（色も知ぅ院水（表 Iも 5、よび｀地下水）の弁l生の I っと L ZI 

その水のゆくえ逗瓢：：tJ ff)~~て＼＼るが，逸句己句が＇虹膝(:.よってイが、釦れたものて
ぉ 3 ↑みら，この比のf直から地甜化学的に老；味のあ 3,l青和碍 3 可能性がある．
二／竺几りげlこか）て このが合に＼這親と媒が現った元いし力｀t狂和｀‘
あるため，鐸応いたるところ汀坪印這ぷが出現す 5 ． しかしその系が数t万年吠J:..
虎全に閉じ疇組をつづ‘Ir て、｀紅，逗波臼鱈とな 3．炉恥＇ 1-:. I-うに呵／呵
比は 1 てな、 1 玲含か｀米恥＇はお L ち一叛的ておるため、封象と 3 3 寺．の初耕滋件と L て.::.
“汽危-;- ~I汐年か｀•ある． そのため認0化（埠斐字）の閉 l" t=-京五硝間凌化を、T· 只｀と
しば次のtのを l市、＼る I芦考がある．

230Th =直（l丑（砂）t)（呵ー.:!3jjUo)

べ。（ 1- 疇t)) + 230応r(-入ot) ~ ~ ̀  ----- - - ---(.I) 

ここが，枝租も 1なとバ輝 Iこつ｀，て現在i剰にい卦投芽， 238U。のよう l::. せ｀口をつサ
たもの 1むとの枝雑につヽI z t疇 l測定したときの煤度字さ訊， A~ 1ょ贋骨数 23ふ
のりれそ｀れの枚程の蛾斐定数7.、ある．

こが町K の時間斐化と年代測応：： 1¥1いるために 1む力辺の 230孔。が和れ之ヽ）る少急か｀．
ぉ 3．海庶土の場合に 1士 230恥か＇店辺の主在項と戸． 他釦海水かう生餃した恢故力 1しシ
叩＼の場合に 1丸知辺の'.230恥謬も墳胡直L うるほど、1よく在る．
籟f，セんご｀たどの様町 Iレシウ A 中のコ301l,_による年代測定がう未< t‘き小ば，年代｀

慎．と L -z. 11-佳要なtのか｀•9 、 I t:...め／研‘尻 I本力｀な＇）行なわれ Z いる． L 力‘L, 計‘科の殷暖ヵ
1レシうムは長年月パ紐鱈中に二次的、鱈史化がお,こ')やす｀＇豆，0）ぎを z·~ ま這l吊
L 丑，正し＼）年代0iガ件·られると 1よかぎ‘うなヽ）． 茸よさ卜た年{t 1直が正しい力｀希かの判別
心醜 I::.. ユ31 pQをケ莉 L 7.. I 呵／嘔の 4に平佑かう毛年ft低l :Ji L -Z.午ェックす 3 :: 
とがt"芝 3(s晶血ou.e et.J. 196f'/). S.;11.~o, い。牡 (19 69) は，荼がらウランの叶が＇失われる
と房え 1 間放茶毛テ｀｀（レによ 3 年1t釦算出ぢは環案 L 7... l) 3. l ガ｀ L この a伍匈ふ仇
知iJ I” 幻｀’L 珪 L い、結果さ与え厄‘’ことを K血炉血．（直）と共同:lifい (1'1'7()か‘`•下して
¥) 3. LQ帆叫のぇ稔バ屯／16 3 年 (Br-oec~) 以柔二放負につり 1 230Th ，二よる年ィt則
淀も行うこと砂 1狙炉｀｀あるヽとさ沌頓 L 1 ヽ 1 る． さんこーーにつ｀＇ての苫0花午ィ¢測定、,i / 

比較的よヽ9 紅原を今大るが， C-1午う考との比杖と行った院ダ＇ず｀しtよヽ）一致左京士荏り．
鐸5(m5) はた一致知原因をさんご"\ ~ 210ifiの外名pからつ二戎的吸島によると店え， こ
が二茨的に成着された.2.3oT/i噸広を訂‘サI C-/午年ィt'とよくー祗する年ィtを得こし）る．

230Th/2町）の叶卜乎術ポ慰古、人，山羞 1二つ＼）てtぷ｀），こ小さ村吊 L て火山沿の与代達）定を
行う研究毛行なわれ (Kゃム，t？ 67) 虎沖， l遺走も行なわふて＼）る．
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特別講演
ENVIRONMENTAL RADIOACTIVITY SURVEY IN THAILAND 

(RADIATION MEASUREMENT DIVISION 、 OFFICE OF ATOMIC ENERGY 

FOR PEACE,BANGKOK 、 THAILAND) NoNGNOOCH RATIVANICH 

ENVIRONMENTAL SAMPLES WERE ANALYZED FOR GROSS BETA-RADIOACTIVITY, 

THE RESULTS OF GROSS BETA-RADIOACTIVITY MEASUREMENT IN AIR 、 RAIN 、

FALLOUT, SOIL 、 GRASS 、 WATER IN THE VICINITY OF THE OFFICE OF ATOMIC 

ENERGY FOR PEACE 、 BANGKOK 、 THAILAND WERE PRESENTED, SAMPLES COLLECTED 

FROM THE NUCLEAR POWER REACTOR SITE AT THE EAST COAST OF THAILAND 

WERE ALSO ANALYZED, COMPARISON OF LEVELS OF RADIOACTIVITY IN RAIN 、

DUST AND DRY FALLOUT COLLECTED IN JAPAN AND THAILAND DURING THE 15TH 

NUCLEAR TEST OF THE PEOPLE'S REPUBLIC OF CHAINA IS INCLUDED, 
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